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１．道路の機能

（１）人・地域をつなぐ

道路は、人や地域を相互につなぎ、人・モノ・情報の移動を支援します。
通勤、通学、買い物等の日常生活の移動や、レジャーや観光など広域的な人の
移動を支えます。また、食料品や日用品などの生活物資、農林水産品や工業製品
などのモノの輸送を支えます。さらに、道路に敷設された光ファイバー等は多量
の情報を運びます。
災害時においては、救急救命、救援物資の運搬を支える、人々の命とくらしを
守る生命線としての役割も担っています。コロナ禍では、人の移動は激減しまし
たが、国民のステイホームを支えたのはモノと情報の流れでした。
これら人・モノ・情報の移動により、地域・まちがつながって、国民生活や経
済活動が営まれます。
平時・災害時を問わず安定した人・モノ・情報の移動を確保するために、近年
の技術革新も踏まえ、道路の更なる機能向上が求められています。

（２）地域・まちを創る

道路は、地域・まちの骨格をつくり、環境・景観を形成し、日々の暮らしや経
済活動等を支える環境を創出します。
地域・まちの中の人・モノの流れを整流化し、人々が滞在し交流する賑わいの
場や電気・ガス・水道・光ファイバ等のライフラインの収容場所としても活用さ
れます。また、災害時においては、避難場所等としての役割も担います。
かつて道路は人々のコミュニケーションを育む場でしたが、モータリゼーショ
ンの進展によりその機能が失われつつあります。空間の利活用のニーズも変化し
てきており、より一層魅力的な地域・まちを創造するため、地域の創意工夫で道
路を柔軟に利活用することが求められています。

○ 旅客輸送（人）の自動車分担率１： 約７７％
（うち１００ｋｍ未満の国内旅客輸送（人）の自動車分担率 約９６％）

○ 貨物輸送（トン）の自動車分担率２： 約８４％
（うち１００ｋｍ以下の貨物輸送（トン）における自動車分担率： 約９４％）

○ 品目別のトラック輸送分担率２：
野菜・果物約９６％ 水産品約９９％ 衣服・身の回り品 約９９％

○ コロナ禍における高速道路の交通状況３：
小型車は最大８割減、大型車は最大２割減（前年比）

○ 国土に占める道路面積４： 約１１０万ha （国土面積の約３％、秋田県の面積相当）

○ ライフラインの道路占用割合５：
電気管路１００％ 通信管路約９６％ ガス約９１％ 上下水道１００％ 地下鉄約７７％

○ コロナ禍における沿道飲食店等の路上利用の占用許可基準の緩和６：
直轄国道１3カ所で実施（令和2年8月末時点）、全４７都道府県・２０政令指定都市でも同様の措置

Ⅰ はじめに ～道路の機能と目指すべき社会像～

［出典］ ４：道路面積：国土交通省「道路統計年報2019」
国土面積、秋田県面積：国土地理院「平成30年全国都道府県市区町村別面積調」

１：国土交通省「第6回全国幹線旅客純流動調査」2015年
２：国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」2015年
３、５、６：国土交通省道路局調べ
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２．目指すべき社会像

（３）持続可能で賑わいのある地域・まちを創出する社会

今後、都市・中山間地域問わず人口が減少していく中で、高齢者、子供、障が
い者を含む全ての人の生活・生業が持続可能で、かつ人々が誇りを持って暮らせ
る地域・まちを創出する必要があります。環状道路等の幹線道路ネットワークの
進展により生まれる都市内の空間のゆとりを有効に活用することで、地域がそれ
ぞれの工夫により、良好な環境や景観等を備えた、持続可能で賑わいのある地
域・まちを創出する社会を目指します。

（２）人・モノ・情報が行き交うことで活力を生み出す社会

（１）災害脆弱性とインフラ老朽化を克服した安全・安心な社会

自然災害は、国や地域の成長軌道を一瞬にして破壊する力を持ち、日本が持続
的な成長を目指す上での最大の課題であると言っても過言ではありません。
近年の災害の激甚化・頻発化を踏まえて、災害時に「被災する道路」から「救
援する強靱道路」として強靱で信頼性の高い国土幹線道路ネットワークを構築す
るとともに、急速に進展するインフラ老朽化を克服し、良好なインフラを次世代
につなぐことで、誰もが安全に安心して暮らせる社会を目指します。

社会の持続可能性を高めるためには、生産性の向上による経済成長が必要不可
欠です。経済成長を支える人・モノ・情報の移動を安全で円滑に行うことが出来
るよう、高速道路をはじめとする国土幹線道路ネットワークや拠点を構築すると
ともに、新たな技術も活用しつつ道路の機能を進化させ、人・モノ・情報が国土
全体を行き交う活力あふれる社会を目指します。

（４）時代の潮流に適応したスマートな社会

新型コロナウイルス感染症の拡大によって、安定的な物流の確保の重要性、東
京一極集中のリスク等が認識されました。
エッセンシャルワーカーである物流事業者の環境整備、持続可能な道路の維持
管理、新しい生活様式を踏まえた自転車利活用の推進等に取り組むとともに、デ
ジタル化による道路管理や行政手続きの省力化、効率化を推進し、新たな価値を
創造するスマートな社会の実現を目指します。

これら目指すべき社会の実現に向け、①防災・減災、国土強靱化、②予防保全によ
る老朽化対策、③人流・物流を支えるネットワークの整備、④安全・安心や賑わいを
創出する空間の利活用、⑤道路システムのデジタル化、⑥「新たな日常」の実現を基
本方針として、関連する他分野の施策とも連携しつつ、これらに対応した道路施策に
重点的・効率的に取り組みます。

道路が持つ“人・地域をつなぐ”ネットワークとしての機能と“地域・まちを創
る”空間としての機能を最大限活かし、国民のくらしや経済をしっかりと支えてい
く必要があります。他の交通手段とも連携しつつ、世界一安全（Safe）、スマート
（Smart）、持続可能（Sustainable）な道路交通システムを構築し、下記の社会の実
現を目指します。
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【
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
】

■
激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
災
害
か
ら
、
速
や
か
に
復
旧
・
復
興
す
る
た
め
に
は
、
法
面
対
策
等
の
局
所
対
策
だ
け
で
な
く

道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
の
強
化
が
重
要
で
す
。
発
災
後
概
ね
１
日
以
内
に
緊
急
車
両
の
通
行
を
確
保
し
、
か
つ

概
ね
１
週
間
以
内
に
一
般
車
両
の
通
行
を
確
保
で
き
る
『
強
靱
で
信
頼
性
の
高
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
』
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
や

高
速
道
路
の
４
車
線
化
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
利
用
者
負
担
も
活
用
し
つ
つ
加
速
し
ま
す
。

１
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
～
災
害
か
ら
国
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
～

【
高
速
道
路
の
４
車
線
化
】

【
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
】

東
日
本
大
震
災
(平
成
2
3
年
)

東
日
本
大
震
災
時
に
は
「
く
し
の
歯
」
作
戦
を
展
開
。
東
北

道
は
発
災
後
１
日
で
緊
急
輸
送
路
と
し
て
機
能

平
成
3
0
年
７
月
豪
雨

高
知
道
に
お
い
て
、
上
り
線
の
橋
梁
が
落
橋
し
た
が
、
下
り

線
を
活
用
し
、
被
災
６
日
後
に
暫
定
２
車
線
で
一
般
車
両
の
交

通
機
能
を
確
保

令
和
２
年
７
月
豪
雨

九
州
道
（
横
川
～
溝
辺
鹿
児
島
空
港
）
に
お
い
て
、
４
車
線

の
う
ち
被
害
の
な
い
２
車
線
を
活
用
し
、
約
８
時
間
で
一
般
車

両
の
下
り
線
の
通
行
を
確
保
。
ま
た
、
約
1
9
時
間
後
に
は
一
般

車
両
の
上
下
線
の
交
通
機
能
を
確
保

九
州
自
動
車
道
（
横
川
～
溝
辺
鹿
児
島
空
港
）
の
被
害
状
況

平
成
3
0
年
７
月
豪
雨

大
規
模
な
土
砂
崩
落
に
よ
り
広
島
呉
道
路
が
長
期
通
行
止
め
と

な
っ
た
一
方
で
、
並
行
す
る
国
道
3
1
号
も
同
時
に
被
災
し
た
も

の
の
5
日
後
に
応
急
復
旧
を
完
了
し
、
一
般
車
両
の
交
通
機
能
を

確
保

令
和
元
年
台
風
1
9
号

大
雨
の
た
め
北
陸
道
で
最
大
1
1
時
間
の
通
行
規
制
が
発
生
し

た
一
方
で
、
国
道
８
号
は
法
面
対
策
に
よ
り
雨
量
規
制
が
緩
和

さ
れ
て
い
た
た
め
通
行
を
確
保
。
広
域
迂
回
が
必
要
と
な
る
、

国
道
８
号
と
北
陸
道
の
同
時
通
行
止
め
を
回
避

既
往
の
防
災
対
策
（
国
道
8
号
）

Ⅱ
 基
本
方
針

国
道
4
5
号

三
陸
縦
貫
道

高
知
自
動
車
道
に
お
け
る
下
り線
を
活
用
した
交
通
機
能
確
保

迂
回
路
の
整
備
状
況

至 呉 市

至 広 島 市

広
島
呉
道
路

Ｊ
Ｒ
呉
線

国
道
3
1
号

迂
回
路

広
島
呉
道
路
・国
道
31
号
の
被
害
状
況

←
大
豊
IC

上
り
線

下
り
線

笹
ヶ
峰
T
N
 

新
宮
IC
→

橋
桁
流
出
箇
所

大
豊
IC
か
ら
約
３
ｋ
ｍ
対
面
通
行
規
制
区
間

（
約
８
ｋ
ｍ
）

新
宮
IC
か
ら
約
８
ｋ
ｍ

＜
第
3
ス
テ
ッ
プ
＞

＜
第
2
ス
テ
ッ
プ
＞

＜
第
1
ス
テ
ッ
プ
＞

発
災
１
日
後
に

縦
軸
ラ
イ
ン
を
確
保
発
災
4
日
後
に

東
西
ラ
イ
ン
を
確
保
発
災
7
日
後
に
4
5
号
の

9
7
%
が
通
行
可
能

国
道
4
5
号
よ
り
高
台
に
計
画
さ
れ
た
三
陸
縦
貫
道
は
、
津
波

浸
水
を
回
避
し
、
発
災
直
後
か
ら
救
援
・
救
急
活
動
や
住
民
の

避
難
、
復
旧
の
た
め
の
緊
急
輸
送
路
と
し
て
機
能

津
波
に
よ
る
被
害
が
な
か
った

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

津
波
を
考
慮
して
高
台
に
計
画
され
た

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
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■
「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
道
路
の
安
全
・
安
心
を
守
る
と
と
も
に
良
好
な
イ
ン
フ
ラ
を
次
世
代
へ

と
継
承
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
や
持
続
可
能
な
維
持
管
理
を
実
現
す
る
『
予
防
保

全
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
』
に
向
け
て
、
定
期
点
検
等
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
修
繕
が
必
要
な
施
設
を
早
期
に

解
消
す
る
と
と
も
に
新
技
術
の
積
極
的
な
活
用
等
に
よ
り
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
確
立
し
ま
す
。

２
予
防
保
全
に
よ
る
老
朽
化
対
策
～
安
全
・
安
心
な
道
路
を
次
世
代
へ
～

【
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
の
橋
梁
の
修
繕
等
措
置
の
実
施
状
況
】

※
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
に
点
検
診
断
済
み
施
設
の
うち
、判
定
区
分
Ⅲ
・Ⅳ
と診
断
され
た
施
設
で
、修
繕
等
措
置
（
設
計
含
む
）
に

着
手
（
又
は
工
事
が
完
成
）
した
割
合
（
令
和
元
年
度
末
時
点
）

平
成
2
6
年
度
以
降
５
年
間
（
１
巡
目
）
の
点
検
で
、
早
期
ま
た
は
緊
急
に
措

置
を
講
ず
べ
き
状
態
（
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
）
の
橋
梁
の
う
ち
、
修
繕
等
の
措
置

に
着
手
し
た
橋
梁
の
割
合
は
、
令
和
元
年
度
時
点
で
国
土
交
通
省
で
6
9
％
、
地

方
公
共
団
体
で
3
4
％

【
予
防
保
全
に
よ
る
中
長
期
的
コ
ス
ト
縮
減
】

予
防
保
全
に
よ
る
維
持
管
理
へ
転
換
し
、
中
長
期
的
な
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮

減
・
平
準
化
を
図
る
た
め
に
も
、
早
期
又
は
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
施
設
（
判

定
区
分
Ⅲ
、
Ⅳ
）
の
早
期
解
消
が
急
務

ケ
ー
ブ
ル
切
断
事
故
後
、通
行
止
め
に
な
った
ブ
ル
ック
リン
橋
の
歩
道

（
「高
速
道
路
と自
動
車
」
19
81
年
11
月
か
ら引
用
）

【
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
】

1
9
8
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
1
9
3
0
年
代
に
大
量
に
建
設
さ
れ
た
道
路
構
造

物
の
老
朽
化
に
対
応
で
き
ず
、
橋
梁
や
高
架
道
路
の
損
傷
事
故
等
に
よ
り
、
大
量

の
迂
回
交
通
が
発
生
す
る
な
ど
、
経
済
や
生
活
の
様
々
な
面
で
大
き
な
影
響

マ
イア
ナ
ス
橋
の
崩
壊
（
19
83
年
）

＜
事
後
保
全
と
予
防
保
全
の
サ
イ
ク
ル
＞ 供
用
期
間

機 能

（ 健 全 性 ）

Ｄ

施
設
Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ
事
後
保
全
予
防
保
全

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

【
深
刻
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
】

建
設
後
5
0
年
以
上
経
過
す
る
社
会
資
本
の
施
設
の
割
合
が
加
速
度
的
に
増
加

建
設
後
5
0
年
以
上
経
過
す
る
施
設

橋
脚
洗
掘

判
定
区
分
Ⅳ
（
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
）

6
9
%

3
4
%

3
1
%

2
0
%

0
%
2
0
%
4
0
%
6
0
%
8
0
%
1
0
0
%

国
土
交
通
省

地
方
公
共
団
体

3
8
％

1
4
％

（
3,
42
7）

（
62
,8
73
）

着
手
済

完
了
済

30
%

55
%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%

2
0
2
0
年
時
点

2
0
3
0
年
時
点

22
% 36

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%

2
0
2
0
年
時
点

2
0
3
0
年
時
点

<
橋
梁
>

<
ト
ン
ネ
ル
>
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【
都
市
間
の
速
達
性
】

■
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
よ
る
多
核
連
携
型
の
国
づ
く
り
や
安
定
し
た
物
流
の
確
保
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
国
土
全

体
と
し
て
、
安
全
で
円
滑
な
人
や
モ
ノ
の
移
動
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
国
土
の
フ
ル
活
用
を
可
能
と
す
る

『
速
達
性
と
ア
ク
セ
ス
性
が
確
保
さ
れ
た
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
』
に
向
け
て
、
重
要
物
流
道
路
の
強

化
や
渋
滞
対
策
、
物
流
を
支
え
る
休
憩
・
中
継
施
設
の
機
能
強
化
等
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

３
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
～
人
を
、
地
域
を
つ
な
ぐ
～

日
本
の
都
市
間
連
絡
速
度
は
、
い
ま
だ
約
半
数
の
都
市
間
(9
2
/2
0
8
リ
ン

ク
)が
6
0
km
/h
に
満
た
な
い
な
ど
、
諸
外
国
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
状
況

都
市
間
連
絡
速
度
の
状
況

（
注
）
都
市
間
連
絡
速
度
の
算
出
方
法

対
象
は
1
1
3
都
市
、
2
0
8
リ
ン
ク
。
E
T
C
2
.0
(H
30
小
型
車
)の
旅
行
速
度
デ
ー
タ
を
用
い
て
算
出

＜
参
考
＞
諸
外
国
の
平
均
都
市
間
連
絡
速
度

【
空
港
・
港
湾
の
ア
ク
セ
ス
性
】

空
港
・
港
湾
は
人
流
・
物
流
の
広
域
移
動
を
担
う
拠
点
で
あ
る
が
、
い
ま

だ
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
1
0
分
以
上
の
所
要
時
間
を
要
す
る
箇
所
が
約
6
割

程
度
存
在
(1
0
3
/1
7
3
箇
所
)

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

0
～
1
0
分
1
0
～
2
0
分
2
0
～
3
0
分
3
0
分
～

41
%

36
%

15
%

8%

※
主
要
な
拠
点
は
、
拠
点
空
港
・
ジ
ェ
ッ
ト
化
空
港
、
国
際

戦
略
港
湾
・
重
要
港
湾

※
所
要
時
間
、
平
均
速
度
は
E
T
C
2
.0
デ
ー
タ
の
平
成
3
0

年
3
月
平
日
の
昼
間
1
2
時
間
の
値
よ
り
算
出

主
要
な
空
港
・
港
湾
と
の
ア
ク
セ
ス
状
況 ■
IC
か
ら
の
所
要
時
間
10
分
以
上
が
約
6割

6
0
km
/
h
以
上

4
0
～
6
0
km
/
h

4
0
km
/
h
未
満

日
本
ド
イ
ツ
フ
ラ
ン
ス
イ
ギ
リ
ス
中
国
韓
国

6
2
km
/h
9
5
km
/h
9
6
km
/h
8
0
km
/h
7
9
km
/h
6
0
km
/h
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【
安
全
・
安
心
な
空
間
】

【
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
】

■
環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
の
整
備
進
展
に
伴
い
自
動
車
の
交
通
量
が
減
少
し
た
都
市
内
の
道
路
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
『
多
様
性
と
独
自
性
の
あ
る
地
域
・
ま
ち
の
創
出
』
に
向
け
て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
実
現
で
き
る
道
路
の

利
活
用
の
仕
組
み
を
充
実
し
、
賑
わ
い
の
創
出
や
移
動
の
安
全
・
安
心
の
向
上
、
自
転
車
や
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
利

活
用
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用
～
地
域
・
ま
ち
を
創
る
～

子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

道
の
駅
「
パ
レ
ッ
ト
ピ
ア
お
お
の
」
（
岐
阜
県
大
野
町
）

自
転
車
の
通
行
空
間
の
確
保
（
国
道
2
4
6
号
:青
山
地
区
）

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
た
我
が
国
に
お
い
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

推
進
や
、
子
育
て
世
代
の
応
援
が
必
要

約
5割
（

49
%
）

2k
m
超
過

（
24

%
）

2k
m
以
下

（
12

%
）

1k
m
以
下

（
15

%
）

50
0m
以
内

1.
8人

0.
9 1.

0 1.
0 1.
4

0.
9

2.
1

日
本

イ
ギ
リ
ス

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

イ
タ
リ
ア

カ
ナ
ダ

ア
メ
リ
カ

人
口
１
０
万
人
あ
た
り

交
通
事
故
死
者
数
自
宅
か
ら
の
距
離
別
死
者
数

（
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
）

バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
に
よ
り
、
自
動
車
交
通
が
転
換
し
た
中
心
市
街
地
の
道

路
に
お
い
て
歩
行
空
間
の
魅
力
や
安
全
性
を
向
上
す
る
取
組
を
推
進

自
転
車
や
歩
行
者
の
安
全
・
安
心
な
移
動
空
間
の
整
備
が
必
要

公
道
を
活
用
し
た
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
社
会
実
験
（
国
道
１
号
:千
代
田
区
）

歩
道
上
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

（
日
本
大
通
り
：
横
浜
市
）

歩
道
上
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
実
現
で
き
る

空
間
の
利
活
用
を
推
進

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
歩
行
空
間

（
東
京
都
港
区
）

国
道
8
号
敦
賀
空
間
再
整
備
（
事
業
中
）

B
e
fo
re

A
ft
e
r

※
イ
メ
ー
ジ

出
典
：
敦
賀
市
資
料
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■
限
ら
れ
た
体
制
の
も
と
で
も
、
道
路
利
用
者
に
対
し
て
安
全
・
安
心
な
通
行
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
高
度
な
道
路
イ

ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
『
持
続
可
能
で
ス
マ
ー
ト
な
道
路
管
理
へ
の
変
革
』
に
向
け
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
新
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
道
路
管
理
や
行
政
手
続
き
の
省
力
化
・
効
率
化
を
加
速
し
ま
す
。

５
道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
～
持
続
可
能
で
ス
マ
ー
ト
な
道
路
管
理
へ
～

【
管
理
施
設
数
と
点
検
の
状
況
】

【
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
と
多
方
面
へ
の
活
用
】

【
特
殊
車
両
の
審
査
日
数
の
推
移
】

【
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

ス
マ
ー
ト
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
】

E
T
C
2
.0
等
を
活
用
し
、
行
政
手
続
き
を

迅
速
化
・
即
時
処
理

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
を
フ
ル
活
用
し
、
A
I

等
の
新
技
術
に
よ
り
点
検
結
果
を
照
合
、
老
朽

化
の
進
行
具
合
の
判
断
、
対
応
を
迅
速
化

各
道
路
管
理
者
間
で
共
通
の
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
外
部
利
用
を
促
進

パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
に
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
か

ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
を
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ

り
処
理
し
、
舗
装
の
損
傷
を
自
動
検
知

＜
道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
針
と
取
組
例
＞

＜
現
在
の
状
況
＞

橋
梁
点
検
（
点
検
車
）
トン
ネ
ル
点
検

【
IT
技
術
・
新
技
術
の
総
動
員
に
よ
る
高
レ
ベ
ル
道
路
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
】

【
高
速
道
路
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

・
タ
ッ
チ
レ
ス
化
の
早
期
実
現
】

＜
高
速
道
路
会
社
＞

橋
梁

：
2
4
,0
4
8
橋

ト
ン
ネ
ル
：
2
,0
0
8
橋

道
路
付
属
物
等
：
1
1
,9
2
1
施
設

＜
直
轄
国
道
＞

橋
梁

：
3
7
,9
0
9
橋

ト
ン
ネ
ル
：
1
,6
4
7
橋

道
路
付
属
物
等
：
1
2
,0
3
3
施
設

落
下
物
処
理
ロ
ー
ド
キ
ル
処
理

路
面
補
修
そ
の
他

件
数
[千
件
]

管
理
延
長
あ
た
り
の

件
数
[千
件
/千
km
]

管
理
延
長
あ
た
り
の
件
数

R
元

0

2
0

4
0

6
0

（
年
度
）

H
2
4
H
2
5
H
2
6
H
2
7
H
2
8
H
2
9
H
3
0

平 均 審 査 日 数 （ 日 ）

直
近
2
3
.2
日

（
R
2
.3
）

最
大
5
5
.6
日

（
H
3
0
.1
）

【
異
状
・
障
害
の
発
見
・
処
理
件
数
】

(直
轄
国
道
の
例
）

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0
（
回

/年
）

20
10
～

20
19

平
均

25
1回

19
76
～

19
85

平
均

17
4回

―
：
近
似
直
線

19
76
（

S5
1）

19
85
（

S6
0）

20
10
（

H2
2）

20
19
（

R元
）

19
90
（

H2
）

19
95
（

H7
）

20
00
（

H1
2）

20
05
（

H1
7）

【
１
時
間
降
水
量
5
0
m
m
以
上
の

年
間
発
生
回
数
（
ｱﾒ
ﾀﾞ
ｽ1
,0
0
0
地
点
あ
た
り
）
】

画
像
：
N
E
X
C
O
東
日
本
「
fu
tu
re
 i
m
a
g
e 
2
0
2
X
」

【
方
針
】
IT
技
術
を
駆
使
し
て

①
道
路
利
用
の
障
害
と
な
る
様
々
な
事
象
を
早
期
発
見
、
処
理
す
る

②
施
工
や
維
持
管
理
作
業
な
ど
の
徹
底
し
た
自
動
化
、
無
人
化
を
図
る

③
手
続
き
や
支
払
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
・
タ
ッ
チ
レ
ス
化
す
る

④
道
路
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
、
フ
ル
活
用
し
て
、
社
会
に
還
元
す
る

画
像
：
令
和
２
年
７
月
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
で
の
E
T
C
決
済
の
試
行
運
用

E
T
C
専
用
化
等
の
推
進
、
E
T
C
を
高
速
道

路
利
用
以
外
に
も
活
用
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
の
行
動
や
意
識
、
社
会
経
済
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
い
て
も
、
道
路
は
、
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
必
要
不
可
欠
で

す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
の
「
新
た
な
日
常
」
を
支
え
る
た
め
に
、
物
流
事
業
者
の
環
境
整
備
、
観
光
の
需
要
喚
起
、

３
密
対
策
を
踏
ま
え
た
道
路
空
間
の
利
活
用
等
の
道
路
を
賢
く
使
う
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

６
「
新
た
な
日
常
」
の
実
現
～
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
く
ら
し
や
経
済
を
支
え
る
～

【
空
間
の
有
効
利
用
の
必
要
性
】

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
鉄
道
の
利
用
が
大
き
く

減
少
す
る
な
ど
、
３
密
を
回
避
す
る
動
き
が
増
加

【
物
流
へ
の
支
援
の
必
要
性
】

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
生
活
を
支
え
る
物
流
の

重
要
性
が
改
め
て
確
認

通
販
需
要
等
の
拡
大
に
よ
り
、
宅
配
便
の
取
扱

量
は
増
加
傾
向

-6
9%

-9
8%

-6
1%

-
10
0%

-
80
%

-
60
%

-
40
%

-
20
%

0
%

2
0%

4
0%

全
体

う
ち
外
国
人

う
ち
日
本
人

【
観
光
振
興
の
必
要
性
】

コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
自
粛
の
影
響
で
観
光
業
に

深
刻
な
影
響
延
べ
宿
泊
者
数
（
前
年
同
月
比
）
の
推
移

-7
8%-8
3%

-8
3%

-9
4%

-9
9%

-9
4%

-7
4%

-1
4%

-
12
0%

-
10
0%

-
80
%

-
60
%

-
40
%

-
20
%

0
%

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月

国
内
旅
行
の
予
約
人
員
（
対
前
年
同
月
比
）

※
８
月
、
９
月
は
見
込
み
,
※
大
手
1
0
者
を
対
象

出
典
：
観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
よ
り
道
路
局
作
成

出
典
：
国
土
交
通
省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
関
係
業
界

へ
の
影
響
に
つ
い
て
」
よ
り
道
路
局
作
成

出
典
：
厚
生
労
働
省
「
第
1
-3
回
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
全
国
調
査
」
」

よ
り
道
路
局
作
成

出
典
：
国
土
交
通
省
「
社
会
資
本
整
備
審
議
会
/交
通
政
策
審
議
会
計
画
部
会

資
料
（
R
2
.8
.2
1
）
」

宅
配
便
取
扱
個
数
（
2
0
2
0
年
6
月
）

高
速
道
路
の
主
な
区
間
の
交
通
量
増
減
（
対
前
年
比
）

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00
%

3
.
29
～

4
.
4

4
.
5～

4
.
11

4
.
12
～

4
.
18

4
.
19
～

4
.
24

4
.
25
～

5
.
6

5
.
7～

5
.
16

5
.
17
～

5
.
23

5
.
24
～

5
.
30

5
.
31
～

6
.
6

対
前
年
比
(%
)

緊
急
事
態
宣
言
（
全
国
）

凡
 例
全
車
小
型
車
大
型
車

N
E
X
C
O
本
四

29
%

40
%

51
%

0
%

10
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

第
1回
（
3
/
3
1～
4
/
1）
第
2
回
（
4
/
5
～
4
/
6
）
第
3
回
（
4
/
12
～
4
/
13
）

全
国
の
３
密
回
避
の
実
施
割
合
の
推
移

※
LI
N
E
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
調
査

（
日
本
全
国
1
5
歳
以
上
1
1
0
歳
以
下
、
職
業
補
正
済
み
）

※
２
月
1
7
日
の
週
の
特
定
日
を
1
0
0
と
し
た
場
合
の
指
数

出
典
：
国
土
交
通
省
「
駅
の
利
用
状
況
（
首
都
圏
・
関
西
圏
：
速
報
値
）
」
よ
り

道
路
局
作
成ピ
ー
ク
時
間
帯
の
駅
利
用
状
況
の
推
移

緊
急
事
態
宣
言

（
全
国
）
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※
こ
の
他
に
、
防
災
・
安
全
交
付
金
（
国
費
7
,8
47
億
円
[対
前
年
度
比
1
.0
0
])
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
国
費
7,
2
7
7
億
円
[対
前
年
度
比
1
.0
0
])
が
あ
り
、
地
方
の
要
望
に
応
じ
て

道
路
整
備
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
こ
の
他
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
事
業
と
し
て
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
国
費
7
7億
円
［
対
前
年
度
比
0.
0
6
］
）
が
あ
り
、
地
方
の
要
望
に
応
じ
て
道
路
整

備
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
緊
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
所
要
の
要
望
を
行
う
。

注
１
．
上
記
の
他
に
、
行
政
部
費
（
国
費
8
億
円
）
が
あ
る
。

注
２
．
直
轄
事
業
の
国
費
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
直
轄
事
業
負
担
金
（
2
,9
7
0
億
円
）
を
含
む
。

注
３
．
前
年
度
の
計
数
に
は
、
臨
時
・
特
別
の
措
置
を
含
ま
な
い
。

注
４
．
四
捨
五
入
の
関
係
で
、
各
計
数
の
和
が
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

Ⅲ
要
求
概
要

１
要
求
総
括
表

（
単
位
：
億
円
）

　
　
　
事
業
費
　
　
対
前
年
度
比
　
　
　
　
国
　
費

対
前
年
度
比

1
5
,8
1
4

1
.0
0
1
5
,8
1
4

1
.0
0

1
0
,5
7
4

0
.9
9
1
0
,5
7
4

0
.9
9

4
,0
6
3

1
.0
3

4
,0
6
3

1
.0
3

1
,1
7
6

1
.0
0

1
,1
7
6

1
.0
0

7
,9
1
3

1
.0
0

4
,5
5
6

1
.0
0

3
,7
4
3

0
.9
6

2
,0
6
0

0
.9
6

4
,0
0
0

1
.0
4

2
,3
0
1

1
.0
4

1
6
9

1
.0
0

1
1
3

1
.0
0

－
－

8
2

1
.3
1

2
4
,5
6
0

0
.9
7

1
0
6

0
.8
3

4
8
,2
8
6

0
.9
8
2
0
,4
7
5

1
.0
0

地
域
高
規
格
道
路
、
IC
等
ア
ク
セ
ス
道
路
そ
の
他

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助

除
雪

補
助

率
差

額

有
料
道
路
事
業
等

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

事
項

直
轄

事
業

改
築

そ
の

他

維
持

修
繕

諸
費

等

補
助

事
業
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１
．
政
府
と
し
て
は
、
感
染
拡
大
を
防
止
し
、
事
業
と
雇
用
を
守
り
抜
く
た
め
、
２
度
に
わ
た
る
補
正
予
算
の
迅
速
か
つ
適
切
な
執
行
を
は
じ
め
、
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

他
方
で
、
来
年
度
に
お
け
る
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
対
応
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
、
予
見
す
る
こ
と
に
限
度
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

２
．
こ
の
た
め
、
先
般
、
閣
議
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
令
和
３
年
度
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
は
、
政
府
、
与
党
、
地
方
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
作
業
の
負
担
を
極
力

減
ら
す
観
点
も
踏
ま
え
、
本
日
、
政
令
を
改
正
し
、
要
求
期
限
を
１
か
月
遅
ら
せ
て
９
月
３
０
日
と
す
る
と
と
も
に
、
概
算
要
求
の
段
階
で
予
算
額
を
決
め
る
こ
と

は
せ
ず
、
そ
の
仕
組
み
や
手
続
き
を
で
き
る
限
り
簡
素
な
も
の
と
し
ま
す
。

３
．
具
体
的
に
は
、

（
１
）
要
求
額
は
、
基
本
的
に
、
対
前
年
度
同
額
と
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
そ
の
上
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
緊
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
所
要
の
要
望
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
予
算
の
概
算
要
求
の
具
体
的
な
方
針
に
つ
い
て

令
和
２
年
７
月
2
1
日
閣
議
財
務
大
臣
発
言

当
初
予
算

臨
時
・
特
別
の
措
置

（
３
か
年
緊
急
対
策
）

要
求
額

令
和
２
年
度
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
な
ど

緊
要
な
経
費
の
要
望

令
和
３
年
度
予
算
概
算
要
求

令
和
３
年
度
予
算
の
概
算
要
求
の
枠
組
み
（
イ
メ
ー
ジ
）

対
前
年
度
同
額
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２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
緊
要
な
経
費
に
つ
い
て

「
令
和
３
年
度
予
算
の
概
算
要
求
の
具
体
的
な
方
針
に
つ
い
て
」
（
令
和
２
年
７
月
2
1
日
閣
議
財
務
大
臣
発
言
）
に
従
い
、
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
0
」
及
び
「
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
（
令
和
２
年
７
月
1
7
日
閣
議
決
定
）
等
を
踏
ま
え
た
諸
課
題
に
つ
い
て
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
緊
要
な
経
費
」
に
つ
い
て
所
要
の
要
望
を
行
う
こ
と
で
以
下
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

＜
３
か
年
緊
急
対
策
後
の
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
＞

○
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

○
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用

○
道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

発
災
後
概
ね
１
日
以
内
に
緊
急
車
両
の
通
行
を
確
保
し
、
か
つ
概
ね
１
週
間
以
内
に
一
般
車
両
の
通
行
を
確
保
で
き
る
『
強
靱
で
信
頼
性
の

高
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
』
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
の
解
消
や
高
速
道
路
の
４
車
線
化
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
利
用
者
負
担
も
活
用
し
つ
つ
加
速

『
予
防
保
全
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
』
に
向
け
て
、
定
期
点
検
等
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
修
繕
が
必
要
な
施
設
を
早
期
に
解
消
す
る

と
と
も
に
新
技
術
の
積
極
的
な
活
用
等
に
よ
り
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
確
立

国
土
の
フ
ル
活
用
を
可
能
と
す
る
『
速
達
性
と
ア
ク
セ
ス
性
が
確
保
さ
れ
た
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
』
に
向
け
て
、
重
要

物
流
道
路
の
強
化
や
渋
滞
対
策
、
物
流
を
支
え
る
休
憩
・
中
継
施
設
の
機
能
強
化
等
の
取
り
組
み
を
推
進

『
多
様
性
と
独
自
性
の
あ
る
地
域
・
ま
ち
の
創
出
』
に
向
け
て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
実
現
で
き
る
道
路
の
利
活
用
の
仕
組
み
を
充
実
し
、

賑
わ
い
の
創
出
や
移
動
の
安
全
・
安
心
の
向
上
、
自
転
車
や
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
利
活
用
な
ど
を
推
進

『
持
続
可
能
で
ス
マ
ー
ト
な
道
路
管
理
へ
の
変
革
』
に
向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
新
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
道
路
管
理
の
省
力
化
・
効
率
化
を
加
速

３
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
中
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て

近
年
の
激
甚
化
・
頻
発
化
・
広
域
化
す
る
災
害
や
、
急
速
に
進
む
施
設
の
老
朽
化
等
に
対
応
す
る
べ
く
、
災
害
に
屈
し
な
い
強
靱
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
中
長
期
的
な
抜
本
対
策
を
含
め
て
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
の
加
速
化
・
深
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
災
害
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
と
、
早
期
の
日
常
生
活
・
経
済
活
動
の
再
開
の
両
面
か
ら
新
た
な
目
標
を
設
定
し
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
と

並
行
す
る
直
轄
国
道
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方
の
導
入
、
緊
急
点
検
を
行
っ
た
上
で
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
暫
定

２
車
線
区
間
の
４
車
線
化
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
や
持
続
可
能
な
維
持
管
理
を
実

現
す
る
予
防
保
全
に
よ
る
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
に
計
画
的
に
取
り
組
む
た
め
、
中
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
す
。

上
記
の
所
要
の
要
望
の
ほ
か
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
物
流
を
支
え
る
自
動
車
運
送
事
業
者
の
コ
ス
ト
低
減
、
経
営
体
質
の
強
化
を
通
じ
て
物
流
の
最
適

化
・
効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
E
TC
2.
0
を
利
用
す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対
す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
最
大
割
引
率
の
拡
充
措
置
（
4
0
％

→
5
0
％
）
の
効
果
を
検
証
し
つ
つ
、
措
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、

踏
切
道
の
安
全
対
策
、
自
動
運
行
補
助
施
設
の
整
備
、
無
電
柱
化
、
道
路
舗
装
の
長
寿
命
化
等
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て
、
重
点
的
な
支
援
の
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

＜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
＞

○
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

○
予
防
保
全
に
よ
る
老
朽
化
対
策
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「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
0
」
（
令
和
２
年
７
月
1
7
日
閣
議
決
定
）
よ
り

（
参
考
）
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
0
」
、
「
成
長
戦
略
実
行
計
画
・
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
令
和
２
年
度
革
新
的
事

業
活
動
に
関
す
る
実
行
計
画
」
＜
抜
粋
＞

「
成
長
戦
略
実
行
計
画
・
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
令
和
２
年
度
革
新
的
事
業
活
動
に
関
す
る
実
行
計
画
」
（
令
和
２
年
７
月
1
7
日
閣
議
決
定
）
よ
り

○
2
0
2
0
 年
度
ま
で
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
を
集
中
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
の
加

速
化
・
深
化
を
図
る
。
３
か
年
緊
急
対
策
後
も
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
具
体
的
K
P
I（
数
値
）
目
標
を
掲
げ
計
画
的
に
取
り
組
む
た
め
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
必
要
・
十
分
な
予
算
を
確
保
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
対
策
を
進
め
、
国
家
百
年
の
大
計
と
し
て
、
災
害
に
屈
し
な
い
国
土
づ
く
り
を
進
め
る

○
地
域
を
支
え
る
高
規
格
幹
線
道
路
、
整
備
新
幹
線
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
等
の
人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
・
活
用
や
感
染
症
に
も
対
応
し
た
地
域
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
性
の
確
保
を
図
り
、
二
者
択
一
で
は
な
い
大
都
市
圏
と
地
方
圏
の
関
係
の
構
築
に
つ
な
げ
て
い
く

○
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
進
展
す
る
中
で
、
予
防
保
全
に
基
づ
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
、
そ
の
際
、
新
技
術
や
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る
効
率
化
・
高
度
化
を
図
る

○
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト
化
を
原
則
と
し
た
、
抜
本
的
な
生
産
性
向
上
や
予
防
保
全
の
高
度
化
・
効
率
化
に
よ
る
長
寿
命
化
、
集
約
等
を
通
じ

た
公
的
ス
ト
ッ
ク
の
適
正
化
を
図
る
。
ま
た
、
受
益
者
負
担
や
適
切
な
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
、
財
源
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

○
感
染
症
等
に
よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
も
対
応
し
、
経
済
成
長
を
支
え
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
整
備
新
幹
線
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
国
際
拠
点
空
港
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
・
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
等
の
早
期
整
備
・
活
用
を
通
じ
た
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
強
化
を
図
る

○
高
速
道
路
で
の
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
の
実
現
も
見
据
え
、
新
東
名
・新
名
神
の
６
車
線
化
に
よ
り
、
三
大
都
市
圏
を
繋
ぐ
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
定
性
・
効
率
性
を
向
上
さ

せ
る

○
道
路
に
敷
設
す
る
電
磁
誘
導
線
な
ど
の
路
車
連
携
技
術
や
専
用
の
空
間
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
道
路
法
上
の
位
置
付
け
や
整
備
・
管
理
の
在
り
方
を
検
討
、
取
り
ま
と

め
る

○
歩
行
者
と
自
動
車
・
自
転
車
の
利
用
空
間
の
分
離
、
歩
道
の
拡
充
、
防
護
柵
の
設
置
等
に
よ
る
安
心
安
全
な
歩
行
空
間
の
整
備
を
進
め
る

○
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
道
路
空
間
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
新
た
な
道
路
構
造
の
基
準
や
制
度
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
2
0
2
0
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
る

○
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
な
ど
の
交
通
調
査
に
IC
T
・
A
Iを
積
極
的
に
導
入

○
迅
速
か
つ
円
滑
な
物
流
の
実
現
や
、
高
速
道
路
に
お
け
る
自
動
運
転
の
政
府
目
標
も
見
据
え
、
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
等
の
整
備
推
進
や
空
港
、
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
強
化
な
ど
規
格
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る

○
正
面
衝
突
等
の
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
暫
定
二
車
線
に
つ
い
て
４
車
線
化
な
ど
の
安
全
対
策
を
進
め
る

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
、
地
域
の
生
活
機
能
を
集
約
す
る
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
鉄
道
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
む
効
率
的
な
移
動
環
境
の
整
備
等
を
通

じ
て
、
公
園
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
活
用
し
た
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ゆ
と
り
と
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
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［
阿
蘇
大
橋
地
区
等
の
災
害
復
旧
］

（
１
）
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
①

Ⅳ
主
要
施
策
の
概
要

■
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
創
生
に
向
け
、
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
や
、
常
磐
自
動
車
道
（
常
磐
道
）
の
一
部

４
車
線
化
・
追
加
IC
の
整
備
等
は
、
予
算
と
技
術
の
集
中
投
資
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
内
に
概
ね
完
了
し
ま
す
。

■
熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
国
道
・
県
道
の
復
旧
は
、
国
の
権
限
代
行
に
よ
り
令
和
2
年
度
内
に
完
了
し
ま
す
。

1
 防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

【
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
創
生
】

【
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
】

花
巻

釜
石

仙
台

一
般
国
道
1
06
号

宮
古
盛
岡
横
断
道
路

（
宮
古
～
盛
岡
）

東
北
横
断
自
動
車
道

釜
石
秋
田
線

（
釜
石
～
花
巻
）

※
平
成
3
1年
3
月
全
線
開
通

宮
城
県
北

高
速
幹
線
道
路

（
宮
城
県
施
行
）

東
北
中
央
自
動
車
道

（
相
馬
～
福
島
）

一 般 国 道 4
5
号

三 陸 沿 岸 道 路

宮
古

八
戸

開
通
済

事
業
中
（
復
興
）

事
業
中
（
そ
の
他
）

調
査
中

4 車
線
開
通
済

2 車
線
開
通
済

2 車
線
開
通
済

一
般
国
道

事
業
中

＜
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
（
Ｐ
8
3
参
照
）
＞

福
島
県

宮
城
県

４
車
線
化

2
7
km

暫 定 ２ 車 線 区 間

い わ き 中 央 ～ 岩 沼 延 長 1
2
8
km

い
わ
き
中
央
IC

広
野
IC

山
元
IC

岩
沼
IC

km1
3

４
車
線
化

1
4
km

常
磐
双
葉
IC

(令
和
2
年
3
月
7
日
開
通
)

大
熊
IC

(平
成
3
1
年
3
月
3
1
日
開
通
)

山 元 ～ 広 野 （ 約 ） に て

付 加 車 線 を 計 1
3 ･ 5 に 設 置km1
3
8
7
km

＜
常
磐
自
動
車
道
＞

小
高
S
IC
（
仮
称
）

(令
和
元
年
9
月
事
業
化
)

・
国
土
交
通
省
が
中
心
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
る

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
（
5
5
0
km
）
の
う
ち
、
令
和
２
年
度
内
に

5
3
7
km
（
9
8
%
）
が
開
通
予
定
で
あ
り
、
残
る
三
陸
沿
岸
道
路
の
普
代
～
野
田

は
令
和
３
年
内
に
開
通
予
定

・
常
磐
道
の
山
元
～
岩
沼
の
４
車
線
化
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
内
の
完
成
を

目
指
す
※
い
わ
き
中
央
～
広
野
に
お
い
て
、
現
時
点
で
は
半
年
程
度
遅
れ
る
見
込
み

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
平
成
2
8
年
4
月
1
4
日
・
1
6
日
：
震
度
7
 熊
本
県
益
城
町

・
阿
蘇
大
橋
地
区
で
は
大
規
模
斜
面
崩
壊
に
よ
り
国
道
5
7
号
、
3
2
5
号
が
寸
断

・
国
道
3
2
5
号
、
県
道
、
村
道
に
お
い
て
大
規
模
災
害
復
興
法
に
基
づ
く
国
に
よ

る
権
限
代
行
を
実
施

・
国
道
5
7
号
現
道
部
及
び
北
側
復
旧
ル
ー
ト
は
令
和
2
年
1
0
月
３
日
、

国
道
3
2
5
号
は
令
和
3
年
3
月
頃
の
開
通
を
目
指
し
、
整
備
を
推
進

・
村
道
栃
の
木
～
立
野
線
は
本
復
旧
工
事
を
推
進

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

至
大
分

至
熊
本
市

阿
蘇
長
陽
大
橋

阿
蘇
大
橋 至
宮
崎

国
道
3
2
5
号

阿
蘇
大
橋

5
7

3
2
5

斜
面
崩
壊
箇
所

5
7

国
道
5
7
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト

村
道
栃
の
木
～
立
野
線

標
高
:
65
8
m

俵
山
ト
ン
ネ
ル

標
高
:
51
0
m

大
津
町

阿
蘇
市

(
延
長
：
3
4
5m
)

西
原
村

南
阿
蘇
村

(
延
長
：
2
,
05
7
m)

た
わ
ら
や
ま

あ
そ

あ
そ
ち
ょ
う
よ
う

至
熊
本
市

広
域
図

【
凡
例
】 ：
主
な
被
災
箇
所

：
別
線
復
旧

：
現
道
復
旧

令
和
2年
8月
時
点

令
和
2
年
1
0
月
３
日
開
通
予
定

令
和
元
年
9月
開
通

県
道
熊
本
高
森
線

く
ま
も
と
た
か
も
り

国
道
5
7
号
現
道
部

令
和
2
年
1
0
月
３
日

開
通
予
定

令
和
3
年
3
月
頃

開
通
予
定

と
ち
き

た
て
の
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参
1
：
国
土
交
通
省
、
警
察
、
地
方
公
共
団
体
、
高
速
道
路
会
社
、
関
連
業
界
団
体
で
構
成

参
2
：
事
例
：
広
島
・
呉
・
東
広
島
(平
成
3
0
年
7
月
豪
雨
)、
関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
（
平
成
3
0
年

台
風
2
1
号
）
、
熊
本
県
人
吉
市
(令
和
2
年
7
月
豪
雨
)等

〇
大
規
模
な
被
害
を
受
け
た
地
方
管
理
道
路
に
つ
い
て
、
地
方
公
共

団
体
か
ら
の
要
請
等
を
踏
ま
え
、
道
路
法
に
基
づ
く
国
に
よ
る
災

害
復
旧
等
の
権
限
代
行
を
実
施
し
、
迅
速
な
復
旧
を
支
援

〇
護
岸
洗
掘
に
よ
り
、
国
道
4
1
号
と
並
行
す
る
JR
高
山
本
線
が
不
通

と
な
っ
た
が
、
鉄
道
、
河
川
と
連
携
し
、
通
勤
・
通
学
の
交
通
手

段
の
確
保
を
優
先
し
て
、
JR
高
山
本
線
を
被
災
か
ら
1
5
日
で
復
旧

（
1
）
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
②

・
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
、
大
雨
の
影
響
で
広
い
範
囲
で
河
川
の
氾
濫
、
土

砂
災
害
や
浸
水
害
が
発
生

・
国
道
3
4
9
号
や
国
道
1
4
4
号
等
、
６
路
線
に
お
い
て
大
規
模
災
害
復
興
法
に

基
づ
く
国
に
よ
る
権
限
代
行
を
実
施

・
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
は
、
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、

河
川
の
氾
濫
お
よ
び
橋
梁
の
流
失
、
河
川
隣
接
区
間
の
道
路
崩
壊
等
が
発
生

・
流
失
し
た
橋
梁
1
0
橋
を
含
む
国
道
2
1
9
号
や
熊
本
県
道
等
の
約
1
0
0
km
の

権
限
代
行
を
実
施
。
令
和
２
年
改
正
道
路
法
に
基
づ
く
、
地
方
道
の
災
害
復

旧
代
行
の
初
適
用

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
か
ら
の
復
旧
】

【
災
害
時
の
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
】

橋
梁
流
失
（
西
瀬
橋
）

に
し
ぜ
ば
し

［
地
方
管
理
道
路
の
災
害
復
旧
代
行
］

道
路
損
傷

［
鉄
道
・
河
川
・
道
路
の
連
携
し
た
復
旧
］

鉄
道
復
旧

対
策
必
要
範
囲

飛
騨
川

＜
JR
高
山
本
線
擁
壁
部
分
補
強
工
事
＞

JR
高
山
本
線

JR
高
山
本
線

＜
護
岸
洗
掘
に
よ
る
国
道
4
1
号
の
被
災
状
況
＞

■
令
和
元
年
東
日
本
台
風
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
被
災
地
の
1
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
む
け
て
、
道
路
の
災
害
復
旧

事
業
等
を
推
進
し
ま
す
。

被
災
延
長
約
5
0
0
m

＜
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
国
道
３
４
９
号
（
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
）
）
＞

道
路
損
傷

応
急
復
旧
後

＜
令
和
２
年
７
月
豪
雨
（
国
道
２
１
９
号
や
熊
本
県
道
等
）
＞

や
つ
し
ろ

ひ
と
よ
し

八
代
IC
～
人
吉
IC

無
料
措
置
区
間

1
 防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

〇
災
害
時
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
全
国
各
地
で
地
域
防

災
計
画
に
位
置
付
け
、
行
政
、
学
識
経
験
者
、
交
通
事
業
者
、
経

済
団
体
か
ら
な
る
体
制
を
事
前
に
構
築

〇
発
災
後
に
は
、
災
害
時
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
会
参
1
.2
を
直
ち

に
開
催
し
、
案
内
誘
導
な
ど
の
対
策
を
速
や
か
に
実
施

い
ぐ
ぐ
ん
ま
る
も
り
ま
ち
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■
災
害
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
・
復
興
を
果
た
す
た
め
、
被
災
後
速
や
か
に
機
能
す
る
強
靱
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
た

な
考
え
方
を
導
入
し
、
防
災
課
題
箇
所
の
点
検
等
を
行
っ
た
上
で
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
や
高
速
道
路
の
４
車

線
化
、
一
般
道
の
課
題
解
消
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

（
２
）
事
前
の
備
え
と
な
る
抜
本
的
か
つ
総
合
的
な
防
災
・
減
災
対
策
①

・
高
規
格
幹
線
道
路
（
令
和
２
年
８
月
3
1
日
時
点
）

計
画
延
長
約
1
4
,0
0
0
km

開
通
済
延
長
1
2
,0
2
5
km
(8
6
%
)

・
地
域
高
規
格
道
路
（
計
画
路
線
）
（
令
和
２
年
８
月
3
1
日
時
点
）

計
画
延
長
約
6
,9
6
0
km

開
通
済
延
長
2
,7
0
0
km
(3
9
%
)

・
気
候
変
動
等
に
起
因
す
る
災
害
の
激
甚
化
等
に
よ
り
、
復
旧
に
１
週

間
以
上
を
要
す
る
大
規
模
な
被
災
が
多
発

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

［
強
靱
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
例
］

＜
国
道
４
１
８
号
（長
野
県
）
＞

41
8

1
2
0
m

5
0
m

令
和
２
年
７
月
１
３
日
～

通
行
止
め
継
続
中

（
※
令
和
２
年
８
月
2
5
日
時
点
）

至
：
阿
南
町

至
：
天
龍
村
役
場

＜
国
道
３
号
（
熊
本
県
）
＞

2
0
m

1
2
0
m

至
：
熊
本
市

至
：
鹿
児
島
市

復
旧
ま
で
に

14
日
間

3

○
発
災
後
、
早
期
に
広
域
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
の
整
備
や
高
速
道
路
の
４
車
線
化
、
一
般
道

の
災
害
リ
ス
ク
箇
所
の
対
策
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
を
推
進＜
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
例
＞

1
 防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

一
般
道

高
規
格
幹
線
道
路
・
地
高

災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一
般
道

高
規
格
幹
線
道
路
・
地
高
（
未
整
備
）

防
災
課
題
箇
所

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

さ
ら
に
、
一
般
道
に
防
災
課
題
箇
所
が
存
在

国
道
３
号

南
九
州
西
回
り

自
動
車
道

＜
八
代
－
水
俣
間
の
通
行
止
め
日
数
＞

7
/4

7
/1
8

約
1
4
日

約
0
.5
日

国
道
３
号
と
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
、
発
災
当
日
に
八
代
－
水
俣

間
の
広
域
交
通
の
確
保

国
道

3号
に
並
行
す
る
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
は
、
被
災
す
る
も
約
半
日
で
復
旧

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

［
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
・
国
道
３
号
の
事
例
（
令
和
２
年
７
月
豪
雨
）
］

発
災
当
日
に
復
旧

４
車
線
の
高
規
格
幹
線
道
路
等
と
防
災
課
題
箇
所

が
な
い
一
般
道
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

災
害
に
脆
弱
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消

・
高
速
道
路
の
４
車
線
化

・
一
般
道
の
防
災
課
題
解
消
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左
岸
表
流
水

右
岸
表
流
水

集
水
地
形

不
安
定
ブ
ロ
ッ
ク

佐
敷
ト
ン
ネ
ル

■
強
靱
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
、
近
年
の
激
甚
化
し
た
災
害
や
点
検
手
法
の
高
度
化
等
に
よ
り
新
た
に

把
握
さ
れ
た
災
害
リ
ス
ク
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
河
川
に
隣
接
す
る
道
路
構
造
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
】

（
２
）
事
前
の
備
え
と
な
る
抜
本
的
か
つ
総
合
的
な
防
災
・
減
災
対
策
②

・
１
時
間
降
水
量
5
0
m
m
以
上
の
平
均
年
間
発
生
回
数
は
約
1
.4
倍
参
1
に
増
加

・
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
お
い
て
は
、
球
磨
川
沿
い
の
1
0
橋
が
流
失
す
る
ほ
か
、

河
川
隣
接
区
間
で
の
道
路
流
失
や
大
規
模
斜
面
崩
落
な
ど
長
期
間
に
わ
た
る
通

行
止
め
が
発
生

・
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
で
法
面
・
盛
土

な
ど
８
項
目
に
つ
い
て
平
成
3
0
年
度
～
令
和
２
年
度
で
集
中
的
に
対
策

【
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
法
面
・
斜
面
対
策
】

○
通
行
止
め
が
長
期
化
す
る
渡
河
部
の
橋
梁
流
失
や
河
川
隣
接
区
間
の

道
路
流
失
等
の
災
害
リ
ス
ク
に
対
し
、
リ
ス
ク
要
因
を
除
去
す
る
橋

梁
・
道
路
の
洗
掘
・
流
失
対
策
や
橋
梁
の
架
け
替
え
等
を
推
進

橋
梁
流
失

令
和
２
年
７
月
豪
雨

（
３
ヶ
月
以
上
の
通
行
止
め
）

橋
脚
洗
掘
・
沈
下

令
和
元
年
台
風
1
9
号

（
１
ヶ
月
半
の
通
行
止
め
）

道
路
流
失

令
和
２
年
７
月
豪
雨

（
１
ヶ
月
半
の
通
行
止
め
）

＜
斜
面
山
頂
部
か
ら
の
大
規
模
崩
落
＞

国
道
３
号
令
和
２
年
７
月
豪
雨

参
1
：
１
時
間
降
水
量
5
0
m
m
以
上
の
ア
メ
ダ
ス
1
0
0
0
地
点
あ
た
り
の
年
間
発
生
回
数
の
1
9
7
6
年
～

1
9
8
5
年
の
平
均
と
2
0
1
0
年
～
2
0
1
9
年
の
平
均
を
比
較

＜
レ
ー
ザ
ー
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
で
の
調
査
結
果
＞

道
路
区
域
外
に
起
因
す
る

大
規
模
土
砂
災
害
が
発
生

佐
敷
ト
ン
ネ
ル

L
=
1
2
0
m

W
=
2
0m

熊
本
県
道
深
水
橋

国
道
2
0
号
法
雲
寺
橋

国
道
4
1
号

○
大
規
模
な
斜
面
崩
落
な
ど
近
年
の
激
甚
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
高
精
度
で
広
範
囲
に
災
害
リ

ス
ク
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
危
険
箇
所
の
物
理
的
回
避
や
砂
防

事
業
と
も
連
携
し
た
土
砂
災
害
対
策
を
推
進

［
長
期
間
に
わ
た
る
通
行
止
め
の
事
例
］

＜
砂
防
事
業
と
連
携
し
た
土
砂
災
害
対
策
＞

洞
門
工
が
短
縮

沢
地
形
上
流
部
で
の
砂
防
事
業
に
よ
る
谷
止
め
工

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の
洞
門
工
の
延

長
が
短
縮
さ
れ
コ
ス
ト
縮
減
が
図
ら
れ
る
。

谷
止
め
工

（
砂
防
事
業
）

洞
門
工

（
道
路
事
業
）

道
路

沢
地
形

＜
洞
門
工
＞

＜
谷
止
め
工
＞

1
 防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
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・
近
年
、
都
市
部
な
ど
雪
の
少
な
い
地
域
も
含
め
局
所
的
な
大
雪
が
発
生

（
過
去
1
0
年
で
積
雪
深
さ
が
観
測
史
上
最
高
を
更
新
す
る
地
点
が
全
国
に
3
割
）

・
令
和
元
年
度
は
記
録
的
な
少
雪
(過
去
５
年
平
均
の
約
4
割
の
降
雪
参
2
)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
降
雨
量
に
基
づ
く
通
行
規
制
の
考
え
方
は
1
9
7
3
年
に
導
入

・
事
前
通
行
規
制
を
実
施
し
た
が
災
害
発
生
に
至
ら
な
か
っ
た
割
合
は
約
8
割

【
気
候
変
動
に
対
応
し
た
冬
期
道
路
交
通
確
保
】

【
豪
雨
時
等
に
お
け
る
適
切
な
事
前
情
報
の
提
供
】

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

＜
大
雨
時
の
通
行
止
め
予
測
の
公
表
例
＞

令
和
2
年
7
月
6
日
1
7
時
（
令
和
2
年
7
月
豪
雨
）

参
1
：
2
0
1
8
.4
～
2
0
1
9
.9
に
お
け
る
高
速
道
路
の
通
行
止
め
実
績
よ
り
算
出

参
2
：
積
雪
寒
冷
地
に
お
い
て
道
路
管
理
者
が
観
測
し
た
降
雪
量
を
平
成
2
6
年
～
3
0
年
の
平
均
値
と
比
較

■
災
害
発
生
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
へ
の
影
響
を
最
小
化
す
る
た
め
、
豪
雨
・
豪
雪
や
地
震
等
の
災
害
に
対
し
、

道
路
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
最
適
化
し
ま
す
。

【
迅
速
な
復
旧
を
可
能
と
す
る
道
路
啓
開
】

○
大
雨
等
の
異
常
気
象
予
想
時
に
は
、
気
象
庁
と
連
携
し
て
大
雨
時

の
緊
急
発
表
等
に
よ
り
出
控
え
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
通
行

止
め
予
測
の
公
表
等
の
適
切
な
情
報
提
供
を
実
施

災
害
が
発
生
し
た
が
、
事
前
通
行
規
制
未
実
施
だ
っ
た
割
合
は
約
5
割
参
1

7
/6
 1
7
時
現
在
通
行
止
め
実
施
中

7
/6
 1
7
時
～
2
3
時
通
行
止
め
開
始
見
込
み

7
/6
 2
3
時
～
翌
5
時
通
行
止
め
開
始
見
込
み

7
/7
 5
時
～
1
1
時
通
行
止
め
開
始
見
込
み

7
/7
 1
1
時
～
1
7
時
通
行
止
め
開
始
見
込
み

○
切
迫
す
る
大
規
模
地
震
の
発
生

な
ど
に
備
え
、
関
係
機
関
と

連
携
し
道
路
啓
開
計
画
を
策

定
・
見
直
す
と
と
も
に
、
実

効
性
を
高
め
る
た
め
、
訓
練

や
計
画
の
周
知
を
実
施

＜
道
路
啓
開
計
画
例
＞

中
部
版
「
く
し
の
歯
作
戦
」

北
陸
方
面

筑
城

苅
田
北
九
州

椎
田

空
港

椎
田
南
豊
前

中
津

院
内
安
心
院
大
分
農
業
文
化
公
園

み
や
ま
柳
川

美
祢
西

山
口
南

下
関
Ｊ

防
府
西

相
浦
中
里

小
月

防
府
東

佐
世
保
中
央

下
関

佐
世
保
み
な
と

北
九
州
Ｊ

門
司
港

佐
世
保
大
塔

佐
世
保
三
川
内

福
岡

波
佐
見
有
田

大
宰
府

武
雄
南

筑
紫
野

鳥
栖
Ｊ

嬉
野

杷
木

久
留
米

宇
佐

東
そ
の
ぎ

日
田

広
川

大
村

天
瀬
高
塚

八
女

速
見
IC
・
J

諫
早

玖
珠

南
関

長
崎
多
良
見

菊
水

大
分
宮
河
内

長
崎
芒
塚

植
木

臼
杵

長
崎

熊
本

津
久
見

埴 生

小 野 田

宇 部

宇 部 Ｊ

徳 山 西

徳 山 東

古 賀
若 宮

鞍 手
八 幡
小 倉 南

小 倉 東

新 門 司

門 司

行 橋

み や こ 豊 津
武 雄 Ｊ

武 雄 北 方

多 久
佐 賀 大 和

東 脊 振

鳥 栖
筑 後 小 郡

甘 木
朝 倉

大 分 米 良
日 出

川 平

間 ノ 瀬

古 賀 市 布

九 重
湯 布 院

日 出 Ｊ

別 府
大 分
大 分 光 吉

Ｅ
３
５
　
西
九
州
道

Ｅ
３
４
　
長
崎
道

Ｅ
３
　
九
州
道

Ｅ
１
０
　
東
九
州
道

Ｅ
９
７
　
日
出
バ
イ
パ
ス

Ｅ
３
４
　
大
分
道

Ｅ
３
　
九
州
道

関
門
ト
ン
ネ
ル

Ｅ
２
　
山
陽
道

Ｅ
３
４
　
長
崎
道

Ｅ
３
　
九
州
道

Ｅ
１
０
　
東
九
州
道

Ｅ
３
４
　
大
分
道

Ｅ
３
　
九
州
道

Ｅ
３
４
　
長
崎
道

Ｅ
３
　
九
州
道

Ｅ
１
０
　
東
九
州
道

Ｅ
３
４
　
大
分
道

Ｅ
３
　
九
州
道

○
土
砂
災
害
の
危
険
性
に
連
動
し
た
通
行
規
制
を
実
施
す
る
た
め
、
気

象
庁
が
土
砂
災
害
警
戒
情
報
等
の
判
断
基
準
に
用
い
て
い
る
「
土
壌
雨

量
指
数
」
に
よ
る
新
た
な
通
行
規
制
基
準
の
試
行
導
入
を
開
始

＜
土
壌
雨
量
指
数
に
基
づ
く
新
た
な
通
行
規
制
基
準
イ
メ
ー
ジ
＞

降
雨
量
を
基
準

土
中
の
水
分
量

(土
壌
雨
量
指
数

)
を
基
準

モ
デ
ル
化

各
タ
ン
ク
の

合
計
貯
留
量
が

土
壌
雨
量
指
数

出
典
：
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
円
滑
な
冬
期
道
路
交
通
の
確
保
に
向
け
、
幹
線
道
路
の
４
車
線
化

や
待
避
所
整
備
等
の
局
所
対
策
を
推
進

○
除
雪
作
業
の
効
率
化
・
高
度
化
に
向
け
、
除
雪
機
械
の
自
動
化
や

カ
メ
ラ
映
像
を
活
用
し
た
A
Iに
よ
る
交
通
障
害
の
自
動
検
知
に
つ

い
て
の
実
証
を
推
進
（
Ｐ
4
6
参
照
）

○
気
候
変
動
に
応
じ
た
冬
期
道
路
交
通
確
保
に
向
け
て
、
降
雪
状
況

に
よ
ら
な
い
持
続
可
能
な
除
雪
体
制
の
確
保
を
実
施

（
２
）
事
前
の
備
え
と
な
る
抜
本
的
か
つ
総
合
的
な
防
災
・
減
災
対
策
③
1
 防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

関 西 方 面

関 東 方 面

雨 量 ・ 土 壌 雨 量 指 数

時
間規
制
基
準

連
続
雨
量

新
基
準
で
の
通
行
止
め

従
来
の
通
行
止
め

土
壌
雨
量
指
数

・
台
風
等
の
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
る
際
、
鉄
道
は
事
前
発
表
し
計
画
運
休
を
実
施
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■
災
害
か
ら
国
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
発
災
時
速
や
か
に
道
路
を
「
災
害
モ
ー
ド
」
に
転
換
し
、
避
難
や
救
命

救
急
・
復
旧
活
動
等
を
支
え
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

・
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
道
路
が
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
副

次
的
な
防
災
機
能
を
発
揮
参
2

・
津
波
や
洪
水
の
浸
水
深
よ
り
も
高
い
道
路
区
間
は
全
国
で
約
1
,8
0
0
km
参
3

【
道
路
を
津
波
・
洪
水
か
ら
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
参
1
】

○
地
方
公
共
団
体
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
浸
水
深
よ
り
も
高
い
道
路
区
間

の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
活
用
を
推
進

【
道
の
駅
や
S
A
・
P
A
を
復
旧
・
復
興
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
】

○
広
域
的
な
復
旧
・
復
興
活
動
拠
点
と
な
る
道
の
駅
参
5
や
SA
・
PA

の
防
災
機
能
を
強
化

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

参
1
：
総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
要
施
策
と
し
て
取
組
を
推
進

参
2
：
高
速
道
路
の
あ
り
方
検
討
有
識
者
委
員
会
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
緊
急
提
言

参
3
：
高
速
道
路
、
直
轄
国
道
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
公
表
す
る
津
波
や
洪
水
の
浸
水
深
と
道
路
の

高
さ
を
比
較
し
て
算
出

参
4
：
熊
本
地
震
に
お
い
て
道
の
駅
「
阿
蘇
」
な
ど
が
一
時
避
難
場
所
や
飲
食
料
品
・
日
用
生
活
用
品
等
の

提
供
、
復
旧
活
動
の
基
地
と
し
て
機
能

参
5
：
広
域
的
な
防
災
拠
点
と
な
る
「
防
災
道
の
駅
」
と
し
て
認
定
（
Ｐ
4
4
参
照
）

・
熊
本
地
震
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
で
、
道
の
駅
や
S
A
・

P
A
が
復
旧
・
復
興
活
動
拠
点
と
し
て
機
能
参
4

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

＜
「
防
災
道
の
駅
」
イ
メ
ー
ジ
＞
＜
東
北
道
蓮
田
S
A
 (
上
り
線
) 
の
防
災
拠
点
化
＞

【
「
防
災
道
の
駅
」
の
主
な
役
割
】

・
自
衛
隊
、
警
察
、
T
E
C
-F
O
R
C
E
等
の
救
援
活
動
拠
点

・
緊
急
物
資
等
の
基
地
機
能

・
復
旧
・
復
興
活
動
の
拠
点
等

防
災
倉
庫

自
家
発
電
設
備

ヘ
リ
ポ
ー
ト

フ
ー
ド
コ
ー
ト

→
防
災
拠
点
本
部
に
活
用

緊
急
開
口
部

井
戸

給
油
所

【
通
れ
る
マ
ッ
プ
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な
提
供
】

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
事
業
者

防
災
行
政
機
関

即
時
提
供

通
れ
る
マ
ップ

○
ET
C
2.
0デ
ー
タ
等
を
活
用
し
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
事
業
者
や
防
災
行
政

機
関
等
に
通
行
可
否
情
報
「
通
れ
る
マ
ッ
プ
」
の
即
時
提
供
を
実
施

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
．
０

通
行
実
績
デ
ー
タ

被
災
状
況
デ
ー
タ

パ
ト
ロ
ー
ル
・
カ
メ
ラ
等
情
報
集
約

坂
路

一
時
避
難

ス
ペ
ー
ス

緊
急
避
難
施
設
を
使
っ
た
避
難
訓
練
の
様
子

道
路
区
域
に
設
け
ら
れ
た
緊
急
避
難
施
設

（
２
）
事
前
の
備
え
と
な
る
抜
本
的
か
つ
総
合
的
な
防
災
・
減
災
対
策
④
1
 防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

○
道
路
の
新
設
・
改
築
に
お
い
て
は
、
浸
水
し
な
い
道
路
構
造
の
検
討
や
、

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
区
間
を
考
慮
し
て
整
備
を
進
め
る

な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
進
め
る
津
波
や
洪
水
か
ら
の
緊
急
避
難
場
所

確
保
の
取
組
を
支
援

- 18 -



（
３
）
道
路
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策

［
次
世
代
自
動
車
普
及
促
進
の
取
組
］

［
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
導
入
］

・
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
で
は
、
運
輸
部
門
の
令
和
1
2
年
度
C
O
2
排
出
量
目
標
を

1
6
3
百
万
ト
ン
に
設
定
（
平
成
3
0
年
度
実
績
は
2
1
0
百
万
ト
ン
で
あ
り
、
こ
の
う

ち
自
動
車
由
来
分
は
約
９
割
）

・
次
世
代
自
動
車
（
E
V
,P
H
V
,F
C
V
）
の
平
成
3
0
年
度
末
保
有
台
数
は
約
2
4
万
台

で
、
全
体
の
0
.3
％
で
あ
り
、
次
世
代
自
動
車
戦
略
2
0
1
0
で
は
、
令
和
1
2
年
度
の

普
及
目
標
を
新
車
販
売
の
2
0
％
～
3
0
％
に
設
定
（
平
成
2
9
年
度
実
績
は
１
％
）

・
E
V
充
電
器
は
令
和
元
年
度
末
時
点
で
道
の
駅
は
8
3
4
駅
（
全
体
の
7
1
％
）
、

S
A
・
P
A
は
3
7
8
箇
所
（
全
体
の
4
3
％
）
で
整
備

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
道
路
交
通
の
低
炭
素
化
の
た
め
、
引
き
続
き
、
環
状
道
路
整
備
等

に
よ
る
交
通
流
対
策
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
等
に
よ
る
物
流
の

効
率
化
、
自
転
車
通
行
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
に
よ
る
自
転

車
利
用
促
進
、
道
路
照
明
の
LE
D
化
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
施
設
導
入
等
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
を
推
進

○
今
後
の
次
世
代
自
動
車
普
及
促
進
の
た
め
、
E
V
充
電
器
の
公
道
設

置
の
社
会
実
験
等
を
実
施
し
、
利
便
性
や
安
全
性
の
観
点
で
効
果

・
課
題
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
非
接
触
給
電
シ
ス
テ
ム
の
研

究
開
発
を
支
援

［
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
（
雨
庭
）
の
取
組
事
例
］

＜
道
の
駅
で
の
E
V
充
電
器
の
設
置
＞
＜
非
接
触
給
電
技
術
の
研
究
開
発
支
援
＞

＜
雨
庭
イメ
ー
ジ
＞

出
典
：
京
都
市
資
料

出
典
：
大
成
建
設
資
料

【
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減
す
る
「
緩
和
策
」
】

○
C
O
2
の
吸
収
や
雨
水
を
貯
留
・
浸
透
さ
せ
て
下
水
道
や
河
川
へ
の
排

水
を
低
減
さ
せ
る
雨
庭
等
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
推
進

【
気
候
変
動
に
伴
う
影
響
に
対
処
す
る
「
適
応
策
」
】

＜
四
条
堀
川
交
差
点
「雨
庭
」＞

雨
庭
とは
・・
・雨
水
を
貯
留
・浸
透
させ
る

構
造
を
も
った
空
間

雨
庭

■
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
（
平
成
2
8
年
5
月
閣
議
決
定
）
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
次
世
代
自
動
車
の
普
及
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
設
置
等
に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減
す
る
「
緩
和
策
」
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

普
及
等
に
よ
り
気
候
変
動
に
伴
う
様
々
な
影
響
に
対
処
す
る
「
適
応
策
」
を
推
進
し
ま
す
。

1
 防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

高
速
道
路
の
盛
土
部
を
活
用
し
た

発
電
施
設
の
設
置

＜
道
の
駅
で
の
発
電
施
設
活
用
＞

- 19 -



・
地
方
自
治
体
が
管
理
す
る
橋
梁
の
修
繕
等
措
置
の
着
手
率
は
3
4
％
、

修
繕
等
措
置
が
さ
れ
て
い
な
い
橋
梁
が
約
４
万
橋
存
在
（
2
0
1
9
年
度
末
時
点
）

・
2
0
1
4
年
度
か
ら
2
0
1
9
年
度
の
５
年
間
で
早
期
ま
た
は
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ

き
状
態
に
変
化
し
た
橋
梁
の
割
合
は
５
％
参
1

・
直
轄
国
道
の
舗
装
点
検
の
結
果
、
修
繕
段
階
が
約
4
,7
0
0
km
(点
検
延
べ
延
長

の
約
1
4
%
)確
認
さ
れ
、
修
繕
着
手
し
た
割
合
は
約
1
1
%
(2
0
2
0
年
３
月
時
点
)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
地
方
公
共
団
体
管
理
の
7
3
橋
参
3
が
集
約
・
撤
去
等
を
実
施

・
2
0
2
0
年
度
は
地
方
公
共
団
体
管
理
の
8
6
橋
が
集
約
・
撤
去
等
を
実
施
予
定

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
道
路
舗
装
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
点
検
結
果
に
基
づ
い
た
適

正
な
維
持
・
修
繕
を
実
施

参
1
：
1
巡
目
点
検
(2
0
1
4
年
度
)の
結
果
が
判
定
区
分
Ⅰ
･Ⅱ
と
な
っ
た
橋
梁
で
、
修
繕
等
の
措
置
を
講

じ
な
い
ま
ま
2
0
1
9
年
度
に
点
検
を
実
施
し
た
4
4
,5
1
2
橋
の
う
ち
、
5
％
に
あ
た
る
2
,2
3
1
橋
が

判
定
区
分
Ⅲ
･Ⅳ
へ
遷
移
（
全
道
路
管
理
者
合
計
）

参
2
：
直
轄
診
断
(2
0
1
4
～
2
0
2
0
年
度
)：
1
4
箇
所
、
修
繕
代
行
(2
0
1
5
～
2
0
2
0
年
度
)：
1
3
箇
所

参
3
：
2
0
1
4
年
度
～
2
0
1
9
年
度
の
点
検
で
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
橋
梁
（
判
定
区
分
Ⅳ
）
と
診
断

さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
2
0
1
9
年
度
末
時
点
で
集
約
・
撤
去
等
さ
れ
た
橋
梁
数

参
4
：
集
約
先
の
構
造
物
に
係
る
対
策
、
構
造
物
の
撤
去
と
道
路
改
築
等
を
同
時
に
実
施
す
る
場
合
に
限
る

＜
集
約
・撤
去
＞

＜
横
断
歩
道
橋
の
撤
去
＞

・撤
去
前

老
朽
化
が
進
展
した
跨
線
橋
を
撤
去
し

隣
接
橋
へ
機
能
を
集
約

バ
リア
フリ
ー
な
歩
道
空
間
確
保
の
た
め

老
朽
化
した
横
断
歩
道
橋
を
撤
去

・撤
去
後

＜
機
能
縮
小
＞

機
能
縮
小
に
よ
り
人
道
橋

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

※
車
両
は
6
0
ｍ
先
の
橋
梁
を
利
用

・車
道
橋

・人
道
橋

・撤
去
す
る
跨
線
橋

撤
去

交
通
の
集
約

○
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
制
度
に
よ
り
、
地
方
の
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
基
づ
く
施
設
の
適
正
な
配
置
の
た
め
の
集
約
・
撤
去
等
を

支
援

○
代
替
可
能
な
老
朽
化
し
た
施
設
に
対
し
、
集
約
に
伴
う
撤
去
や
歩
行

者
･通
行
車
両
等
の
安
全
の
確
保
の
た
め
の
撤
去
参
4
、
通
行
を
歩
行

者
に
限
定
す
る
な
ど
の
機
能
縮
小
に
取
り
組
む

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
制
度
の
概
要

○
○
市
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画

【個
別
施
設
計
画
】

記
載
内
容

・施
設
名
・延
長
・判
定
区
分

・点
検
・修
繕
実
施
年
度

・修
繕
内
容
・対
策
費
用
等

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
に
対
す
る
財
政
的
支
援

・
対
象
構
造
物
：
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
道
路
附
属
物
等

・
対
象
支
援
：
修
繕
、
更
新
、
撤
去
等

（
１
）
持
続
可
能
な
道
路
管
理
の
実
現
①

＜
良
好
な
状
態
＞

＜
劣
化
状
況
（
地
方
道
）
＞
＜
劣
化
状
況
（
国
道
）
＞

○
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
制
度
を
活
用
し
た
計
画
的
・
集
中

的
な
財
政
的
支
援
に
よ
り
、
予
防
保
全
に
よ
る
道
路
の
老
朽
化
対

策
へ
の
転
換
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
国
に
よ
る
修
繕
代
行
事
業

や
修
繕
に
関
す
る
研
修
の
開
催
な
ど
技
術
支
援
を
実
施
参
2

【
地
方
へ
の
財
政
的
・
技
術
的
支
援
】

【
集
約
・
撤
去
、
機
能
縮
小
の
支
援
】

■
地
方
自
治
体
の
管
理
す
る
施
設
に
つ
い
て
、
個
別
補
助
制
度
を
活
用
し
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
・
集

中
的
な
財
政
的
支
援
や
直
轄
診
断
や
修
繕
代
行
な
ど
の
技
術
的
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■
代
替
可
能
な
老
朽
化
し
た
道
路
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
集
約
・
撤
去
、
機
能
縮
小
に
対
す
る
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
 予
防
保
全
に
よ
る
老
朽
化
対
策
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＜
終
日
通
行
止
め
に
よ
る
更
新
事
例
＞

（
１
）
持
続
可
能
な
道
路
管
理
の
実
現
②

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
コ
ス
ト
縮
減
に
関
す
る
取
組
や
新
技
術
の
活
用
等
も
進
め
つ
つ
、

通
行
規
制
に
よ
る
社
会
的
影
響
を
最
小
化
し
な
が
ら
計
画
的
に
事

業
を
推
進

【
高
速
道
路
の
更
新
】

【
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
首
都
高
速
の
地
下
化
へ
の
取
組
】

※
周
辺
の
再
開
発
の
計
画
は
反
映
し
て
い
な
い

・
老
朽
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
や
鋼
桁
を
、
耐
久
性
に
優
れ
た
部
材
に
取
替
え

・
大
型
の
床
版
部
材
を
大
型
の
作
業
機
械
を
用
い
て
架
設
す
る
こ
と
に
よ
り
通
行
止
め
時
間
を
短
縮

し
、
工
事
規
制
に
伴
う
社
会
的
影
響
を
最
小
化

・
迂
回
等
の
行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
、
工
事
専
用
W
E
B
サ
イ
ト
に
お
け
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
所
要

時
間
・
渋
滞
予
測
等
の
情
報
提
供
や
ク
ー
ポ
ン
配
布
に
よ
る
迂
回
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
実
施

劣
化
状
況

○
日
本
橋
地
区
の
地
下
化
の
取
組
に
お
い
て
は
、
首
都
高
速
の
老
朽

化
対
策
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
機
能
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
日
本

橋
川
周
辺
の
水
辺
空
間
の
再
生
や
都
心
の
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
の
整
備

な
ど
の
民
間
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
参
1

地
下
構
造
延
長
1
.2
km

至 竹
橋
JC
T

事
業
区
間
延
長
1
.8
km 日
本
橋

室
町
一
丁
目

八
重
洲

一
丁
目
北

日
本
橋

一
丁
目
１
・
２
番

日
本
橋

一
丁
目
中

日
本
橋

至 汐
留
JC
T

日
本
橋

一
丁
目
東

2
 予
防
保
全
に
よ
る
老
朽
化
対
策

参
1
：
令
和
元
年
1
0
月
に
都
市
計
画
変
更
、
令
和
２
年
３
月
に
事
業
許
可
、
令
和
２
年
秋
頃
の
工
事

着
手
を
予
定

・
特
定
更
新
に
係
る
通
行
止
め
の
状
況
（
令
和
元
年
度
､６
社
合
計
）

終
日
通
行
止
め
(本
線
)：
1
4
箇
所
、
延
べ
3
2
日
間

対
面
通
行
規
制
：
3
1
箇
所
、
延
べ
2
,4
4
2
日
間

■
高
速
道
路
会
社
が
管
理
す
る
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担
に
よ
り
計
画
的
な
大
規
模
更
新
に
取
り
組
み
ま
す
。

＜
渋
滞
対
策
：
迂
回
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＞

＜
更
新
の
事
例
：
中
国
自
動
車
道
（
吹
田
JC
T
～
中
国
池
田
IC
）
御
堂
筋
橋
＞

＜
規
制
機
材
の
自
動
設
置
状
況
＞

＜
床
版
取
替
工
事
の
状
況
＞

＜
日
本
橋
地
下
化
の
平
面
図
＞

＜
日
本
橋
地
下
化
前
後
の
イ
メ
ー
ジ
＞
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［
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
（
定
期
点
検
の
例
）
］

（
１
）
持
続
可
能
な
道
路
管
理
の
実
現
③

・
建
設
後
5
0
年
以
上
を
経
過
し
た
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
は
今
後
1
0
年
間
で
急
増

橋
梁
3
0
％
（
2
0
2
0
年
）
→
5
5
%
（
2
0
3
0
年
）

ト
ン
ネ
ル
2
2
％
（
2
0
2
0
年
）
→
3
6
%
（
2
0
3
0
年
）

・
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
大
型
の
道
路
附
属
物
は
、
知
識
と
技
能
を
有
す
る
者
が
５
年

に
１
度
、
近
接
目
視
を
基
本
と
す
る
全
数
監
視
を
実
施

・
建
設
業
で
は
、
全
産
業
に
比
べ
て
1
3
年
早
く
高
齢
化
が
進
行

5
5
歳
以
上
の
割
合
全
産
業
：
3
0
.5
%
(2
0
1
9
年
) 
≒
建
設
業
：
3
0
.2
%
(2
0
0
6
年
)

→
3
5
.3
%
(2
0
1
9
年
) 

※
出
典
：
総
務
省
「
労
働
力
調
査
」
を
基
に
国
土
交
通
省
で
算
出

＜
背
景
・
デ
ー
タ
＞

○
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
に
資
す
る
IC
T
技
術
等
の
活
用

○
新
技
術
・
新
材
料
の
導
入
を
可
能
と
す
る
技
術
基
準
類
の
整
備

■
IC
T
施
工
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
定
期
点
検
の
効
率
化
・
高
度
化
を
図
る
た
め
、
点
検
に
使
え
る
画
像
計
測
等
の
新

技
術
の
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

■
近
年
開
発
が
進
む
軽
量
・
高
耐
久
な
材
料
の
迅
速
な
導
入
等
、
維
持
管
理
の
省
力
化
・
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
ま
す
。

［
新
技
術
・
新
材
料
の
導
入
（
橋
梁
床
版
の
例
）
］

交
通
荷
重
や
水
の
影
響
を
受
け

に
くく
、高
耐
久
性
を
有
す
る
床
版

従
来
の
床
版
よ
りも
軽
量
な
床
版

従
来
の
床
版
よ
りも
安
価
に

施
工
・維
持
管
理
が
可
能

従
来
の
橋
梁
床
版
の
損
傷

床
版
抜
け
落
ち

漏
水
・遊
離
石
灰

床
版
上
面

床
版
下
面

近
接
目
視

求
め
ら
れ
る
床
版
技
術

新
しい
コン
クリ
ー
ト床
版
技
術
の
開
発
・導
入

（
例
：
繊
維
補
強
コン
クリ
ー
ト床
版
な
ど）

ド
ロ
ー
ン
の
活
用

・
点
検
支
援
技
術
性
能
カ
タ
ロ
グ
（
案
）
参
1
の
充
実
等
の
取
組
を
推

進
し
、
新
技
術
を
定
期
点
検
に
積
極
的
に
活
用
、
点
検
業
務
を
効

率
化
・
高
度
化

参
1
：
技
術
の
性
能
値
の
確
認
に
用
い
る
標
準
項
目
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
し
、
各
技
術
の
性
能

値
を
カ
タ
ロ
グ
形
式
で
整
理
・
掲
載
し
た
も
の
（
2
0
2
0
年
６
月
時
点
で
8
0
技
術
を
掲
載
）

・
橋
梁
の
床
版
や
ト
ン
ネ
ル
の
覆
工
な
ど
に
活
用
可
能
な
新
技
術
や
新

材
料
に
つ
い
て
、
そ
の
性
能
確
認
等
を
行
う
第
三
者
機
関
を
選
定
、

新
技
術
・
新
材
料
の
導
入
に
必
要
な
技
術
基
準
類
の
整
備
を
迅
速
化

2
 予
防
保
全
に
よ
る
老
朽
化
対
策

打
音
検
査

・
交
通
規
制
が

不
要

・
短
時
間
で
の

点
検

新
技
術
の

活
用

画
像
計
測
技
術

橋 梁 ト ン ネ ル

○
公
共
工
事
に
お
い
て
、
施
工
の
省
力
化
・
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、

３
次
元
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
IC
T
施
工
な
ど
、
i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n
を

推
進
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■
多
核
連
携
型
の
国
づ
く
り
や
安
定
し
た
物
流
の
確
保
を
可
能
と
す
る
速
達
性
や
ア
ク
セ
ス
性
が
確
保
さ
れ
た
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
新
た
な
広
域
道
路
交
通
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
の
中
か
ら
「
重
要
物
流
道

路
」
を
計
画
路
線
を
含
め
て
指
定
し
、
重
点
的
に
整
備
・
機
能
強
化
を
加
速
し
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
東
京
一
極
集
中
の
リ
ス
ク
が
顕
在
化

・
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
い
て
、
高
速
道
路
に
お
け
る
小
型
車
の
交
通
量
が
前
年
と
比

べ
て
最
大
で
約
８
割
減
少
す
る
中
、
物
流
を
担
う
大
型
車
交
通
量
の
減
少
は
最
大
で

も
約
２
割
に
留
ま
る

・
一
方
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
が
進

行
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
伴
い
深
刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
顕
在
化

・
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車
（
4
0
ft
背
高
）
の
台
数
が
５
年
間
で
約
4
割
増
加

（
2
0
1
5
年
:約
3
2
万
台
→
  
2
0
1
9
年
:約
4
5
万
台
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

（
１
）
新
た
な
広
域
道
路
交
通
計
画
と
重
要
物
流
道
路

○
現
状
の
交
通
課
題
の
解
消
を
図
る
観
点
や
新
た
な
国
土
形
成
の
観
点
か

ら
、
地
域
毎
の
実
情
を
き
め
細
や
か
に
反
映
さ
せ
た
「
新
広
域
道
路
交

通
計
画
」
参
1
、
2
を
策
定

○
策
定
し
た
計
画
の
中
か
ら
「
重
要
物
流
道
路
」
を
計
画
路
線
を
含
め
て

指
定
し
参
3
、
整
備
や
機
能
強
化
に
対
し
て
重
点
支
援
・
投
資
を
展
開

○
重
要
物
流
道
路
の
供
用
中
区
間
に
お
い
て
は
、
特
車
通
行
許
可
を
不
要

と
す
る
措
置
を
導
入
。
今
後
、
通
行
に
支
障
の
あ
る
橋
梁
の
解
消
等
に

よ
り
指
定
区
間
を
順
次
拡
大

［
新
広
域
道
路
交
通
計
画
の
イ
メ
ー
ジ
］

［
重
要
物
流
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
］

参
1
：
都
道
府
県
版
及
び
地
方
整
備
局
等
版
を
策
定

参
2
：
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
、
交
通
・
防
災
拠
点
計
画
、
IC
T
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
か
ら
構
成

参
3
：
2
0
1
9
年
4
月
、
2
0
2
0
年
4
月
に
、
供
用
中
区
間
の
道
路
を
約
3
5
,5
0
0
km
指
定

（
今
後
、
事
業
中
・
計
画
路
線
も
含
め
て
指
定
予
定
）

基
幹
道
路
（
直
轄
国
道
等
）

基
幹
道
路
（
高
規
格
・
地
域
高
規
格
）

ＩＣ

ア
ク
セ
ス
路

主
要
拠
点

（
空
港
・
港
湾
等
）

ア
ク
セ
ス
路

脆
弱
区
間

災
害
時
の

代
替
機
能
強
化

基
幹
道
路
相
互

の
機
能
強
化

空
港
、
港
湾
等
へ
の

ア
ク
セ
ス
強
化

代
替
路

災
害
時
拠
点

（
備
蓄
基
地
・

総
合
病
院
等
）

補
完
路

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

現
状
の
交
通
課
題
の
解
消
を
図
る
観
点

渋
滞
の
解
消
、
増
大
す
る
災
害
ﾘｽ
ｸへ
の
対
応
、

ﾗ
ｽ
ﾄﾏ
ｲ
ﾙを
含
め
た
交
通
拠
点
へ
の
ｱｸ
ｾ
ｽ向
上
等

新
た
な
国
土
形
成
の
観
点

ｱ
ｼ
ﾞｱ
・
ﾕ
ｰﾗ
ｼｱ
ﾀ
ﾞｲ
ﾅﾐ
ｽ
ﾞﾑ
を
踏
ま
え
た
２
面
活
用
型
国
土
、
新

た
な
国
土
の
交
流
、
社
会
の
変
化
の
可
能
性
へ
の
備
え
等

両
輪
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■
社
会
経
済
活
動
の
生
産
性
向
上
に
向
け
て
、
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
等
を
中
心
と
す
る
根
幹
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

神
奈
川
県

埼
玉
県

東
京
都

千
葉
県

茨
城
県

東
京
湾

相
模
湾

東 名 高
速

第 三 京 浜
横 横 道

新
東
名

中
央
道

関
越 道

東 北
道

圏
央
道

外
環
道

常
磐
道

中
央
環
状
線

東 関 東 道

館 山 道
ア ク
ア ラ
イ ン

東
京
湾 岸 道 路

八
王
子
JC
T

海
老
名
JC
T

藤
沢
IC

釜
利
谷
JC
T

鶴
ヶ島 JC
T

久
喜
白
岡
JC
T

つ
くば
JC
T

大
栄
JC
T

松
尾
横
芝
IC

木
更
津
JC
T

三
郷
JC
T

高
谷
JC
T

川
口
JC
T

＜
4車
線
化
＞
20
22
年
度
か
ら順
次
供
用
見
込
み

(2
02
4年
度
全
線
供
用
見
込
み
)

＜
整
備
加
速
＞

20
24
年
度

開
通
見
込
み

N ※
大
型
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト型
物
流
施
設
とは
、多
くの
個
人
宅
へ
多
様
な
商
品
を
迅
速
に
発
送
す
る
た
め
効
率
的
に
仕
分
け
、配
送
が
可
能
な
機
能
を
集
約
した
施
設

［
首
都
圏
三
環
状
道
路
の
整
備
に
よ
る
効
果
］

～
基
準
地
価
格
（
工
業
地
）
の
上
昇
及
び
大
型
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
の
立
地
～

平
成
27
年
12
月
時
点
令
和
2年
8月
時
点

平
成
29
年
都
道
府
県
地
価
調
査
調
査
地
点

圏
央
道
沿
線
等
に
立
地
す
る
主
な
企
業
の

大
型
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト型
物
流
施
設
※

注
1:※
 用
地
所
得
等
が
順
調
な
場
合

注
2: 
久
喜
白
岡
JC
T～
木
更
津
東
IC
間
は
、暫
定
2車
線

注
3: 
事
業
中
区
間
の
IC
、J
CT
名
称
に
は
仮
称
を
含
む

凡
例
（
令
和
2年
8月
時
点
）

開
通
済

事
業
中
調
査
中

6車
線
4車
線
2車
線

：
基
準
地
価
格
（
工
業
地
）
上
昇
率
全
国
トッ
プ
１
０
の
地
点
を
有
す
る
沿
線
自
治
体

（
平
成
29
年
都
道
府
県
地
価
調
査
）

木
更
津
東
IC

羽
田
空
港

成
田
空
港

東
金
JC
T

茅
ヶ崎
JC
T

（
戸
塚
IC
）

青
梅
IC

入
間
IC

東
松
山
IC

五
霞
IC

浮
島
JC
T

木
更
津
南
JC
T

千
葉
東
JC
T

宮
野
木
JC
T

事 業 中
東
名
JC
T

大
泉
JC
T

横
浜
青
葉
JC
T

横
浜
港
北
JC
T

20
20
年
3月
22
日

開
通

＜
整
備
加
速
＞

20
25
年
度

開
通
見
込
み

＜
整
備
加
速
＞

20
24
年
度

開
通
見
込
み

H
3
0財
投
活
用

H
3
0財
投
活
用 ※

五
霞
町

（
17
.9
%
,9
.1%
,6
.4
%
）

古
河
市

（
8.
5%
,8
.6
%
,5
.1%
）

野
田
市

（
12
.3
%
,11
.3
 %
,7
.3
%
）

東
松
山
市

（
8.
6%
,4
.3
%
,2
.9
%
）

入
間
市

（
9.
6%
,4
.9
%
,4
.7
%
）

青
梅
市

（
8.
5%
,7
.0
%
,5
.3
%
）

＜
凡
例
＞
基
準
地
価
格
（
工
業
地
）
の
上
昇
率

（
H2
8→
H2
9,
H2
9→
H3
0,
H3
0→
R1
）

R
2財
投
活
用
R
2財
投
活
用

・
平
成
3
0
年
６
月
２
日
の
東
京
外
か
く
環
状
道
路
千
葉
県
区
間
開
通
後
、

埼
玉
ー
千
葉
間
の
交
通
は
、
都
心
を
経
由
し
て
い
た
交
通
の
約
８
割
が

外
環
道
へ
転
換

⇒
都
心
※
の
渋
滞
損
失
時
間
（
千
台
時
/日
）
が
約
３
割
減
少
※
中
央
環
状
内
側

・
圏
央
道
（
境
古
河
IC
～
つ
く
ば
中
央
IC
）
開
通
（
平
成
2
9
年
2
月
）
以
降
、

圏
央
道
沿
線
に
大
型
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
が
新
た
に
1
3
件
立
地

※
高
度
な
仕
分
け
・
荷
捌
き
等
の
機
能
を
持
つ
大
型
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設

・
圏
央
道
の
供
用
が
進
ん
だ
平
成
2
9
年
度
以
降
、
圏
央
道
沿
線
自
治
体
に
お
い
て
、

基
準
地
価
格
（
工
業
地
）
の
上
昇
が
継
続

※
平
成
2
9
年
～
令
和
元
年
都
道
府
県
地
価
調
査

○
都
心
部
を
中
心
と
し
た
渋
滞
解
消
に
よ
る
円
滑
な
移
動
の
実
現
等

の
た
め
、
財
政
投
融
資
を
活
用
し
、
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
等
を

中
心
と
す
る
根
幹
的
な
道
路
網
の
整
備
を
加
速

（
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
整
備
率
令
和
２
年
４
月
時
点
:約
8
2
％
）

○
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東
名
）
に
お
い
て
、

東
名
JC
T
・
大
泉
JC
T
の
両
側
か
ら
本
線
ト
ン
ネ
ル
の
掘
進
を
推
進

す
る
な
ど
、
早
期
開
通
に
向
け
事
業
を
推
進

○
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
効
果
を
検
証
・
分
析
し
、
更
な
る
効

果
を
創
出
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強

化
を
検
討

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

3
 人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

（
２
）
生
産
性
を
高
め
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
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（
３
）
効
率
的
・
効
果
的
な
渋
滞
対
策

・
総
渋
滞
損
失
は
年
間
約
5
0
億
人
時
間
、
約
2
8
0
万
人
の
労
働
力
に
匹
敵

・
一
人
あ
た
り
の
年
間
渋
滞
損
失
時
間
は
約
4
0
時
間
で
、
乗
車
時
間

（
約
1
0
0
時
間
)の
約
４
割
に
相
当

・
最
新
の
交
通
デ
ー
タ
等
を
基
に
全
国
の
渋
滞
対
策
協
議
会
に
お
い
て
特
定
し
た

主
要
渋
滞
箇
所
は
、
約
9
,0
0
0
箇
所
(令
和
元
年
1
1
月
時
点
)

・
大
規
模
小
売
店
舗
等
の
商
業
施
設
の
沿
道
立
地
に
よ
る
渋
滞
は
、

主
要
渋
滞
箇
所
の
１
割
強
(約
1
,2
0
0
箇
所
)

■
生
産
性
向
上
に
よ
る
経
済
成
長
の
実
現
の
観
点
か
ら
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
、

E
T
C
2
.0
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
等
、
道
路
利
用
者
の
視
点
で
の
渋
滞
箇
所
の
特
定
や
、
渋
滞
の
原
因
者
で
あ
る
大
規
模
施
設
の

立
地
者
に
よ
る
対
策
な
ど
、
官
民
連
携
に
よ
る
渋
滞
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
高
速
道
路
の
渋
滞
対
策
・
機
能
強
化
等
の
早
期
効
果
発
現
を
図
る
た

め
、
E
T
C
2
.0
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
対
策

を
機
動
的
に
実
施
（
対
策
済
1
1
箇
所
、
事
業
中
1
3
箇
所
）

○
渋
滞
対
策
協
議
会
参
1
と
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
等
の
利
用
者
団
体
が

連
携
を
強
化
し
、
利
用
者
の
視
点
で
渋
滞
箇
所
を
特
定
し
た
上

で
、
速
効
対
策
を
実
施
す
る
取
組
を
全
国
で
推
進

（
利
用
者
団
体
か
ら
の
要
望
箇
所
の
う
ち
、
毎
年
5
0
箇
所
程
度
で
対
策
実
施
）

○
重
要
物
流
道
路
に
お
い
て
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
沿
道
の

施
設
立
地
者
に
対
し
て
、
道
路
交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
参
2
の
実
施
を
求

め
る
運
用
を
継
続
し
、
立
地
後
は
渋
滞
対
策
協
議
会
等
を
活
用
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
推
進

［
渋
滞
対
策
の
流
れ
］

参
1
：
各
都
道
府
県
単
位
等
で
道
路
管
理
者
、
警
察
、
自
治
体
、
利
用
者
団
体
等
が
地
域
の
主
要
渋
滞
箇
所
を
特
定

し
、
ソ
フ
ト
･ハ
ー
ド
を
含
め
た
対
策
を
検
討
･実
施
す
る
た
め
、
渋
滞
対
策
協
議
会
を
設
置

参
2
：
立
地
に
先
立
っ
て
周
辺
交
通
に
与
え
る
影
響
を
予
測
し
、
適
切
な
対
策
を
事
前
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

既
存
の
道
路
交
通
に
支
障
を
与
え
る
こ
と
な
く
施
設
を
立
地
さ
せ
る
と
と
も
に
、
立
地
後
に
交
通
状
況
が
悪
化

し
た
場
合
の
追
加
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
取
組

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

［
首
都
圏
の
高
速
道
路
に
お
け
る
主
な
交
通
集
中
箇
所
と
対
策
に
つ
い
て
］
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［
民
間
直
結
IC
の
整
備
（
三
重
県
多
気
町
の
事
例
）
］

・
日
本
の
高
速
道
路
の
IC
数
は
1
,5
1
2
箇
所
※

※
高
速
道
路
会
社
管
理
の
IC
を
計
上
（
事
業
中
含
む
・
ス
マ
ー
ト
IC
は
除
く
）

・
日
本
の
高
速
道
路
の
IC
間
隔
は
平
均
約
1
0
km
で
、
欧
米
諸
国
の
平
地
部
に
お
け
る

無
料
の
高
速
道
路
の
２
倍
程
度

ア
メ
リ
カ
：
約
５
km
、
ド
イ
ツ
：
約
７
km
、
イ
ギ
リ
ス
：
約
４
km

・
ス
マ
ー
ト
IC
は
全
国
で
1
3
6
箇
所
で
開
通
、
4
7
箇
所
で
事
業
中
（
令
和
２
年
３
月
時
点
）

・
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
IC
か
ら
の
主
要
な
空
港
・
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
約
６
割
が

1
0
分
以
上

・
民
間
直
結
IC
は
、
令
和
２
年
３
月
に
淡
路
北
ス
マ
ー
ト
IC
(神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
)

に
お
い
て
開
通
、
現
在
、
三
重
県
多
気
町
(伊
勢
自
動
車
道
)に
お
い
て
事
業
中

○
物
流
の
効
率
化
、
地
域
活
性
化
、
利
便
性
の
向
上
等
を
促
進
す
る
た
め
、

地
域
に
お
け
る
必
要
性
を
検
討
し
、
合
意
形
成
が
整
っ
た
箇
所
に
お
い
て
、

ス
マ
ー
ト
IC
の
整
備
を
推
進
（
Ｐ
8
0
参
照
）

○
ス
マ
ー
ト
IC
の
開
通
後
も
社
会
便
益
・
安
全
性
・
利
用
交
通
量
等
に
加
え

て
利
用
促
進
方
策
に
つ
い
て
も
、
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施

○
港
湾
・
空
港
・
IC
等
の
整
備
や
工
業
団
地
の
造
成
等
の
民
間
投
資
と
開
通

時
期
を
連
携
さ
せ
て
行
わ
れ
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
等
に
対
し
、
補
助

や
交
付
金
に
よ
る
重
点
的
な
支
援

○
整
備
を
行
う
民
間
事
業
者
に
IC
整
備
費
用
の
一
部
を
無
利
子
貸
付
す
る
制

度
の
活
用
や
、
民
間
事
業
者
が
整
備
に
係
る
土
地
を
取
得
し
た
場
合
の
登

録
免
許
税
の
非
課
税
措
置
※
に
よ
り
、
民
間
直
結
IC
整
備
を
促
進

（
Ｐ
8
0
参
照
）
（
※
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
実
施
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

［
ス
マ
ー
ト
IC
の
整
備
効
果
（
企
業
進
出
）
］

■
交
通
・
物
流
拠
点
等
か
ら
高
速
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
IC
や

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

■
民
間
の
発
意
と
負
担
に
よ
る
高
速
道
路
と
民
間
施
設
を
直
結
す
る
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
IC
（
以
下
、
民
間
直
結

IC
）
制
度
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

（
４
）
交
通
・
物
流
拠
点
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
ク
セ
ス
強
化

至
伊
勢

至
名
古
屋

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

薬
用
温
浴
施
設
、宿
泊
施
設
、

レ
ス
トラ
ン
、産
直
市
場
等

勢
和
多
気
JC
T

勢
和
多
気
IC

三
重
県

民
間
施
設
名

（
英
語
表
記
）

出
口

EX
IT

00
-0

E 
T 

C 
専
用

ON
LY

正
式
名

（
英
語
表
記
）

＜
標
識
イ
メ
ー
ジ
＞

羽
島
市

大
垣
市

輪
之
内
町

安
八
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

H
3
0.
3開
通

安
八
町

至 大 阪

至 名 古 屋

大
垣
IC

岐
阜
羽
島
IC

S
IC
開
通
前
の
ル
ー
ト

S
IC
開
通
後
の
ル
ー
ト

企
業
進
出
エ
リ
ア

H2
7
H2
8
H2
9
H3
0
H3
1

4

開
通
(
H3
0.
3)

工
事
着
手

(
H2
8.
5)

企
業
進
出
状
況
(累
積
)
[単
位
:社
]

6
7

1
4
1
6

・
安
八
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
よ
り
、
揖
斐
川
・
長
良
川
渡
河
部
の
渋
滞
を
回
避
し
、

ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
。
高
速
道
路
の
利
便
性
が
向
上
し
、
企
業
進
出
を
促
進

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

多
気
ヴ
ィ
ソ
ン

ス
マ
ー
ト
IC

（
仮
称
）
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愛
知
県

岐
阜
県

三
重
県

一
宮

J

愛
知
県

東

岐
阜
県

三
重
県

名
古
屋
第
二 環 状 自 動 車 道

海
環
状
自
動
車
道

養
老

IC 大
安

IC

大
野
神
戸

IC
料
金
水
準
を

整
理
・統
一

一
宮

J

東
海
環
状
自
動
車
道

大
野
神
戸

IC

山
県

IC

養
老

IC 大
安

IC
東
名
三
好

IC

名
古
屋
第
二 環 状 自 動 車 道

東
名
三
好

IC

山
県

IC

（
５
）
交
通
流
を
最
適
化
す
る
料
金
施
策
の
導
入

【
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
拡
充
措
置
の
継
続
】

■
中
京
圏
の
高
速
道
路
を
賢
く
使
う
た
め
、
令
和
２
年
度
内
の
名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
合
わ
せ
、

新
た
な
料
金
体
系
を
導
入
し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な
高
速
道
路
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
新
た
な
料
金
体
系
の
導
入
な
ど
の
検
討
を
推
進
し
ま
す
。

［
中
京
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料
金
］

Ｃ
:高
速
国
道
の
大
都
市
近
郊
区
間
と
概
ね
同
じ

:高
速
国
道
の
大
都
市
近
郊
区
間
よ
り
料
率
が
低
い

注
）
点
線
は
整
備
中
区
間

:高
速
国
道
の
大
都
市
近
郊
区
間
よ
り
料
率
が
高
い

:利
用
距
離
に
よ
り
料
率
が
変
化

※
東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備
の
加
速
化
、
一

宮
JC
T
付
近
及
び
東
名
三
好
付
近
に
お
け
る
渋
滞

解
消
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
に
必
要
な

財
源
確
保
を
考
慮

現
状

料
金
水
準
を

整
理
・
統
一

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道
の
開
通
後

＜
料
金
水
準
の
整
理
・
統
一
＞

①
利
用
度
合
い
に
応
じ
た
公
平
な
料
金
体
系

②
管
理
主
体
を
超
え
た
シ
ン
プ
ル
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
料
金
体
系

③
交
通
流
動
の
最
適
化
の
た
め
の
戦
略
的
な
料
金
体
系

平
成
2
8
年
４
月
首
都
圏
に
新
た
な
高
速
道
路
料
金
の
導
入

・
都
心
通
過
か
ら
外
側
の
環
状
道
路
に
交
通
が
転
換
す
る
と
と
も
に
、

圏
央
道
の
利
用
が
促
進

平
成
2
9
年
６
月
近
畿
圏
に
新
た
な
高
速
道
路
料
金
の
導
入

・
経
路
に
よ
ら
な
い
同
一
料
金
の
導
入
に
よ
り
、
守
口
線
の
分
担
率
が

増
加
、
過
度
な
交
通
集
中
の
生
じ
て
い
た
東
大
阪
線
の
渋
滞
が
緩
和

令
和
２
年
３
月
中
京
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料
金
を
決
定
（
Ｐ
7
4
参
照
）

（
料
金
の
賢
い
３
原
則
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
持
続
可
能
な
高
速
道
路
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
】

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

＜
新
た
な
料
金
の
ポ
イ
ン
ト
＞

（
１
）
料
金
体
系
の
整
理
・
統
一
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

・
東
海
環
状
の
整
備
の
加
速
化
、
一
宮
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
及
び
東
名
三
好
付
近
に
お
け
る
渋
滞
解
消
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
に
必
要
な
財
源
確
保
も
考
慮
し
、
大
都
市
近
郊
区
間
の
水
準
を
基
本
と
す
る

対
距
離
制
を
導
入

（
２
）
起
終
点
を
基
本
と
し
た
継
ぎ
目
の
な
い
料
金

・
東
海
環
状
お
よ
び
名
二
環
の
利
用
が
料
金
の
面
で
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
都
心
部
へ
の
流
入

分
散
の
観
点
か
ら
、
経
路
に
よ
ら
ず
起
終
点
間
の
最
短
距
離
を
基
本
に
料
金
を
決
定

＜
中
京
圏
の
現
状
の
課
題
＞

・
整
備
が
進
む
東
海
環
状
・
新
名
神
・
名
二
環
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
活
用
し
た
交
通
の
適
切
な
処
理

・
名
古
屋
の
中
心
部
を
発
着
す
る
交
通
の
分
散
処
理

・
一
宮
付
近
や
名
古
屋
中
心
部
等
で
発
生
し
て
い
る
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
向
上

○
新
た
な
料
金
体
系
の
導
入
や
更
新
事
業
の
実
施
に
対
す
る
評

価
等
を
実
施
し
た
上
で
、
高
い
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な
高
速
道
路
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
推
進

○
E
T
C
2
.0
を
利
用
す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
を
対
象
に
、
物
流

コ
ス
ト
の
低
減
等
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
大
口
・
多

頻
度
割
引
の
拡
充
措
置
を
継
続
(Ｐ
7
5
参
照
)

（
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
実
施
）
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（
６
）
高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
の
機
能
強
化
の
加
速

【
高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
の
対
策
】

・
我
が
国
の
高
速
道
路
は
約
４
割
が
３
車
線
以
下
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
稀
な
状
況

韓
国
で
は
平
成
４
年
に
安
全
性
の
観
点
か
ら
暫
定
２
車
線
の
全
廃
方
針
を
決
定

（
韓
国
の
３
車
線
以
下
の
割
合
平
成
７
年
:4
4
%
、
平
成
2
7
年
:0
%
）

・
高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
は
、
死
亡
事
故
率
が
約
２
倍

（
死
亡
事
故
率
参
1
４
車
線
以
上
の
区
間
:0
.1
3
、
暫
定
２
車
線
区
間
:0
.2
5
）

・
令
和
元
年
９
月
に
、
高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
（
有
料
）
約
1
,6
0
0
km
か
ら
、

優
先
整
備
区
間
約
8
8
0
km
を
選
定
、
概
ね
1
0
～
1
5
年
で
４
車
線
化
等
を
実
施

・
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
財
政
投
融
資
も
活
用
し
、
災
害
、
渋
滞
、
事
故
発
生
箇
所

な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
、
1
5
箇
所
約
1
1
0
km
の
４
車
線
化
に
着
手

・
令
和
２
年
８
月
末
現
在
、
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
（
有
料
）
を
約
4
1
7
km
設
置

（
土
工
部
及
び
中
小
橋
の
設
置
予
定
全
体
約
8
0
0
km
の
う
ち
、
約
5
2
％
）

こ
れ
ま
で
に
対
向
車
線
へ
の
飛
出
し
に
よ
る
死
亡
事
故
は
０
件

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

＜
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
設
置
事
例
＞【
新
東
名
・
新
名
神
等
の
物
流
の
基
軸
強
化
】

・
物
流
の
生
産
性
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
の
実
現
も
見
据
え
、

新
東
名
・
新
名
神
の
６
車
線
化
を
推
進
中
（
Ｐ
3
1
参
照
）

新
東
名
（
御
殿
場
JC
T
～
浜
松
い
な
さ
JC
T
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
７
月
に
一
部
区
間

で
６
車
線
運
用
を
開
始
し
、
大
型
車
と
普
通
車
の
混
在
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
円
滑
性

等
に
寄
与
、
令
和
２
年
度
内
に
完
成
予
定

・
新
東
名
・
新
名
神
：
６
車
線
化
計
画
4
6
2
km
の
う
ち
事
業
許
可
2
7
2
km
(5
9
％
)、

６
車
線
運
用
中
参
2
1
4
5
km
(3
1
％
)（
令
和
２
年
８
月
末
）

・
新
東
名
（
新
静
岡
IC
～
森
掛
川
IC
）
等
で
平
成
3
1
年
3
月
よ
り
規
制
速
度
1
2
0
㎞
/h
を
試
行

・
新
東
名
等
に
お
い
て
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
本
格
導
入
を
は
じ
め
と
し
た
輸
送
効
率
化
等

に
向
け
た
取
組
を
実
施
（
Ｐ
3
0
参
照
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

■
「
高
速
道
路
に
お
け
る
安
全
・
安
心
基
本
計
画
」
を
踏
ま
え
、
利
用
者
視
点
の
も
と
、
新
技
術
等
も
活
用
し
つ
つ
、

高
速
道
路
の
安
全
性
、
信
頼
性
や
使
い
や
す
さ
を
向
上
す
る
取
組
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
特
に
暫
定
２
車
線
区
間
に
つ
い
て
は
、
課
題
の
大
き
い
区
間
を
優
先
整
備
区
間
に
選
定
。
地
域
に
お
け
る
高
速
道
路

の
利
活
用
状
況
や
財
源
確
保
状
況
等
も
踏
ま
え
、
計
画
的
に
４
車
線
化
を
実
施
し
ま
す
。

○
時
間
信
頼
性
の
確
保
や
事
故
防
止
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
性
確

保
の
観
点
か
ら
選
定
し
た
優
先
整
備
区
間
に
つ
い
て
、
計
画
的
に

４
車
線
化
等
を
実
施

○

○
新
東
名
・
新
名
神
の
６
車
線
化
に
よ
り
、
三
大
都
市
圏
を
つ
な

ぐ
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
定
性
・
効
率
性
を
更
に
向
上

○
新
東
名
・
新
名
神
の
６
車
線
化
事
業
区
間
以
外
に
つ
い
て
も
、

高
速
道
路
会
社
に
お
い
て
、
必
要
な
調
査
を
推
進

＜
令
和
２
年
７
月
運
用
開
始
区
間
の
６
車
線
化
運
用
前
後
の
状
況
＞

令
和
４
年
度
ま
で
に
、
土
工
部
及
び
中

小
橋
に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
設
置
を
概
成
、

長
大
橋
及
び
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
内
の
実
道
へ
の
試
行
設
置

へ
向
け
て
、
実
車
衝
突
等
の
実
証
実
験

を
実
施

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

参
1
：
高
速
自
動
車
国
道
(有
料
)(
2
0
1
3
-2
0
1
9
年
）

参
2
：
上
下
線
の
う
ち
片
側
の
み
３
車
線
運
用
の
場
合
は
、
運
用
中
の
延
長
の
半
分
で
計
上

適
正
な

車
線
運
用
の

実
現
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S
T
E
P
1

〈
注
意
〉

S
T
E
P
2

〈
警
告
〉

S
T
E
P
3

〈
抑
止
〉

本
線

・
高
速
道
路
に
お
け
る
逆
走
事
案
は
、
２
日
に
１
回
の
割
合
で
発
生

・
逆
走
に
よ
る
事
故
は
、
事
故
全
体
に
比
べ
死
傷
事
故
と
な
る
割
合
が
約
５
倍
、

死
亡
事
故
と
な
る
割
合
が
約
4
0
倍
参
2

・
分
合
流
部
等
で
は
、
対
策
を
進
め
た
結
果
、
事
故
件
数
は
約
４
割
減
少

一
方
、
一
般
道
か
ら
高
速
道
路
へ
の
誤
進
入
に
起
因
す
る
事
故
件
数
は
横
ば
い

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
逆
走
対
策
】

（
７
）
高
速
道
路
の
逆
走
対
策
、
歩
行
者
・
自
転
車
等
の
立
ち
入
り
対
策

・
高
速
道
路
へ
の
歩
行
者
等
の
立
入
り
件
数
は
８
年
で
1
.5
倍
に
増
加
参
4

・
立
入
り
事
案
の
5
3
％
が
原
付
、
3
1
％
が
歩
行
者
、
1
6
％
が
自
転
車
。

特
に
近
年
は
原
付
の
件
数
が
増
加
傾
向
参
5

・
セ
ン
サ
ー
と
連
動
し
た
警
告
装
置
等
を
対
策
し
た
箇
所
で
は
、
原
付
、
歩
行
者
、

自
転
車
の
全
て
の
形
態
に
効
果
を
確
認

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

参
1
：
「
高
速
道
路
に
お
け
る
安
全
・
安
心
基
本
計
画
」
（
令
和
元
年
９
月
1
0
日
）

参
2
：
2
0
1
1
年
１
月
～
2
0
1
9
年
1
2
月
の
逆
走
事
案
件
数
か
ら
分
析

参
3
：
乗
り
越
し
料
金
を
免
除
し
、
転
回
等
の
特
別
措
置
を
講
じ
る
こ
と

参
4
：
平
成
2
3
年
度
約
2
,6
0
0
件
→
令
和
元
年
度
約
4
,0
0
0
件

参
5
：
令
和
元
年
度
の
発
生
件
数
約
4
,0
0
0
件
の
内
訳

セ
ン
サ
ー
連
動

表
示
板
・

ス
ピ
ー
カ
ー

レ
ー
ザ
ー
セ
ン
サ
ー

○
歩
行
者
等
の
立
入
り
対
策
と
し
て
、
視
覚
的
対
策
（
看
板
、
路
面

シ
ー
ル
、
横
断
幕
等
）
や
物
理
的
対
策
（
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
等
）
を

引
き
続
き
推
進

○
特
に
立
ち
入
り
が
多
発
す
る
箇
所
で
、
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
サ
ー
に
よ

る
検
知
や
表
示
板
・
ス
ピ
ー
カ
ー
等
の
設
置
に
よ
る
対
策
を
推
進

【
歩
行
者
等
の
立
ち
入
り
対
策
】

＜
立
入
・
逆
走
検
知
警
告
シ
ス
テ
ム
概
要
＞

＜
視
覚
的
・
物
理
的
対
策
事
例
＞

視
覚
的
対
策

物
理
的
対
策

＜
実
験
の
実
施
状
況
＞

＜
東
北
道
旧
蓮
田
Ｓ
Ａ
で
の
実
験
イ
メ
ー
ジ
＞

○
一
般
道
か
ら
の
誤
進
入
対
策
と
し
て
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
へ
の
進
入
部
に
カ
ラ
ー
舗
装
や
看
板
設
置
を
引
き
続
き
推
進

○
民
間
企
業
か
ら
公
募
・
選
定
し
た
、
錯
視
効
果
を
応
用
し
た
警
告
表

示
等
の
更
な
る
展
開
、
道
路
側
で
逆
走
車
を
検
知
し
警
告
表
示
す
る

技
術
の
展
開
を
推
進

○
画
像
認
識
技
術
等
を
活
用
し
た
路
車
連
携
技
術
に
つ
い
て
、
東
北
道

旧
蓮
田
S
A
で
の
実
験
結
果
を
基
に
、
画
像
認
識
用
標
識
の
仕
様
を

策
定
し
実
用
化
を
推
進

○
特
別
転
回
参
3
に
よ
る
安
全
な
誘
導
、
案
内
看
板
の
設
置
等
に
よ
る
周

知
を
推
進

画
像
認
識
用
標
識

S
T
E
P
1
〈
注
意
〉

進
入
禁
止
看
板
等
に
よ
る
注
意
喚
起

S
T
E
P
2
〈
警
告
〉

ド
ラ
レ
コ
、
カ
ー
ナ
ビ
等
か
ら
の
警
告
S
T
E
P
3
〈
抑
止
〉

遮
断
機
等
に
よ
る
強
制
抑
止

■
2
0
2
9
年
ま
で
に
逆
走
に
よ
る
重
大
事
故
ゼ
ロ
の
実
現
を
目
指
し
、
高
速
道
路
の
逆
走
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
参
1

■
増
加
傾
向
に
あ
る
高
速
道
路
へ
の
歩
行
者
等
の
立
入
り
対
策
と
し
て
、
検
知
警
告
シ
ス
テ
ム
の
設
置
等
を
進
め
ま
す
。

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
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路
外
駐
車
場

浜
松
い
な
さ
IC

至
浜
松
い
な
さJ
CT

至
三
ヶ日
JC
T

山
陽
道

東
名
・
新
東
名
圏
央
道

東
北
道

九
州
道
・

関
門
橋

名
神
・
新
名
神

・
国
内
貨
物
輸
送
の
約
８
割
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

・
深
刻
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
進
行
（
約
４
割
が
5
0
歳
以
上
）

・
平
成
3
1
年
１
月
よ
り
、
特
車
許
可
基
準
の
車
両
長
を
緩
和
し
、
新
東
名
を
中
心
に

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
を
本
格
導
入

・
平
成
3
1
年
４
月
よ
り
、
複
数
の
物
流
事
業
者
に
よ
る
共
同
輸
送
を
本
格
的
に
開
始

・
令
和
元
年
８
月
よ
り
、
物
流
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
東
北
道
や
山
陽
道
な

ど
、
対
象
路
線
を
拡
充

・
特
殊
車
両
通
行
許
可
台
数
は
、
令
和
元
年
５
月
時
点
と
比
較
し
倍
増

運
行
企
業
６
社
、
許
可
台
数
1
4
台
⇒
運
行
企
業
７
社
、
許
可
台
数
3
3
台

（
令
和
元
年
５
月
時
点
）

（
令
和
２
年
７
月
時
点
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
物
流
生
産
性
向
上
や
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
幹
線
物
流
で
の
普

及
促
進
を
図
る
た
め
、
S
A
・
P
A
に
お
け
る
駐
車
マ
ス
の
整
備
等
を

推
進
（
運
行
路
線
の
東
北
道
、
新
東
名
、
山
陽
道
等
で
整
備
）

○
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
た
め
、
運
行
便

数
が
多
く
、
休
憩
ニ
ー
ズ
が
高
い
箇
所
に
駐
車
予
約
シ
ス
テ
ム
を
試

行
導
入

■
深
刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
進
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
人
化
を
図
る
た
め
、
１
台
で
通
常
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
２
台

分
の
輸
送
が
可
能
な
「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

（
８
）
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
利
用
促
進

［
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
区
間
・
駐
車
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
］

特
車
許
可
基
準
の
車
両
長
に
つ
い
て
、
2
1
m
か
ら
最
大
で
2
5
m
へ
緩
和

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
：

1
台
で
2
台
分
の
輸
送
が
可
能

<
駐
車
マ
ス
の
整
備
状
況
>

新
東
名
浜
松
Ｓ
A
(上
)

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
用

駐
車
予
約
シ
ス
テ
ム
（
イ
メ
ー
ジ
）

ダ ブ ル 連 結 ト ラ ッ ク

予 約 車 駐 車 ス ペ ー ス

予 約 車 以 外 は ご 利 用 い た だ け ま せ ん

カ メ ラ 監 視 中

予
約
車
専
用

電
光
表
示
板

E
T
C
2
.0

簡
易
型
路
側
機

監
視
カ
メ
ラ

警
告
ス
ピ
ー
カ
ー

カ
ラ
ー
舗
装
・

路
面
標
示

＜
路
内
駐
車
場
(足
柄
S
A
、
静
岡
S
A
、
土
山
S
A
)＞

ET
C2
.0
簡
易
型
路
側
機

（
出
退
・予
約
管
理
）

ダブ
ル
連
結
トラ
ック

駐
車
ス
ペ
ー
ス
約
30
台

トイ
レ
等
施
設

イ
メ
ー
ジ

＜
路
外
駐
車
場
(浜
松
い
な
さ
IC
)＞

・
足
柄
S
A
(上
り
)､
静
岡
S
A
(上
下
)､
土
山
S
A
(上
下
)

・
令
和
２
年
度
末
か
ら
順
次
運
用
開
始
予
定

・
令
和
２
年
度
末
か
ら
運
用
開
始
予
定

<
路
内
>

土
山
SA

(上
り・
下
り)

（
新
名
神
）

<
路
外
>

浜
松
い
な
さ

（
新
東
名
）

<
路
内
>

静
岡
SA

(上
り・
下
り)

（
新
東
名
）
<
路
内
>

足
柄
SA
(上
り)

（
東
名
）

(凡
例
)
：
主
な
走
行
区
間

［
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
省
人
化
］

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

<
路
内
>

豊
橋
PA
(下
り)

（
東
名
）

※
実
験
中

※
豊
橋
P
A
（
下
り
）
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
9
年
度
よ
り
社
会
実
験
を
実
施
中
（
Ｐ
3
2
参
照
）
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・
全
国
の
貨
物
輸
送
(1
7
7
百
万
ﾄﾝ
ｷﾛ
／
日
)の
約
半
数
(8
5
百
万
ﾄﾝ
ｷﾛ
／
日
)が

東
名
・
名
神
(新
東
名
・
新
名
神
を
含
む
)を
利
用
(平
成
2
7
年
度
デ
ー
タ
)

・
政
府
目
標
：
◇
令
和
３
年
度
に
高
速
道
路
で
の

後
続
車
有
人
隊
列
走
行
シ
ス
テ
ム
の
商
業
化

◇
令
和
４
年
度
以
降
に
高
速
道
路
(東
京
～
大
阪
間
)で
の

後
続
車
無
人
隊
列
走
行
シ
ス
テ
ム
の
商
業
化

◇
令
和
５
年
度
以
降
に
高
速
道
路
に
お
け
る

レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
実
現

・
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
3
0
年
１
月
よ
り
新
東
名
等

に
お
い
て
公
道
実
証
を
実
施
中

・
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
の
結
果
、
合
流
部
に
お
け
る
一
般
車
両
と
の
錯
綜
、

ト
ン
ネ
ル
等
に
お
け
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
位
精
度
の
低
下
な
ど
の
課
題
を
確
認

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
後
続
車
無
人
隊
列
走
行
の
実
現
に
向
け
、
新
東
名
(静
岡
県
区
間
)を

中
心
に
、
本
線
合
流
部
で
の
安
全
対
策
や
隊
列
形
成
・
分
離
ス
ペ
ー

ス
確
保
の
た
め
、
既
存
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
拡
幅
な
ど
実
証
環
境
を
整
備

○
令
和
２
年
度
よ
り
、
合
流
制
御
方
法
の
技
術
的
検
討
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
精
度

の
低
下
対
策
な
ど
、
高
速
道
路
イ
ン
フ
ラ
か
ら
の
支
援
策
の
検
証
を

目
的
と
し
た
実
証
実
験
を
実
施

■
高
速
道
路
で
の
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
の
実
現
も
見
据
え
、
新
東
名
・
新
名
神
の
６
車
線
化
に
よ
り
、
三
大
都
市
圏
を

つ
な
ぐ
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
定
性
・
効
率
性
を
更
に
向
上
さ
せ
ま
す
。

■
本
線
合
流
部
で
の
安
全
対
策
や
隊
列
形
成
・
分
離
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
、
新
東
名
・
新
名
神
を
中
心
に
隊
列
走
行

の
実
現
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
側
か
ら
の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
を
推
進
し
ま
す
。

（
９
）
高
速
道
路
に
お
け
る
隊
列
走
行
の
実
現

注
意
喚
起
Ｌ
Ｅ
Ｄ
板

隊
列
走
行

合
流
注
意

ラ
ン
プ
メ
ー
タ
リ
ン
グ
※
等

の
技
術
検
討

※
ラ
ン
プ
メ
ー
タ
ー
を
活
用

し
合
流
車
両
の
流
入
を
調
整

位
置
情
報
の
提
供

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
位
精
度
の
低
下
対
策
（
ト
ン
ネ
ル
等
）
）

隊
列
形
成
隊
列
走
行

隊
列
解
除

隊
列
走
行

合
流
注
意

［
隊
列
走
行
の
実
現
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
支
援
の
実
証
実
験
］

実
証
実
験
イ
メ
ー
ジ

駿 河 湾 沼 津 Ｓ Ａ
浜 松 Ｓ Ａ

御
殿
場
～
浜
松
い
な
さ
６
車
線
化
整
備
中

（
令
和
２
年
度
か
ら
順
次
開
通
見
込
み
）

亀
山
西
～
大
津
６
車
線
化
整
備
中

（
令
和
４
年
度
か
ら
順
次
開
通
見
込
み
）

大
津
～
城
陽

八
幡
京
田
辺
～
高
槻
６
車
線
化
（
事
業
着
手
）

新
東
名
・新
名
神
（
４
車
線
）

新
東
名
・新
名
神
（
６
車
線
）

隊
列
形
成
ス
ペ
ー
ス
整
備
中

＜
公
道
実
証
撮
影
動
画
の
分
析
＞

＜
被
験
者
実
験
に
よ
る
評
価
＞

資
料
提
供
；
東
北
大
学
未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

資
料
提
供
；
N
E
X
C
O
中
日
本

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
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平
成
3
1
年
４
月
か
ら
東
名
高
速
豊
橋
Ｐ
Ａ
（
下
り
）
に
お
い
て
社
会
実
験
開
始
。

（
当
面
、
無
料
実
験
と
し
、
準
備
が
整
い
次
第
有
料
実
験
を
開
始
）

○
休
憩
施
設
の
駐
車
マ
ス
数
の
拡
充
に
加
え
、
普
通
車
・
大
型
車
双
方

が
利
用
可
能
な
兼
用
マ
ス
、
高
速
道
路
外
の
休
憩
施
設
へ
の
一
時
退

出
を
可
能
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

■
高
速
道
路
の
休
憩
施
設
の
駐
車
マ
ス
の
拡
充
や
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
外
の
休
憩

施
設
等
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

＜
一
時
退
出
を
可
能
と
す
る
賢
い
料
金
＞

E
T
C

E
T
C

道
の
駅

①
一
時
退
出

③
再
進
入

E
T
C
2
.0
搭
載
車

高
速
道
路
本
線

か
ら
の
案
内

②
「
道
の
駅
」

で
の
休
憩
等

・
無
料
の
高
速
道
路
は
、
今
後
、
整
備
が
急
速
に
進
展
し
て
い
く
が
、

休
憩
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
休
憩
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要

無
料
の
高
速
道
路
現
在
：
2
,4
6
4
km
→
今
後
：
約
3
,5
0
0
km

（
令
和
２
年
８
月
２
日
時
点
）

（
事
業
中
区
間
整
備
後
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
IC
近
傍
の
「
道
の
駅
」
を
高
速
道
路
か

ら
案
内
し
、
休
憩
施
設
と
し
て
活
用
す

る
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
休
憩
サ
ー
ビ

ス
を
提
供

【
休
憩
施
設
に
お
け
る
駐
車
マ
ス
不
足
へ
の
対
応
】

［
「
道
の
駅
」
を
活
用
し
た
休
憩
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
］

（
１
０
）
高
速
道
路
に
お
け
る
休
憩
施
設
等
の
充
実

＜
兼
用
マ
ス
イ
メ
ー
ジ
＞

参
1
：
全
滞
在
量
=
駐
車
台
数
×
駐
車
時
間

約
１
１
０
箇
所
の
道
の
駅
を
案
内

（
令
和
２
年
８
月
末
時
点
）

N
E
X
C
O
３
社
の
駐
車
マ
ス
の
拡
充
数

平
成
3
0
年
度
整
備

（
対
象
：
2
6
箇
所
）
令
和
元
年
度
整
備

（
対
象
：
4
3
箇
所
）
令
和
２
年
度
整
備
予
定

（
対
象
：
5
3
箇
所
）

約
5
2
0
台
増

2
,4
3
9
台
→
 2
,9
6
0
台

（
約
２
割
増
）

約
1
,3
5
0
台
増

4
,0
4
6
台
→
 5
,3
9
1
台

（
約
３
割
増
）

約
8
1
0
台
増

8
,1
7
0
台
→
8
,9
8
4
台

（
約
２
割
増
）

・
物
流
の
基
幹
と
な
る
高
速
道
路
に
お
い
て
、
深
夜
帯
を
中
心
に
長
時
間
駐
車
等

に
よ
る
大
型
車
の
駐
車
マ
ス
不
足
等
が
問
題
化

（
例
）
海
老
名
S
A
で
は
、
６
時
間
以
上
の
長
時
間
駐
車
が
全
滞
在
量
参
1
の
5
5
％

・
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
基
準
で
は
、
運
転
4
時
間
毎
に
休
息
が

必
要

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

【
現
状
】

一
時
退
出
し
た
場
合
で
も
、
高
速
を
降
り
ず
に

利
用
し
た
料
金
の
ま
ま
と
す
る
実
験
を
全
国

23
箇
所
の
「
道
の
駅
」
で
実
施
中
。
令
和
２

年
３
月
よ
り
退
出
可
能
時
間
を
１
時
間
か
ら

３
時
間
へ
引
き
上
げ
。
（
令
和
２
年
８
月
時

点
）

【
今
後
】

物
流
事
業
者
（
大
型
車
）
の
休
憩
機
会
確
保

の
た
め
、
対
象
箇
所
の
拡
大
を
検
討
。

高
速
道
路

○
隣
接
す
る
道
の
駅
等
と
無
人
Ｐ
Ａ
の
間
で
人

の
行
き
来
を
可
能
と
し
た
り
、
地
域
主
体
の

物
販
イ
ベ
ン
ト
等
を
無
人
Ｐ
Ａ
で
開
催
す
る

な
ど
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
を
図
る

【
無
人
P
A
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
】

東
九
州
道
川
南
P
A

〈
P
A
隣
接
地
に
利
便
施
設
を
整
備
〉

特
大
車
マ
ス
駐
車
状
況

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
も
駐
車
可

[ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
実
な
休
憩
機
会
を
確
保
す
る
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
]

【
無
料
の
高
速
道
路
に
お
け
る
「
道
の
駅
」
の
活
用
】

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
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○
バ
ス
タ
新
宿
や
品
川
等
を
は
じ
め
と
す
る
集
約
型
公
共
交
通
タ
ー
ミ

ナ
ル
「
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
全
国
で
戦
略
的
に
展
開

○
「
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

・
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
共
施
設
等
運
営
権
）
制
度
の
活
用
に
よ
る

官
民
連
携
で
の
管
理
運
営
を
可
能
と
す
る
バ
ス
タ
事
業
ス
キ
ー
ム

を
構
築

・
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造
基
準
等
を
策
定

・
高
速
バ
ス
の
運
行
デ
ー
タ
や
地
図
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
、
車
両
や

人
の
移
動
を
効
率
化

・
災
害
時
に
お
い
て
バ
ス
機
能
を
確
保
、
災
害
時
情
報
を
提
供

○
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
検
討
会
に
お
い
て
、
交
通
結
節
点
の
機

能
強
化
に
向
け
た
考
え
方
や
推
進
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
道
路
管

理
者
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

（
１
１
）
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
国
展
開

・
鉄
道
駅
周
辺
で
は
、
高
速
バ
ス
停
等
が
バ
ス
会
社
毎
に
バ
ラ
バ
ラ
に
設
置
さ
れ

て
い
る
(首
都
圏
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
周
辺
で
は
平
均
９
箇
所
に
点
在
(平
成

2
8
年
３
月
末
時
点
)

・
バ
ス
タ
新
宿
で
は
、
1
9
箇
所
に
点
在
し
て
い
た
高
速
バ
ス
停
を
集
約
(平
成
2
8

年
４
月
４
日
開
業
時
点
)

・
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
特
定
車
両
停
留
施

設
）
を
道
路
法
の
改
正
に
よ
り
道
路
附
属
物
と
し
て
位
置
付
け
（
令
和
２
年

1
1
月
施
行
予
定
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

■
多
様
な
交
通
モ
ー
ド
間
の
接
続
を
強
化
す
る
集
約
型
公
共
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
を
全
国
で
戦
略
的
に
展
開
し
、

人
と
モ
ノ
の
流
れ
の
円
滑
化
や
地
域
の
活
性
化
、
災
害
対
応
の
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

■
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
M
a
a
S
と
連
携
し
て
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る
バ
ス
の
運
行

の
効
率
化
等
を
図
り
、
交
通
結
節
点
の
機
能
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

［
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
主
な
検
討
箇
所
と
進
捗
状
況
］

参
1
：
国
道
２
号
等
三
宮
駅
前
空
間
事
業
計
画
（
令
和
２
年
３
月
2
5
日
公
表
）

更
な
る
箇
所
拡
大
を
構
想
中

箇
所

進
捗
状
況

バ
ス
タ新
宿
平
成
28
年
4月
開
業

品
川
駅
平
成
31
年
4月
新
規
事
業
化

三
宮
駅
令
和
2年
4月
新
規
事
業
化

新
潟
駅
令
和
2年
4月
新
規
事
業
化

札
幌
駅
地
域
で
検
討
中

京
急
追
浜
駅
地
域
で
検
討
中

近
鉄
四
日
市
駅
地
域
で
検
討
中

呉
駅
地
域
で
検
討
中
等

・・・

・・・

＜
バ
ス
乗
降
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
参
1
＞

［
管
理
運
営
に
お
け
る
民
間
ノウ
ハ
ウ
の
活
用
］

＜
事
業
ス
キ
ー
ム
イ
メ
ー
ジ
＞

3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

［
バ
ス
タ
空
間
を
活
用
した
賑
わ
い
の
創
出
］

ｺﾝ
ｾｯ
ｼｮ
ﾝ契
約

利
用
料
金

利
用
契
約

バ
ス
事
業
者
等

テ
ナ
ン
ト

民
間
事
業
者

道
路
管
理
者

＜
バ
ス
タM
AR
KE
T＞

©
M
yn
a
vi
C
h
iik
is
o
u
se
i

バ
ス
タ新
宿

（
バ
ス
タ
新
宿
前
の
歩
道
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
）
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・
ア
ジ
ア
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
）
の
需
要
は

5
,2
0
0
億
米
ド
ル
/年
（
2
0
1
6
-2
0
3
0
年
）
※
1

※
１
A
D
B
  
M
e
e
ti
n
g
 A
si
a
’s
 I
n
fr
a
st
ru
ct
u
re
 N
e
e
d
s（
平
成
2
9
年
）

・
海
外
建
設
市
場
で
は
、
近
年
急
速
に
中
韓
企
業
が
受
注
を
伸
ば
し
て
い
る
※
2
,3

※
2
2
0
0
2
年
売
上
高
：
E
N
R
’s
 2
0
0
3
「
T
h
e
 T
o
p
 2
2
5
 I
n
te
rn
a
ti
o
n
a
l 
C
o
n
tr
a
ct
o
rs
」
よ
り

2
0
1
8
年
売
上
高
：
E
N
R
’s
 2
0
1
9
「
T
h
e
 T
o
p
 2
5
0
 I
n
te
rn
a
ti
o
n
a
l 
C
o
n
tr
a
ct
o
rs
」
よ
り

※
3
E
N
R
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
各
年
の
世
界
シ
ェ
ア
上
位
企
業
の
受
注
実
績
を

国
別
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
集
計
対
象
と
な
る
企
業
は
各
年
ご
と
に
異
な
る
。

■
世
界
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
を
取
り
込
む
た
め
、
道
路
分
野
の
海
外
展
開
戦
略
に
基
づ
き
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
海
外
道
路

案
件
の
獲
得
を
推
進
し
ま
す
。

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

（
１
２
）
道
路
分
野
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出

［
高
速
道
路
会
社
の
海
外
展
開
の
事
例
］

海 外 建 設 市 場( 全 世 界 計)

上 位 位 以 内 に お け る

日 中 韓 企 業 の 売 上 高 合 計

5
0

0

20
,0

00

40
,0

00

60
,0

00

80
,0

00

10
0,

00
0

日
本

韓
国

中
国

20
02

20
18

（百
万
米
ド
ル
）

約
1
.4
倍

約
1
3
倍

約
3
0
倍

・
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
マ
カ
ッ
サ
ル
高
速
道
路
運
営
事
業

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

2
0
2
0
年
５
月
、
N
E
X
C
O
西
日
本
と
JE
X
W
A
Y
が
JO
IN

と
と
も
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
速
道
路
運
営
会
社
を
管

理
す
る
現
地
企
業
の
株
式
を
取
得
し
、
有
料
道
路
を
管

理
・
運
営
す
る
P
P
P
事
業
へ
参
画

【
米
国
】

N
EX

C
O
西
日
本
（
20

11
.1
～
）
※

2

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
名

会
社
名
参
画
期
間
所
在
国

ジ
ャ
カ
ル
タ
・

マ
カ
ッ
サ
ル
高
速

道
路
運
営
事
業

N
E
X
C
O
西

JE
X
W
A
Y

JO
IN
2
0
2
0
年
-
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ジ
ャ
イ
プ
ル
等
既

設
有
料
道
路
運
営

事
業

N
E
X
C
O
東

JE
X
W
A
Y

JO
IN

三
菱
商
事

2
0
1
7
年
-
イ
ン
ド

フ
ー
リ
ー
バ
イ
パ

ス
事
業

N
E
X
C
O
中

JE
X
W
A
Y
2
0
1
7
年
-
ベ
ト
ナ
ム

ビ
ン
タ
ロ
ー
～
ス

ル
ポ
ン
道
路
事
業
N
E
X
C
O
西

JE
X
W
A
Y
2
0
1
4
年
-
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

プ
ネ
～
ソ
ラ
プ
ー

ル
道
路
事
業
N
E
X
C
O
東
2
0
1
4
年
-
イ
ン
ド

［
海
外
道
路
P
P
P
事
業
の
主
な
参
画
実
績
］
［
高
速
道
路
会
社
の
海
外
拠
点
事
務
所
］

【
イ
ン
ド
】
N

EX
C

O
東
日
本
（
20

19
.1

1～
）
※

1

【
ベ
ト
ナ
ム
】

N
EX

C
O
中
日
本
（
20

08
.1

2～
）

【
タ
イ
】
首
都
高
速
（
20

11
.6
～
）

＜
上
記
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
中
日
本
エ
ク
シ
ス
が
台
湾
で
、
阪
神

高
速
技
研
が
中
国
で
、
子
会
社
を
設
立
＞

※
1
：
N
E
X
C
O
東
日
本
の
子
会
社
（
2
0
0
9
年
1
0
月
～
2
0
1
9
年
1
0
月
は

駐
在
員
事
務
所
）

※
2
：
N
E
X
C
O
西
日
本
の
子
会
社
※
3
：
N
E
X
C
O
中
日
本
の
子
会
社

【イ
ン
ド
ネ
シ
ア
】

NE
XC

O
西
日
本
（2

01
1.

7～
）

【
米
国
】

N
EX

C
O
中
日
本

（
20

19
.8
～
）
※

3

＜
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
マ
カ
ッ
サ
ル
高
速
道
路
＞

＜
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
の
撮
影
＞

【フ
ィ
リ
ピ
ン
】

NE
XC

O
中
日
本
（2

01
9.

10
～
）※

3

・
構
造
物
非
破
壊
点
検
事
業
（
米
国
）

N
E
X
C
O
西
日
本
は
、
米
国
で
の
橋
梁
点
検
事
業
へ
の

参
入
お
よ
び
先
端
技
術
の
調
査
を
目
的
に

N
E
X
C
O
-W
e
st
 U
S
A
, 
In
c.
を
設
立
。
赤
外
線
カ

メ
ラ
を
活
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
板
の
非
破
壊
点

検
等
の
業
務
等
を
受
注

赤
外
線
カ
メ
ラ3
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

○
「
海
外
社
会
資
本
事
業
へ
の
我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
高
速
道
路
会
社
と
と
も
に
、
我
が

国
事
業
者
の
海
外
展
開
を
推
進

○
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
二
国
間
会
議
等
を
活
用
し
、
案
件
形
成
に

向
け
た
戦
略
的
な
仕
掛
け
を
実
施

○
円
借
款
で
建
設
す
る
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の
O
＆
M
事
業
参
1
の

案
件
獲
得
に
向
け
た
支
援
・
働
き
か
け
を
実
施

参
1
：
O
＆
M
 ：

O
pe

ra
tio

n
＆

M
ai

nt
en

an
ce
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■
賑
わ
い
を
は
じ
め
、
道
路
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
内
の
各
道
路
で
の
機
能
分
担
、

場
所
や
時
間
帯
に
応
じ
た
柔
軟
な
道
路
の
使
い
分
け
に
よ
っ
て
、
地
域
の
魅
力
向
上
、
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

［
道
路
の
機
能
分
担
イ
メ
ー
ジ
図
］

［
道
路
の
柔
軟
な
使
い
分
け
の
例
］

・
環
状
道
路
整
備
に
伴
う
都
市
内
の
自
動
車
交
通
の
減
少
、
人
々
の
滞
在
・
交
流
の

場
と
し
て
の
道
路
の
役
割
の
見
直
し

・
「
賑
わ
い
」
「
安
全
」
「
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
」
な
ど
道
路
へ
の

ニ
ー
ズ
の
多
様
化

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス
ク
低
減
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、
沿
道
飲
食
店
等
の

路
上
利
用
に
対
す
る
占
用
許
可
基
準
の
緩
和
を
措
置
(令
和
２
年
６
月
)

直
轄
国
道
1
3
カ
所
で
占
用
許
可
済
み
(令
和
２
年
８
月
末
時
点
)

4
7
都
道
府
県
及
び
政
令
市
で
同
様
の
基
準
緩
和
を
措
置
(令
和
２
年
８
月
末
時
点
)

・
賑
わ
い
の
あ
る
道
路
を
構
築
す
る
た
め
の
制
度
(歩
行
者
利
便
増
進
道
路
制
度
)を

創
設
し
(令
和
２
年
1
1
月
)、
道
路
の
技
術
基
準
の
改
定
や
道
路
占
用
特
例
を
導
入
予
定

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

[道
路
協
力
団
体
活
動
事
例
]

歩
行
者
の
多
い
日
中
は

歩
道
幅
員
を
広
く
確
保
。

夜
～
朝
は
車
止
め
を
移
動

さ
せ
、
歩
道
幅
員
を
縮
小
し
、

車
両
通
行
を
妨
げ
な
い

荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

(北
海
道
札
幌
市
)

[占
用
特
例
実
施
例
]

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の

収
益
を
道
路
の
清
掃
や

情
報
発
信
等
の
業
務
へ

充
当
し
、
道
路
の
維
持

管
理
を
一
層
充
実

●
平
常
時
（
1
1
：
3
0
～
2
1
：
3
0
）
●
荷
捌
き
利
用
時
（
2
1
：
3
0
～
1
1
：
3
0
）

参
1
：
道
路
を
利
活
用
す
る
民
間
団
体
等
と
道
路
管
理
者
が
連
携
し
て
道
路
管
理
を
行
う
た
め
の
制
度

○
地
域
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
対
策
と

し
て
各
自
治
体
で
実
施
さ
れ
た
占
用
許
可
基
準
の
緩
和
に
つ
い
て
、
歩

行
者
利
便
増
進
道
路
制
度
へ
の
展
開
を
促
進

○
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
道
路
の
実
現
に
向
け
、
課
題
解
決
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
策
定

・
幹
線
道
路
網
等
で
の
流
入
交
通
の
円
滑
な
処
理
を
前
提
に
、

各
道
路
で
「
賑
わ
い
」
「
物
流
」
「
安
全
」
等
の
機
能
を
分
担

・
場
所
や
時
間
に
応
じ
て
民
地
等
と
も
連
携
し
た
道
路
の
柔
軟
な
使
い
分
け

○
道
路
に
お
け
る
賑
わ
い
創
出
と
維
持
管
理
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、

道
路
協
力
団
体
制
度
参
1
の
地
方
道
へ
の
展
開
を
促
進
し
、
道
路
協
力
団

体
に
よ
る
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
で
の
活
動
を
推
進

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用

歩
道

車
道

＜
道
路
上
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
設
置
(石
川
県
)
＞

＜
国
道
1
7
号
(東
京
都
)
＞

（
１
）
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
空
間
の
利
活
用
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［
歩
行
者
と
分
離
さ
れ
た
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
の
例
］

■
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
に
お
い
て
も
新
た
な
自
転
車

活
用
推
進
計
画
を
策
定
し
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境
の
創
出
を
推
進
し
ま
す
。

＜
自
転
車
専
用
通
行
帯
＞
＜
矢
羽
根
・
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
＞

＜
自
転
車
道
＞

（
２
）
自
転
車
の
利
用
環
境
の
整
備
と
活
用
促
進

○
地
方
公
共
団
体
が
行
う
自
転
車
通
行
空
間
整
備
に
つ
い
て
、

防
災
・
安
全
交
付
金
に
よ
り
重
点
的
に
支
援

○
東
京
2
3
区
内
に
お
い
て
、
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
計
画
を
策
定

し
、
概
ね
３
年
で
の
整
備
を
目
指
す
と
と
も
に
、
全
国
で
も
同
様

の
整
備
計
画
を
策
定
し
整
備
を
推
進

○
条
例
等
に
よ
る
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
へ
の
加
入
促
進
や

自
転
車
の
安
全
教
育
に
関
す
る
広
報
啓
発
の
実
施

○
「
自
転
車
通
勤
推
進
企
業
」
宣
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
活
用
し
、

自
転
車
通
勤
を
導
入
す
る
企
業
を
拡
大

○
新
た
な
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
策
定
し
、
自
転
車
通
行
空
間
の

計
画
的
な
整
備
や
安
全
で
快
適
な
利
用
環
境
の
創
出
を
推
進

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用

［
東
京
2
3
区
内
に
お
け
る
自
転
車
通
行
帯
等
の
整
備
状
況
］

練
馬
区

杉
並
区

世
田
谷
区

大
田
区

目
黒
区

品
川
区

港
区

渋
谷
区

中
野
区板
橋
区

北
区

足
立
区

葛
飾
区

荒
川
区

台
東
区

千
代
田
区

新
宿
区

江
東
区

中
央
区

江
戸
川
区

豊
島
区

墨
田
区

文
京
区

凡
例
整
備
済
R
2
整
備

対
象
区
域

・
自
転
車
活
用
推
進
法
に
基
づ
き
、
平
成
3
0
年
に
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
策
定

『
自
転
車
活
用
推
進
計
画
』
（
平
成
3
0
年
６
月
８
日
閣
議
決
定
）
（
Ｐ
6
8
参
照
）

・
地
方
版
自
転
車
活
用
推
進
計
画
参
1
策
定
済
み
自
治
体
数
は
8
9

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
参
2
策
定
済
み
自
治
体
数
は
2
0
3

(令
和
２
年
３
月
末
時
点
)

・
歩
行
者
と
分
離
さ
れ
た
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
延
長
は
約
2
,9
3
0
km

（
令
和
２
年
３
月
末
時
点
）

・
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
等
へ
の
加
入
の
義
務
付
け
等
に
関
す
る
状
況

義
務
化
：
1
5
都
府
県
・
８
政
令
指
定
市
（
令
和
２
年
３
月
末
時
点
）

努
力
義
務
：
1
1
道
県
・
２
政
令
指
定
市
（
令
和
２
年
３
月
末
時
点
）

・
「
自
転
車
通
勤
推
進
企
業
」
宣
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
令
和
２
年
４
月
創
設

令
和
２
年
８
月
2
7
日
に
、
2
4
の
企
業
・
団
体
を
「
宣
言
企
業
」
と
し
て
認
定

参
1
：
自
転
車
活
用
推
進
法
に
よ
り
、
都
道
府
県
や
市
町
村
が
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
自
転
車
活
用
推
進
計
画

参
2
：
市
町
村
が
道
路
管
理
者
や
警
察
等
に
よ
る
協
議
会
で
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る

路
線
を
選
定
し
、
そ
の
路
線
の
整
備
形
態
等
を
示
す
計
画

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞
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・
我
が
国
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
利
用
者
（
会
員
数
）
は
約
1
6
3
万
人
(令
和
元
年
)

か
ら
約
2
0
5
万
人
(令
和
２
年
)へ
と
約
1
.3
倍
に
増
加
参
1

・
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
本
格
導
入
都
市
数
は
、
５
年
間
で
7
5
都
市
（
平
成
2
7
年
３
月

末
時
点
）
か
ら
1
5
9
都
市
（
平
成
3
1
年
３
月
末
時
点
）
に
増
加

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
利
用
は
増
加
傾
向

金
沢
市
：
月
額
会
員
延
べ
利
用
人
数

1
,2
7
0
人
（
令
和
２
年
３
月
）
→
2
,3
2
2
人
（
令
和
２
年
５
月
）

福
岡
市
：
総
利
用
数

1
1
.6
万
回
（
令
和
２
年
１
月
）
→
1
7
.6
万
回
（
令
和
２
年
５
月
）

■
所
有
か
ら
共
有
へ
の
利
用
形
態
の
変
化
を
踏
ま
え
、
公
共
交
通
を
補
完
す
る
交
通
と
し
て
鉄
道
や
バ
ス
等
の
交
通

モ
ー
ド
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
自
転
車
等
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

（
３
）
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
活
用
の
促
進

○
道
路
空
間
を
活
用
し
た
交
通
モ
ー
ド
間
の
接
続
を
強
化
す
る
取
組
み

と
し
て
、
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
用
い
た
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
社
会
実

験
を
都
心
の
駅
周
辺
の
２
箇
所
で
実
施
参
2
し
、
必
要
性
や
課
題
等
に

つ
い
て
検
証

○
加
え
て
、
車
種
を
拡
大
し
た
実
験
を
実
施
し
、
結
果
を
踏
ま
え
て
道

路
空
間
を
活
用
し
た
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
全
国
で
の
導
入
に
向
け

た
運
用
指
針
案
を
策
定

○
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
と
公
共
交
通
機
関
等
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
、

自
転
車
利
用
状
況
の
デ
ー
タ
取
得
や
地
方
版
自
転
車
活
用
推
進
計
画

の
策
定
に
対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て
検
討

［
道
路
空
間
を
活
用
し
た
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
社
会
実
験
］

参
1
：
（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
調
べ

参
2
：
道
路
上
（
国
道
１
号
大
手
町
駅
付
近
、
国
道
1
5
号
新
橋
駅
付
近
）
に
お
い
て
、
小
型
モ
ビ
リ

テ
ィ
用
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
・
運
用
し
、
車
両
の
利
用
状
況
や
利
便
性
向
上
効
果
等
を
検
証

（
平
成
2
8
年
1
2
月
～
）

＜
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
箇
所
図
＞

＜
国
道
１
号
大
手
町
駅
S
T
＞

＜
1
人
乗
り
の
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
＞

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用
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■
高
齢
者
等
の
生
活
の
足
の
確
保
や
物
流
の
効
率
化
に
寄
与
す
る
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
に
普
及
促
進
さ
せ
る
た
め
、

自
動
運
転
に
対
応
し
た
道
路
空
間
の
基
準
等
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
実
装
に
向
け
た
自
治
体
等
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

・
政
府
目
標

2
0
3
0
年
ま
で
地
域
限
定
型
の
無
人
自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
全
国
1
0
0
箇
所
以
上

・
実
証
実
験
等
を
踏
ま
え
た
課
題
へ
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
か
ら
の
支
援

G
P
S
受
信
、
セ
ン
サ
ー
性
能
低
下
に
よ
り
、
自
己
位
置
特
定
に
課
題

高
精
度
G
P
S
で
の
自
己
位
置
特
定
の
不
具
合
：
約
1.
4回
／
10
km
（
人
家
連
担
部
）

約
1.
7回
／
10
km
（
山
間
部
）

令
和
２
年
５
月
、
自
動
運
転
車
の
運
行
を
補
助
す
る
施
設
（
磁
気
マ
ー
カ
ー
等
）
を

道
路
法
へ
自
動
運
行
補
助
施
設
と
し
て
道
路
附
属
物
へ
位
置
付
け

・
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
社
会
実
装

道
の
駅
「
か
み
こ
あ
に
」
(秋
田
県
)で
は
、
本
格
導
入
後
約
3
0
0
日
間
に
亘
る
安
全

な
運
行
管
理
、
延
べ
4
,0
0
0
km
を
超
え
る
安
全
な
走
行
を
継
続
中

・
令
和
元
年
1
1
月
、
自
動
運
転
に
対
応
し
た
道
路
空
間
検
討
会
「
中
間
と
り
ま
と
め
」

イ
ン
フ
ラ
か
ら
の
支
援
等
を
政
府
目
標
に
向
け
た
対
応
す
べ
き
事
項
と
し
て
提
言

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

［
自
動
運
行
補
助
施
設
の
概
要
］

〇
道
路
附
属
物
へ
新
た
に
位
置
づ
け
た
磁
気
マ
ー
カ
ー
等
の
自
動
運
行
補

助
施
設
の
技
術
基
準
類
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

社
会
実
装
に
向
け
た
地
方
の
計
画
的
な
取
組
み
を
重
点
的
に
支
援

○
中
山
間
地
域
に
お
け
る
道
の
駅
等
を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
社
会
実
装
を
果
た
し
た
道
の
駅
「
か
み
こ
あ
に
」
に
続
き
、

準
備
が
整
っ
た
箇
所
か
ら
順
次
、
社
会
実
装
（
Ｐ
7
9参
照
）

○
今
後
、
自
動
運
転
に
対
応
し
た
走
行
空
間
の
確
保
や
合
流
部
に
お
け
る
道
路

側
か
ら
の
支
援
等
に
係
る
基
準
等
を
新
た
に
整
備

○
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
求
め
ら
れ
る
移
動
環
境
の
変
化
を
見
据
え
、
自
動
運

転
の
ま
ち
な
か
空
間
へ
の
展
開
等
に
向
け
望
ま
し
い
道
路
空
間
を
検
討

し
、
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
証

［
自
動
運
転
に
対
応
し
た
道
路
空
間
の
基
準
等
を
整
備
]

自
動
運
転
車
の
運
行
を
補
助
す
る
施
設
を
道
路
附
属
物
に
「
自
動
運
行
補
助
施
設
」

と
し
て
位
置
付
け
（
民
間
事
業
者
の
場
合
は
占
用
物
件
）

ま
ち
な
か
空
間
や
運
行
車
両
の
安
全
確
保
に
向
け
「
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め

る
と
と
も
に
、
自
動
運
転
に
対
応
し
た
道
路
空
間
に
係
る
基
準
等
を
整
備

<
専
用
の
走
行
空
間
確
保
>

<
通
信
を
活
用
し
た
合
流
点
等
の
支
援
>

本
線
の
情
報
自
動
運
転
車

情
報
提
供
施
設

本
線
セ
ン
サ

本
線
状
況
の
把
握

磁
気
マ
ー
カー

（
４
）
自
動
運
転
の
普
及
・
促
進
に
向
け
た
道
路
側
か
ら
の
支
援

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用
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参
1
：
自
動
車
専
用
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
、
都
市
高
速
、
そ
の
他
自

動
車
専
用
道
路
）
、
幹
線
道
路
（
一
般
国
道
、
主
要
地
方
道
、
都
道
府
県
道
（
自
動
車
専
用
道
路
と

の
重
複
は
除
く
）
）
、
生
活
道
路
（
そ
れ
以
外
の
道
路
（
道
路
法
上
以
外
の
道
路
も
含
ま
れ
る
）
）

参
2
：
幹
線
道
路
に
お
け
る
集
中
的
な
交
通
事
故
対
策
の
実
施
を
目
的
に
、
警
察
庁
と
国
土
交
通
省
が

合
同
で
指
定
す
る
交
差
点
や
単
路
部
（
平
成
2
8
年
度
）

参
3
 :
生
活
道
路
の
交
通
安
全
の
確
保
に
向
け
、
道
路
管
理
者
と
し
て
生
活
道
路
の
ゾ
ー
ン
対
策
や

区
間
対
策
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
区
域

参
4
：
未
就
学
児
等
及
び
高
齢
運
転
者
の
交
通
安
全
緊
急
対
策
（
令
和
元
年
６
月
1
8
日
、
昨
今
の
事
故
情

勢
を
踏
ま
え
た
交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）

・
昨
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
3
,2
1
5
人
で
３
年
連
続
で
戦
後
最
少
を
更
新

・
道
路
種
別
参
1
の
死
傷
事
故
率
は
、
自
動
車
専
用
道
路
８
件
/億
台
キ
ロ
、
幹
線
道
路

6
4
件
/億
台
キ
ロ
、
生
活
道
路
1
4
2
件
/億
台
キ
ロ
で
、
自
動
車
専
用
道
路
が
最
少

（
平
成
2
7
年
）

・
人
口
1
0
万
人
あ
た
り
の
自
動
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
死
者
数
は
G
7
の
中
で
最
少

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
で
は
２
番
目
に
多
い
（
令
和
元
年
）

[自
動
車
乗
車
中
]
最
少
日
本
1
.1
人
､最
多
ア
メ
リ
カ
7
.8
人

[歩
行
自
転
車
乗
用
中
]
最
少
カ
ナ
ダ
0
.9
人
､最
多
ア
メ
リ
カ
2
.1
人
､日
本
1
.8
人

・
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
死
者
数
の
約
半
数
は
自
宅
か
ら
5
0
0
m
以
内
の
身
近
な

道
路
で
発
生
（
令
和
元
年
）

・
幹
線
道
路
の
「
事
故
危
険
箇
所
」
参
2
は
、
3
,1
2
5
箇
所

・
「
生
活
道
路
対
策
エ
リ
ア
」
参
3
登
録
数
は
、
1
,2
0
8
エ
リ
ア
（
令
和
２
年
３
月
末
）

・
未
就
学
児
が
日
常
的
に
集
団
で
移
動
す
る
経
路
の
緊
急
安
全
点
検
参
4
等
を
踏
ま
え
、
各

道
路
管
理
者
に
よ
る
対
策
が
必
要
な
箇
所
は
約
2
8
,0
0
0
箇
所
。
約
８
割
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
中
に
対
策
完
了
見
込
み
（
令
和
２
年
１
月
時
点
調
べ
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

■
幹
線
道
路
の
更
な
る
安
全
性
を
高
め
つ
つ
、
自
動
車
交
通
の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
道
路
に
お
い
て
速
度
抑
制

や
通
過
交
通
の
進
入
抑
制
を
図
る
面
的
対
策
等
に
よ
り
、
歩
行
者
・
自
転
車
中
心
の
空
間
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
幹
線
道
路
と
生
活
道
路
の
機
能
分
化
に
よ
る
、
よ
り
安
全
な
幹
線
道
路
へ

の
交
通
転
換
を
促
進

○
幹
線
道
路
に
お
い
て
、
事
故
多
発
箇
所
に
加
え
潜
在
的
な
危
険
箇
所
も
含

め
た
「
事
故
危
険
箇
所
」
に
対
す
る
、
集
中
的
な
対
策
を
推
進

○
「
通
学
路
」
と
「
未
就
学
児
が
移
動
す
る
経
路
」
の
課
題
箇
所

に
お
い
て
、
個
別
の
歩
道
整
備
等
に
加
え
、
通
過
交
通
を
幹
線

道
路
へ
転
換
す
る
た
め
の
交
差
点
改
良
や
ハ
ン
プ
の
設
置
等
の

総
合
的
な
対
策
を
推
進

○
生
活
道
路
に
お
け
る
速
度
低
下
や
進
入
抑
制
を
促
す
た
め
、
速

度
規
制
（
ゾ
ー
ン
３
０
）
を
実
施
す
る
警
察
と
の
連
携
体
制
構

築
等
に
よ
り
、
面
的
対
策
を
効
果
的
に
推
進

○
関
係
行
政
機
関
等
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
計
画
的
集
中
的
に
実

施
し
て
い
く
面
的
対
策
等
に
対
し
、
個
別
補
助
に
よ
り
支
援

○
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
危
険
箇
所
の
分
析
に
か
か
る
、

コ
ス
ト
削
減
等
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
合
意
形
成
を

行
う
地
方
公
共
団
体
・
地
区
を
拡
大

（
５
）
安
全
で
安
心
な
移
動
空
間
の
整
備

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用

〈
ハ
ン
プ
設
置
〉

保
育
園

慢
性
的
な
渋
滞
等
発
生

小
学
校

＜
交
差
点
改
良
＞

幹
線
道
路
対
策

抜
け
道

転 換

面
的
対
策

（
速
度
低
下
や
進
入
抑
制
等
）

［
通
学
路
と
未
就
学
児
の
移
動
経
路
の
総
合
的
な
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
］

生 活 道 路

幹 線 道 路

※
防
護
柵
、
路
面
標
示
、
歩
道
等

も
適
宜
整
備

面
的
対
策

幹
線
道
路
対
策
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■
全
て
の
人
が
安
全
に
安
心
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
地
域
・
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
の
主
要
な
鉄
道
駅
や

観
光
地
の
周
辺
の
道
路
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
し
ま
す
。

■
全
国
の
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
「
道
の
駅
」
に
お
け
る
子
育
て
応
援
施
設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
特
定
道
路
参
1
の
指
定
拡
大

約
1
,7
0
3
㎞
[3
0
2
自
治
体
](
平
成
2
0
年
1
2
月
) 
⇒
 約
4
,4
4
7
㎞
[4
7
8
自
治
体
](
令
和
元
年
７
月
)

［
整
備
率
：
約
6
5
％
(令
和
２
年
３
月
)］

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
（
令
和
２
年
５
月
1
3
日
成
立
）

基
準
適
合
施
設
と
し
て
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
参
2
を
位
置
づ
け

・
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
「
道
の
駅
」
に
お
け
る
主
な
子
育
て
応
援
施
設
整
備
状
況

○
高
齢
者
、
障
害
者
を
対
象
と
し
た
従
来
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
か
ら
、

妊
婦
や
子
供
連
れ
な
ど
、
全
て
の
人
が
安
全
で
快
適
に
移
動
で
き
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
進
め
る
た
め
、
多
様
な
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
道
路
構
造
の
工
夫
を
盛
込
ん
だ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
を
策
定
し
、
情
報
発
信
を
実
施

○
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造
基
準
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法

の
基
準
を
定
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進

○
全
国
の
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
国
が
整
備
し
た
「
道
の

駅
」
に
お
い
て
、
子
育
て
応
援
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、
令
和
３

年
度
を
目
途
に
整
備
を
完
了

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

［
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
イ
メ
ー
ジ
］

＜
2
4
時
間
利
用
可
能
な
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
＞

［
子
育
て
応
援
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
］

＜
妊
婦
向
け
屋
根
付
き
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
＞

整
備
率
（
令
和
2
年
3
月
）

2
4
時
間
利
用
可
能
な

ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー

妊
婦
向
け
屋
根
付
き

優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
2
2
0
施
設
※
）

※
現
在
、
商
業
施
設
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
8
7
%
（
1
9
2
施
設
）
1
0
0
%
（
2
2
0
施
設
）

国
整
備
の
「
道
の
駅
」
（
2
7
8
施
設
）
2
9
%
（
8
2
施
設
）
5
1
%
（
1
4
2
施
設
）

［
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
］

＜
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
用
い
た
案
内
標
識
＞
＜
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
の
運
行
＞

（
６
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用

凡
例

指
定
済
み
特
定
道
路

指
定
拡
大
し
た
特
定
道
路

郵
便
局

病
院

病
院

路
外
駐
車
場

路
外
駐
車
場

福
祉
施
設

福
祉
施
設 図
書
館駅

官
公
庁

特
別
支
援
学
校

＜
指
定
拡
大
の
考
え
方
＞

・
こ
れ
ま
で
の
特
定
道
路
は
、

主
要
鉄
道
駅
と
福
祉
施
設

等
を
結
ぶ
道
路
を
線
的
に

指
定

・
指
定
拡
大
し
た
特
定
道
路

は
、
福
祉
施
設
等
を
相
互

に
結
ぶ
道
路
を
指
定
の
要

件
に
加
え
、
面
的
に
指
定

道
路
空
間
の
再
配
分

一
部
段
差
を
な
く
し
た
縁
石

路
面
標
示
に
よ
る
案
内

バ
ス
乗
降
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
縁
石
の
前
出
し

参
1
：
生
活
関
連
経
路
を
構
成
す
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
の
う
ち
、
多
数
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の

移
動
が
通
常
徒
歩
で
行
わ
れ
る
道
路
（
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
）

参
2
：
道
路
法
に
規
定
す
る
特
定
車
両
停
留
施
設
の
う
ち
、
バ
ス
等
の
旅
客
の
乗
降
の
た
め
の
施
設
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■
道
路
の
防
災
性
の
向
上
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
良
好
な
景
観
の
形
成
や
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
、

新
た
な
無
電
柱
化
推
進
計
画
を
策
定
し
、
無
電
柱
化
を
推
進
し
ま
す
。

（
７
）
無
電
柱
化
の
推
進

参
1
：
直
轄
国
道
の
緊
急
輸
送
道
路
（
約
2
万
km
）
は
、
平
成
2
8
年
4
月
か
ら
道
路
法
第
3
7
条
に

基
づ
く
措
置
を
実
施

（
4
5
都
府
県
9
3
市
町
村
（
約
7
万
5
千
km
）
に
お
い
て
も
実
施
（
令
和
2
年
3
月
末
時
点
）
）

参
2
：
道
路
法
3
7
条
に
関
す
る
運
用
指
針
を
発
出
（
平
成
3
1
年
4
月
1
日
）

［
占
用
制
限
の
対
象
道
路
］

＜
幅
員
が
狭
く
交
通
が
ふ
く
そ
う
す
る
道
路
＞

・
海
外
の
主
要
都
市
に
比
べ
、
我
が
国
の
無
電
柱
化
は
遅
れ
て
い
る
状
況

※
１
東
京
2
3
区
:８
％
(令
和
元
年
度
末
)､
大
阪
市
:６
％
(令
和
元
年
度
末
)

※
２
ロ
ン
ド
ン
･パ
リ
･香
港
:1
0
0
％
(平
成
1
6
年
)､
台
北
:9
6
％
(平
成
2
7
年
)､

東
京
2
3
区
:4
8
％
(令
和
元
年
度
末
)､
大
阪
市
:4
6
％
(令
和
元
年
度
末
)

※
1
：
道
路
延
長
ベ
ー
ス
※
2
：
ケ
ー
ブ
ル
延
長
ベ
ー
ス

・
台
風
1
5
号
の
暴
風
に
よ
り
千
葉
県
を
中
心
に
約
2
,0
0
0
本
の
電
柱
が
倒
壊
、
折
損

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
現
行
の
無
電
柱
化
推
進
計
画
(約
1
,4
0
0
km
)(
Ｐ
6
7
参
照
)及
び
３
か

年
緊
急
対
策
(約
1
,0
0
0
km
)の
合
計
約
2
,4
0
0
km
の
無
電
柱
化
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
、
着
実
に
事
業
を
推
進

○
設
計
時
の
コ
ス
ト
比
較
の
徹
底
、
浅
層
埋
設
等
の
普
及
や
、
新
技

術
・
新
工
法
の
導
入
に
よ
る
更
な
る
低
コ
ス
ト
化
を
促
進

○
関
係
省
庁
と
連
携
し
な
が
ら
包
括
発
注
の
仕
組
み
を
導
入
し
、
同
時
施

工
や
調
整
の
円
滑
化
を
図
り
、
無
電
柱
化
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

促
進

○
緊
急
輸
送
道
路
参
1
や
幅
員
が
著
し
く
狭
い
歩
道
等
の
新
設
電
柱
の

占
用
を
禁
止
参
2
し
、
道
路
事
業
や
市
街
地
開
発
事
業
等
の
実
施
時
に

技
術
上
困
難
な
場
合
を
除
い
て
原
則
無
電
柱
化
す
る
ほ
か
、
既
設
電

柱
の
占
用
制
限
に
向
け
た
調
整
を
加
速

○
無
電
柱
化
の
一
層
の
推
進
を
図
る
べ
く
、
関
係
事
業
者
と
連
携
し
、

「
無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
次
期
無
電
柱
化
推

進
計
画
を
策
定
し
、
新
た
な
目
標
を
設
定
し
て
事
業
を
推
進

［
電
柱
の
倒
壊
に
よ
る
道
路
閉
塞
］

［
新
技
術
活
用
手
法
の
例
］

管
路
の
浅
層
埋
設

小
型
ボ
ッ
ク
ス
活
用
埋
設
角
型
多
条
電
線
管

技
術
的
検
証
を
踏
ま
え
た

基
準
緩
和
に
よ
り
、
従
来

よ
り
も
浅
い
位
置
に
管
路

等
を
埋
設

電
力
・
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の

離
隔
距
離
に
関
す
る
技
術

的
検
証
を
踏
ま
え
、
小
さ

な
収
容
空
間
に
埋
設

安
価
で
弾
性
が
あ
り
施

工
性
に
優
れ
た
角
型
多

条
電
線
管
を
道
路
の
地

下
に
埋
設

通
信
ケ
ー
ブ
ル

電
力
ケ
ー
ブ
ル

交
通
量
の
少
な
い
生
活
道
路
の
場
合

8
0
cm

3
5
cm

4
5
cm

従
前

舗 装 厚 5
0 を 想 定

径
1
5
cm
未
満

cm

＜
千
葉
県
館
山
市
船
形
＞

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用
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（
８
）
踏
切
対
策
の
推
進

・
踏
切
事
故
は
約
１
日
１
件
、
約
４
日
に
１
人
死
亡

・
死
亡
者
数
8
4
人
の
う
ち
、
約
5
割
が
6
5
歳
以
上

(令
和
元
年
度
)

・
平
成
2
8
年
の
踏
切
法
改
正
後
５
年
間
で
全
国
1
,1
8
0
箇
所
の
踏
切
道
を
法
指
定

・
指
定
し
た
踏
切
道
の
約
８
割
で
対
策
決
定
し
、
約
５
割
で
対
策
完
了
(令
和
２
年
度
)

・
改
良
す
べ
き
踏
切
道
の
指
定
期
限
が
令
和
２
年
度
ま
で

・
平
成
3
0
年
６
月
の
大
阪
北
部
地
震
に
お
い
て
、
多
数
の
踏
切
道
が
遮
断
さ
れ
、

緊
急
自
動
車
が
大
幅
に
迂
回
を
迫
ら
れ
る
な
ど
救
急
活
動
等
へ
の
支
障
が
発
生

［
踏
切
対
策
の
見
え
る
化
の
推
進
］

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

■
踏
切
道
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
た
め
、
改
良
す
べ
き
踏
切
道
の
指
定
期
限
の
延
長
と
と
も
に
、
改
良
方
法

の
更
な
る
拡
充
や
災
害
時
の
長
時
間
遮
断
対
策
と
し
て
管
理
方
法
を
定
め
る
取
組
等
の
検
討
を
推
進
し
ま
す
。

［
H
2
3
～
H
2
7
］
［
H
2
8
～
R
2
］

2
2
8

1
,1
8
0

法
指
定
数

［
踏
切
対
策
の
様
々
な
取
組
事
例
］

歩
行
者
の
滞
留
を
考
慮
し
た
拡
幅
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
通
学
時
等
の
歩
行
者
空
間
を
確
保

＜
歩
行
者
滞
留
を
考
慮
し
た
踏
切
拡
幅
＞

（
横
浜
市
の
事
例
）

作 成 ・ 公 表

＜
踏
切
安
全
通
行
カ
ル
テ
＞

対
策
状
況

約
８
割
で

対
策
が
決
定

約
5
割
で

対
策
が
完
了

対
策
完
了

6
0
2
箇
所

5
1
%

対
策
中

3
4
9
箇
所

3
0
%

検
討
中

2
2
9
箇
所

1
9
%

N
=
1
,1
8
0

改
札
口
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
転
換
を
図
り
、
踏
切
道
の
交
通
量
を
減
少

＜
改
札
口
の
追
加
＞

（
姫
路
市
の
事
例
）

駅
舎

既
設
改
札
口

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

踏
切
等

転
換

交
通
転
換
後
の
ル
ー
ト

新
設
改
札
口

＜
踏
切
周
辺
対
策
＞

（
札
幌
市
の
事
例
）

踏
切
周
辺
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
立
体
交
差
道
路
へ
交
通
転
換

を
図
り
、
踏
切
道
を
除
却

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

踏
切
等
(除
却
)

転
換

交
通
転
換
後
の
ル
ー
ト

周
辺
道
路
の
整
備

事
業
進
捗
状
況

法
指
定

［
協
議
会
に
お
い
て
協
議
］

対
策
立
案
・

改
良
計
画
作
成
対
策
実
施
効
果
検
証

計
画
検
討
状
況

効
果
検
証

協
議
や
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
「
見
え
る
化
」

〇
平
成
2
8
年
の
踏
切
法
改
正
に
よ
り
、
改
良
方
法
の
決
定
を
道
路
管
理

者
等
に
委
ね
た
結
果
、
各
地
で
様
々
な
取
組
を
実
施

〇
踏
切
対
策
の
確
実
な
実
施
及
び
着
実
な
効
果
発
現
の
た
め
「
踏
切
安

全
通
行
カ
ル
テ
」
の
作
成
・
公
表
や
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
を
通

じ
て
効
果
検
証
も
含
め
た
プ
ロ
セ
ス
の
「
見
え
る
化
」
を
推
進

〇
更
な
る
踏
切
対
策
の
推
進
の
た
め
、
踏
切
法
改
正
に
向
け
た
検
討
を

推
進
・
踏
切
周
辺
道
路
の
整
備
な
ど
改
良
方
法
の
更
な
る
拡
充

・
災
害
時
の
長
時
間
遮
断
対
策
と
し
て
、
遮
断
時
間
に
関
す
る
情
報

提
供
や
早
期
の
遮
断
の
解
消
な
ど
管
理
方
法
を
定
め
る
取
組

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用

＜
そ
の
他
の
事
例
＞

・
連
続
立
体
交
差
化

・
単
独
立
体
交
差
化

・
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
等
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■
地
域
に
お
け
る
観
光
拠
点
等
の
機
能
強
化
に
あ
わ
せ
て
、
広
域
的
な
観
光
周
遊
ル
ー
ト
等
に
お
け
る
人
の
移
動
を
安
全

で
円
滑
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
創
生
に
資
す
る
観
光
地
域
づ
く
り
や
国
内
観
光
の
振
興
を
支
援
し
ま
す
。

（
９
）
観
光
振
興
の
推
進

参
1
：
平
成
2
9
年
度
観
光
庁
調
べ

参
2
：
平
成
3
0
年
度
国
際
航
空
旅
客
動
態
調
査
（
航
空
局
）

・
令
和
元
年
訪
日
外
国
人
旅
行
者
3
,1
8
8
万
人
（
平
成
2
4
年
の
3
.8
倍
）

・
訪
日
外
国
人
観
光
客
を
対
象
と
し
た
調
査
に
お
い
て
、
公
衆
無
線
LA
N
環
境
や

多
言
語
表
示
等
の
情
報
提
供
手
段
に
対
す
る
不
満
が
上
位
参
1

・
空
港
ア
ク
セ
ス
に
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
た
訪
日
外
国
人
約
1
8
0
万
人
参
2

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

［
日
本
風
景
街
道
の
推
進
］

＜
支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト
＞

（
北
海
道
）

○
レ
ン
タ
カ
ー
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
外
国
人
特
有
の
危
険
箇

所
の
特
定
や
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
事
故
対
策
を
推
進

○
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
等
に
お
け
る
走
行
環
境
や
受
入
環
境
を
整
備

○
道
を
舞
台
と
し
た
地
域
の
風
景
を
育
む
活
動
を
行
う
日
本
風
景
街
道

に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
や
道
の
駅
等
と
の
協
働
関
係
を
一
層
強
化

○
高
速
道
路
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
や
多
言
語
表
記
、
地
図
標
識
の
活
用
、

案
内
看
板
の
集
約
な
ど
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
道
案
内
を
推
進

○
観
光
拠
点
ま
で
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
に
よ
る
情
報
提
供
や
駐
車
場
の
予
約
専
用
化
を
推
進

○
道
の
駅
や
S
A
・
P
A
に
お
け
る
F
re
e
 W
i-
F
iの
導
入
や
JN
T
O
認
定
外

国
人
観
光
案
内
所
等
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環
境
の
整
備
を
促
進

【
広
域
的
な
観
光
周
遊
を
支
援
す
る
サ
イ
ン
や
休
憩
施
設
等
の
充
実
】

【
観
光
地
へ
の
安
全
で
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
の
実
現
】

【
観
光
資
源
と
し
て
の
道
路
機
能
の
強
化
】

○
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
の
た
め
、
高
速
道
路
の
周
遊
定
額
パ
ス
の

利
用
を
促
進

【
観
光
振
興
に
特
化
し
た
高
速
道
路
料
金
施
策
】

［
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
］ （
令
和
元
年
1
1
月
７
日
､第
一
次
ル
ー
ト
を
指
定
）

＜
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
＞
＜
ビ
ワ
イ
チ
＞

＜
し
ま
な
み
海
道

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
＞

［
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の
向
上
］

P

P

＜
道
の
駅
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点
化
の
イ
メ
ー
ジ
＞

・
ト
イ
レ
／
給
水

・
シ
ャ
ワ
ー
／
更
衣
室

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ

等
の
設
置

・
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク

・
工
具
／
空
気
入
れ
の
貸
出

・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

・
ロ
ッ
カ
ー
（
一
時
荷
物
預
り
）

［
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
設
置
］

＜
観
光
案
内
等
の
情
報
提
供
を
実
施
＞

［
広
域
的
な
観
光
周
遊
の
支
援
］

世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る

明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

＜
世
界
遺
産
の
案
内
サ
イ
ン
＞

（
山
口
県
萩
市
）

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用
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■
2
0
2
0
年
か
ら
を
「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
位
置
づ
け
、
「
道
の
駅
」
が
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速
す
る

拠
点
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
活
力
あ
る
地
域
デ
ザ
イ
ン
に
も
貢
献
す
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

(１
０
) 
「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
推
進

・
1
9
9
3
年
の
制
度
創
設
以
来
、
全
国
に
1
,1
8
0
駅
設
置
（
2
0
2
0
年
７
月
時
点
）

・
2
0
1
9
年
1
1
月
に
提
言
『
「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ
ー
ジ
へ
』
参
1
を
大
臣
に
手
交

・
2
0
2
0
年
５
月
に
緊
急
提
言
『
全
国
道
の
駅
の
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
を
見
据
え

た
進
化
に
つ
い
て
』
を
大
臣
に
手
交

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
地
域
の
観
光
を
加
速
す
る
拠
点
と
し
て
、
外
国
人
観
光
案
内
所
の

認
定
取
得
や
風
景
街
道
、
民
間
企
業
等
と
の
連
携
を
推
進

○
災
害
時
に
広
域
的
な
防
災
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を
「
防
災
道

の
駅
」
と
し
て
認
定
し
、
防
災
機
能
の
強
化
を
推
進

○
子
育
て
応
援
施
設
、
高
齢
者
の
生
活
の
足
を
確
保
す
る
た
め
の
自

動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
、
大
学
等
と
連
携
し
た

商
品
開
発
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
等
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が

活
躍
す
る
地
域
の
拠
点
機
能
の
強
化
を
推
進

○
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
非
常
時
に
お
い
て
も
、
「
道
の
駅
」
が
地
域

住
民
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た
休
憩
施
設
や
情
報
提
供
施
設
の
整

備
等
の
イ
ン
フ
ラ
強
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
導
入
等
を
推
進

○
災
害
時
の
「
道
の
駅
」
の
被
災
状
況
の
把
握
、
ま
た
平
時
に
お
け

る
長
時
間
駐
車
や
不
適
切
な
利
用
の
防
止
の
た
め
、
A
Iカ
メ
ラ
等

を
活
用
し
た
「
道
の
駅
」
の
駐
車
場
利
用
実
態
の
把
握
を
推
進

[2
0
2
5
年
に
向
け
た
主
な
取
組
目
標
]

道
の
駅
「
阿
蘇
」

道
の
駅

「
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
」

道
の
駅

「
パ
レ
ッ
ト
ピ
ア
大
野
」

参
1
：
第
１
ス
テ
ー
ジ
（
1
9
9
3
年
～
）
は
『
通
過
す
る
道
路
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
』
、

第
２
ス
テ
ー
ジ
（
2
0
1
3
年
～
）
は
『
道
の
駅
自
体
が
目
的
地
』
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
取

組
を
推
進
。
道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
Ｐ
7
8
参
照

・
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
活
躍
す
る
地
域
の
拠
点
機
能
の
強
化

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
対
応
強
化

・
防
災
機
能
の
強
化

2
0
2
5
年
5
0
%
以
上

<
対
象
駅
>
観
光
案
内
所
の
あ
る
道
の
駅
約
9
5
0
駅

多
言
語
対
応

外
国
人
観
光

案
内
所
の
認
定

約
5
0
0
駅

約
2
0
0
駅

地
域
防
災

B
C
P
の
策
定

2
0
2
5
年

1
0
0
%

<
対
象
駅
>
地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
道
の
駅
約
5
0
0
駅

15
駅

約
50
0駅

子
育
て
応
援

<
対
象
駅
>
全
国
の
道
の
駅
1
,1
8
0
駅

ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー

の
設
置

2
0
2
5
年
5
0
%
以
上

約
20
0駅

約
60
0駅

７
月
時
点
2
1
% 7
月
時
点
3
%

７
月
時
点
1
7
%

[道
の
駅
と
民
間
企
業
の
連
携
]

[ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
へ
の
対
応
]

デ
ジ
タル
サ
イネ
ー
ジ
に
よる
情
報
提
供
や

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
の
導
入

「道
の
駅
」と
連
携
して
、周
辺
の
観
光
資
源
の
発
掘
や

隣
接
した
宿
泊
特
化
型
ホ
テ
ル
を
拠
点
とし
た
観
光
を提
案

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用
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・
交
通
対
策
を
行
わ
な
い
場
合
、
大
会
期
間
中
の
首
都
高
の
渋
滞
は
通
常
の

約
２
倍
に
悪
化
し
、
円
滑
な
大
会
運
営
と
経
済
・
生
活
に
影
響

・
重
点
整
備
区
間
の
道
路
に
お
い
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を

2
0
2
0
年
度
内
に
完
了
予
定

（
１
１
）
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た
取
組

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

＜
対
象
車
両
＞

一
般
道
か
ら
首
都
高
へ
の
転
換
抑
制

￥
1
,0
0
0
円
（
一
律
）

※
通
常
料
金
に
上
乗
せ

５
割
引

※
通
常
料
金

か
ら
割
引

５
割
引

※
通
常
料
金

か
ら
割
引

首
都
高
の
利
用
を
夜
間
へ
シ
フ
ト

通
常
料
金

通
常
料
金

料
金
上
乗
せ
（
都
内
区
間
）

通
常
料
金

0
時

4
時
6
時

2
2
時
0
時

4
時
6
時

夜
間
割
引

（
首
都
高
全
線
）

夜
間
割
引

（
首
都
高
全
線
）

○
大
会
期
間
中
に
お
け
る
首
都
高
の
流
動
確
保
の
た
め
、
首
都
高

の
料
金
施
策
等
を
実
施

○
会
場
周
辺
で
の
駐
車
場
探
し
に
よ
る
う
ろ
つ
き
を
抑
え
る
た
め
の

事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
郊
外
で
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

を
促
進

○
ア
ス
リ
ー
ト
・
観
客
の
暑
熱
対
策
と
し
て
、
道
路
緑
化
の
実
施
等
､

道
路
空
間
の
温
度
上
昇
抑
制
に
向
け
た
取
組
を
実
施

○
美
し
い
都
市
景
観
の
創
出
等
の
観
点
か
ら
、
無
電
柱
化
や
道
路
施

設
の
美
装
化
を
実
施

※
ワ
ン
タ
イ
ム
利
用
も
可
能

予
約
し
た
駐
車
場
へ
駐
車

各
社
共
通
の

予
約
シ
ス
テ
ム

予
約

予
約

予
約

観
客
の
会
場
周
辺
に
お
け
る
マ
イ
カ
ー
で
の
う
ろ
つ
き
や
駐
車
待
ち
に
よ
る
渋
滞
を
抑
制

＜
事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
＞

［
首
都
高
の
料
金
施
策
］

【
夜
間
割
引
】
全
車
種
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
）
に
適
用

【
料
金
上
乗
せ
】
マ
イ
カ
ー
等
を
対
象
に
適
用

（
公
共
交
通
､物
流
車
両
､障
害
者
､福
祉
車
両
､緊
急
車
両
は
対
象
外
）

【
料
金
上
乗
せ
】
普
通
車
以
下
の
全
て
に
適
用

現
金
車

Ｅ
Ｔ
Ｃ

東
京
2
0
2
0
大
会
に
お
け
る
首
都
高
速
道
路
の
料
金
施
策
に
関
す
る
方
針
（
東
京
都
・
組
織
委
員
会
）
よ
り
作
成

＜
料
金
施
策
の
内
容
＞

大
会
期
間
（
開
閉
会
式
前
後
を
含
む
）
3
5
日
間
に
適
用

（
2
0
2
1
年
７
月
1
9
日
～
８
月
９
日
､８
月
2
4
日
～
９
月
５
日
）

W
E
B
等
で

事
前
予
約

[駐
車
場
事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
］

＜
道
路
緑
化
に
よ
る
緑
陰
形
成
＞

＜
道
路
占
用
の
許
可
基
準
緩
和
に
よ
る

ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
等
の
設
置
の
推
進
＞

［
ア
ス
リ
ー
ト
・
観
客
の
暑
熱
対
策
］

４
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利
活
用

■
大
会
関
係
者
等
の
円
滑
な
輸
送
を
実
現
す
る
た
め
、
首
都
高
の
追
加
対
策
等
を
実
施
し
ま
す
。

■
大
会
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
・
観
客
の
暑
熱
対
策
と
し
て
の
道
路
空
間
の
温
度
上
昇
抑
制
対
策
等
を

実
施
し
ま
す
。
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■
IC
T
施
工
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
構
造
物
点
検
や
日
常
の
維
持
管
理
の
高
度
化
・
効
率
化
を
実
現
し
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
て
、
日
常
の
維
持
管
理
に
係
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
異
常
処
理
の
リ
ー
ド
タ

イ
ム
や
規
制
時
間
な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
適
化
を
図
り
、
損
傷
箇
所
・
落
下
物
な
ど
の
早

期
発
見
・
早
期
処
理
を
実
現
し
ま
す
。

（
１
）
IT
技
術
・
新
技
術
の
総
動
員
に
よ
る
高
レ
ベ
ル
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
建
設
後
5
0
年
を
経
過
し
た
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
の
割
合
が
1
0
年
後
に
急
増

【
橋
梁
】
（
2
0
2
0
年
時
点
）
約
3
0
％
→
（
2
0
3
0
年
時
点
）
約
5
5
％

【
ト
ン
ネ
ル
】
（
2
0
2
0
年
時
点
）
約
2
2
％
→
（
2
0
3
0
年
時
点
）
約
3
6
％

・
時
間
5
0
m
m
を
越
え
る
豪
雨
の
発
生
件
数
は
3
0
年
前
の
1
.4
倍
に
増
加
し
て
お
り
、

近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化

・
道
路
の
維
持
管
理
に
は
建
設
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
だ
が
、
技
能
者
数
は

ピ
ー
ク
時
よ
り
約
1
3
0
万
人
減
少
。
ま
た
高
齢
化
も
進
行

【
技
能
者
】
（
1
9
9
7
年
）
4
5
5
万
人
→
 （
2
0
1
9
年
）
3
2
4
万
人

【
建
設
業
就
業
者
5
5
歳
以
上
の
割
合
】
(1
9
9
7
年
) 
約
2
4
%
 →
 (
2
0
1
9
年
) 
約
3
5
%

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

道
路
巡
回
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

車
載
ｶ
ﾒ
ﾗ
搭
載
に
よ
る

映
像
共
有

除
雪
作
業
の
自
動
化

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化

新
技
術
の

活
用
促
進

更
な
る
分
野
の
効
率
化

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

基
盤
地
図
情
報
・
三
次
元
点
群
デ
ー
タ
な
ど

［
IC
T
・
A
I技
術
を
活
用
し
た
施
工
・
点
検
・
維
持
管
理
の
高
度
化
・
効
率
化
］

事
務
所
・
出
張
所

巡
回
作
業
現
場
、
災
害
現
場

タ
ブ
レ
ッ
ト
の

G
PS
を
活
用
し
て

自
動
的
に
現
在
位
置
を
指
定

＜
道
路
巡
回
支
援
シ
ス
テ
ム
＞

現
場
で
入
力
し
た
詳
細
情
報
が

閲
覧
可
能

［
地
方
整
備
局
等
に
お
け
る
活
用
事
例
］

AI
に
よ
る
自
動
検
知
の
イ
メ
ー
ジ

（
滞
留
車
両
の
発
生
）

５
道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

〇
令
和
５
年
度
ま
で
の
全
て
の
公
共
工
事
に
お
い
て
、
B
IM
/C
IM
を

原
則
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
3
次
元
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
IC
T
施
工
な
ど
、
i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n
を
推
進

〇
安
心
・
安
全
な
通
行
の
確
保
の
た
め
、
令
和
３
年
度
ま
で
に
交
通

障
害
自
動
検
知
シ
ス
テ
ム
の
全
国
展
開
を
図
り
、
道
路
の
異
常
の

早
期
発
見
、
早
期
処
理
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
、
通
行

止
め
時
間
、
管
理
瑕
疵
等
の
削
減
に
資
す
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
高

度
化
を
実
施

〇
高
度
技
能
が
必
要
な
維
持
管
理
作
業
の
自
動
化
を
推
進
し
、
令
和

４
年
度
ま
で
に
、
直
轄
国
道
事
務
所
に
お
い
て
自
動
制
御
可
能
な

除
雪
機
械
の
実
動
配
備
を
開
始

＜
交
通
障
害
自
動
検
知
シ
ス
テ
ム
＞
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・
特
車
通
行
許
可
（
地
方
整
備
局
等
集
計
結
果
）

＜
特
殊
車
両
通
行
許
可
件
数
＞

約
3
0
万
件
（
2
0
1
5
年
度
）
→
 約
4
8
万
件
（
2
0
1
9
年
度
）
［
約
1
.6
倍
］

＜
平
均
審
査
日
数
＞

約
3
5
日
（
2
0
1
5
年
度
）
→
 
約
2
8
日
（
2
0
1
9
年
度
）
［
約
0
.8
倍
］

※
2
0
1
9
年
度
下
半
期
に
お
い
て
は
約
2
7
日

（
２
）
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト
化
に
よ
る
社
会
経
済
活
動
の
生
産
性
の
飛
躍
的
向
上

■
道
路
利
用
者
等
の
生
産
性
向
上
の
た
め
、
道
路
空
間
に
関
わ
る
行
政
手
続
き
の
効
率
化
・
即
時
処
理
を
実
現
し
ま
す
。

■
特
殊
車
両
の
新
た
な
通
行
制
度
（
即
時
処
理
）
を
令
和
４
年
か
ら
実
用
化
し
ま
す
。
道
路
占
用
許
可
や
特
定
車
両
停

留
施
設
の
停
留
許
可
手
続
き
に
つ
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト
化
を
進
め
ま
す
。

【
特
殊
車
両
の
通
行
手
続
き
の
迅
速
化
】

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
を
受
け
た
特
殊
車

両
に
つ
い
て
、
即
時
に
ウ
ェ
ブ
上
で
通
行
可
能
経
路
を
表
示
可
能
と

す
る
新
た
な
特
車
シ
ス
テ
ム
を
整
備

○
新
制
度
に
お
い
て
、
通
行
可
能
な
経
路
と
と
も
に
推
奨
経
路
を
表
示

可
能
に
し
つ
つ
、
自
動
重
量
計
測
装
置
や
E
T
C
2
.0
を
活
用
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
も
図
り
、
取
締
り
を
強
化

［
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
新
た
な
制
度
］

E
T
C
2
.0

重
量
の
把
握
方
法

即
時車
両
情
報

車
両
の
登
録

入
力
情
報

経
路
の
検
索

（
請
求
）

発
着
地

重
量

経
路

通
行
可
能
な
全
経
路
の
通
知
（
ウ
ェ
ブ
上
で
即
時
に
地
図
表
示
）

通
行
（
通
行
可
能
な
全
経
路
を
通
行
可
）

現
行
の
取
締
り
・
取
締
基
地
に
お
け
る
取
締
り

・
W
IM
に
よ
る
取
締
り

経
路
確
認
・
重
量
確
認

事
業
者

行
政

実
際
の
通
行

入
力
情
報

通
行
時
/

通
行
後

【
道
路
占
用
許
可
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
高
度
化
）
】

・
道
路
占
用
許
可
（
地
方
整
備
局
等
集
計
結
果
）

道
路
占
用
許
可
件
数
：
約
４
万
件
（
直
轄
国
道
：
20
15
～
2
01
9
年
度
平
均
）

・
建
設
工
事
に
伴
う
地
下
埋
設
物
件
の
事
故
発
生
要
因
（
20
18
年
度
）

※
（
一
社
）
日
本
建
設
業
連
合
会
調
べ

埋
設
管
路
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
た
、
道
路
台
帳
に
記
載
が
な
か
っ
た
割
合
：
19
％

・
占
用
物
件
の
設
置
状
況
（
平
面
・
立
面
・
断
面
）
に
つ
い
て
、
２
次
元
デ
ー
タ
で
保
存

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
道
路
局
３
次
元
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
称
）
と
連
携
し
、

占
用
物
件
の
設
置
状
況
デ
ー
タ
の
高
度
化
（
デ
ジ
タ
ル
化
）
に
よ
る

道
路
占
用
手
続
き
の
迅
速
化
及
び
路
上
工
事
の
事
故
防
止
を
推
進

・
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
特
定
車
両
停
留
施
設
）

を
道
路
附
属
物
と
し
て
位
置
付
け
（
Ｐ
3
3
参
照
）

・
特
定
車
両
停
留
施
設
に
車
両
を
停
留
さ
せ
る
際
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
が
必
要

・
バ
ス
タ
新
宿
の
高
速
バ
ス
運
行
会
社
数
1
1
1
社
（
2
02
0
年
４
月
末
時
点
）

【
特
定
車
両
停
留
施
設
の
停
留
許
可
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
】

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
バ
ス
等
の
事
業
者
に
よ
る
停
留
許
可
の
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

申
請
で
き
る
環
境
を
整
備

○
申
請
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
事
業
者
の
利
便
性
を
向
上

（
来
庁
不
要
、
い
つ
で
も
申
請
が
可
能
等
）

５
道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
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（
３
）
高
速
道
路
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
・
タ
ッ
チ
レ
ス
化
の
早
期
実
現

【
E
T
C
に
よ
る
タ
ッ
チ
レ
ス
決
済
の
普
及
】

■
「
新
た
な
日
常
」
構
築
の
原
動
力
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
集
中
投
資
・
実
装
と
そ
の
環
境
整
備
の
た
め
、
高
速
道
路

に
お
い
て
も
非
接
触
対
策
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
推
進
し
ま
す
。

■
E
T
C
専
用
化
等
に
よ
る
料
金
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
・
タ
ッ
チ
レ
ス
化
に
つ
い
て
は
、
概
成
目
標
時
期
を
明
示
し
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
E
T
C
利
用
率
が
高
い
都
市
部
か
ら
導
入
を
進
め
る
な
ど
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

令
和
元
年
6月
よ
り
神
奈
川
県
道
路
公
社
で
実
証
実
験
を
実
施

令
和
2年
3月
よ
り
同
公
社
で
一
部
導
入
(モ
ニ
タ
ー
調
査
実
施
)

令
和
２
年
７
月
よ
り
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

（
相
模
原
中
央
店
）
で
の
試
行
運
用
を
実
施
中

平
成
31
年
3月
よ
り
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
の
実
証
実
験
を
実
施

（
八
戸
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

平
成
29
年
７
月
よ
り
民
間
駐
車
場
で
の
実
証
実
験
を
実
施

（
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
静
岡
全
６
箇
所
）

地
方
道
路
公
社
（
ET
C
未
導
入
）

駐
車
場

フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

○
非
接
触
で
の
決
済
が
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
可
能
と
な
る
ET
C

技
術
を
高
速
道
路
以
外
の
多
様
な
分
野
へ
の
拡
大

○
ET
C
技
術
の
多
様
な
分
野
へ
の
拡
大
に
必
要
な
環
境
整
備
（
ET
C
カ
ー
ド

に
よ
る
汎
用
的
な
決
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
）
を
促
進

［
今
後
の
展
開
］

・
料
金
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
等
に
つ
い
て
は
、
戦
略
的
な
料
金
体
系
の
導

入
が
容
易
に
な
る
こ
と
等
も
踏
ま
え
、
幅
広
い
視
点
か
ら
検
討

・
非
接
触
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
観
点
か
ら
も
料
金
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
の
推
進
を
図
る
必
要

・
料
金
収
受
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
際
、
以
下
の
と
お
り
、

E
T
C
専
用
運
用
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
料
金
所
機
能
を
確
保

〈
E
T
C
専
用
運
用
状
況
〉

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

料
金
所

期
間

日
平
均
（
期
間
中
）

E
T
C
車
非
E
T
C車
非
E
T
C車
率

N
E
X
C
O東

川
上
4
/
3
～
4/
1
3
5
,
2
8
1台

1
0
7
台

2
.
0
％

港
南
台
4
/
3
～
4/
1
3
7
,
5
1
8台

1
9
3
台

2
.
5
％

首
都
高
速

北
池
袋
4
/
2
4
～
5
/
8
1
,
7
0
8台

1
1
台

0
.
6
％

東
池
袋
4
/
2
7
～
5
/
8
2
,
0
4
0台

4
7
台

2
.
3
％

高
松
4
/
2
7
～
5
/
8
2
,
4
4
1台

5
2
台

2
.
1
％

名
古
屋
高
速

2
/
2
5
～
3
/
6
1
1
,
1
5
4台

2
0
1
台

1
.
8
％

【
料
金
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
・
タ
ッ
チ
レ
ス
化
】

○
料
金
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
等
の
推
進
に
合
わ
せ
、
非
ET
C
車
の

ET
C
利
用
へ
の
誘
導
策
の
実
施
を
推
進

○
誤
進
入
し
た
非
ET
C
車
に
つ
い
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
捕
捉
す

る
な
ど
の
合
理
的
な
事
後
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進

○
都
市
高
速
道
路
に
お
い
て
ET
C
車
専
用
入
口
を
導
入

（
令
和
2年
2月
27
日
開
通
の
首
都
高
速
横
浜
北
線
馬
場
入
口
を
ET
C
専
用
入
口
と
し
て
運
用
）
※
料
金
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
多
目
的
利
用
等
に
合
わ
せ
、
ET
Cシ
ス
テ
ム
の
危
殆
化
に
備
え
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に
取
り
組
む

５
道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
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○
観
光
地
周
辺
で
広
域
的
に
発
生
す
る
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
IC
T
･A
I

な
ど
の
革
新
的
技
術
を
活
用
し
、
面
的
な
料
金
施
策
を
含
む
交
通
需
要

制
御
等
の
エ
リ
ア
観
光
渋
滞
対
策
の
実
験
・
実
装
を
推
進
・
支
援

○
E
T
C
2
.0
等
を
活
用
し
た
交
通
分
析
や
課
金
の
仕
組
み
等
の
検
討
に
よ
り

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
を
目
指
す
鎌
倉
市
の
取
組
を
引
き
続
き
支
援

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク

等
に
よ
る
渋
滞
解
消
箇
所
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
分
析
し
、
交

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
渋
滞
解
消
の
可
能
性
を
徹
底
追
求

■
最
新
技
術
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
つ
つ
簡
易
か
つ
効
率
的
に
デ
ー
タ
収
集
蓄
積
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

全
国
統
一
の
開
か
れ
た
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
維
持
管
理
の
ほ
か
様
々
な
分
野
で
活
用
し
ま
す
。

■
E
T
C
2
.0
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、
道
路
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
高
度
化
し
、
交
通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
T
D
M
）
に
よ
り
主
要
渋
滞
箇
所
1
0
0
箇
所
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

（
４
）
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
と
多
方
面
へ
の
活
用

【
E
T
C
2
.0
デ
ー
タ
の
外
部
活
用
】

・
E
T
C
2
.0
車
載
器
は
、
約
5
3
0
万
台
(令
和
2
年
7
月
末
時
点
)ま
で
普
及

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
E
T
C
2
.0
高
速
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
・
車
両
運
行
管
理
シ

ス
テ
ム
の
更
な
る
利
活
用
促
進
に
向
け
、
官
民
連
携
に
よ
り
検
討

を
推
進

○
多
様
な
交
通
モ
ー
ド
の
デ
ー
タ
や
施
設
デ
ー
タ
等
と
の
連
携
に
よ

る
M
a
a
S
へ
の
活
用

E
T
C
2
.0

デ
ー
タ

高
速
バ
ス
共
通
P
F

バ
ス
車
両

路
側
機

E
T
C
2
.0

車
載
機
バ
ス
停

位
置
情
報
等

利
用
者

①
車
両
位
置

②
ダ
イ
ヤ
か
ら
の

遅
延
時
間

③
到
着
バ
ー
ス
等

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

バ
ス
事
業
者
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
社

【
IC
T
・
A
I技
術
を
活
用
し
た
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ロ
ン
ド
ン
等
で
は
、
都
心
部
の
渋
滞
解
消
の
た
め
、
都
心
部

へ
の
流
入
車
両
に
課
金
を
行
い
、
交
通
需
要
を
管
理
す
る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
を
実
施

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

鎌
倉
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
仮
称
）

E
T
C
2
.0
等
を
活
用
し
た
交
通
分
析
や

課
金
の
仕
組
み
等
を
検
討

パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド

シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行

バ
ス
専
用

レ
ー
ン

鎌
倉
フ
リ
ー

環
境
手
形

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組

鎌
倉
市
の
提
案

E
T
C
2
.0
高
速
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

５
道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

○
新
技
術
を
用
い
て
E
T
C
2
.0
や
地
図
基
盤
デ
ー
タ
な
ど
の
デ
ー
タ

を
効
率
的
に
収
集
し
、
様
々
な
分
野
で
利
活
用
を
実
施

〇
車
載
型
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
、
道
路
の
３
次
元
デ
ー
タ

の
収
集
を
一
層
推
進

【
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
】
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（
１
）
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
て
加
速
す
べ
き
取
組

○
Ｉ
Ｔ
技
術
・
新
技
術
の
総
動
員
に
よ
る
高
レ
ベ
ル
の
道
路

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
新
た
に
顕
在
化
し
た
課
題
や
生
活
様
式
の
変
化
を
踏
ま
え
、

「
新
た
な
日
常
」
の
原
動
力
と
な
る
道
路
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
や
物
流
事
業
者
の
環
境
整
備
、
観
光
流
動
の
誘
発
、

３
密
対
策
を
踏
ま
え
た
道
路
空
間
の
利
活
用
等
の
道
路
を
賢
く
使
う
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

○
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト
化
に
よ
る
社
会

経
済
活
動
の
生
産
性
の
飛
躍
的
向
上

○
物
流
事
業
者
・
バ
ス
事
業
者
等
が
活
動
し
や
す
い
道
路
環
境

の
実
現

○
高
速
道
路
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
タ
ッ
チ
レ
ス
化
の

早
期
実
現

○
こ
れ
ら
を
支
え
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
と

多
方
面
へ
の
活
用

（
Ｐ
46
～
Ｐ
49
参
照
）

・
道
の
駅
等
の
路
外
施
設
の
活
用
な
ど
に
よ
り
高
速
道
路
に
お
け
る

大
型
車
両
の
適
切
な
休
憩
・
休
息
機
会
を
確
保
（
Ｐ
3
2
参
照
）

・
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
継
続
に
よ
り
物
流
事
業
者
等
の
事
業
継
続
、

生
産
性
向
上
を
支
援
（
Ｐ
2
7
参
照
）

○
使
い
や
す
い
国
土
幹
線
道
路
の
実
現
に
よ
る
観
光
振
興

（
Ｐ
4
3
参
照
）

・
観
光
振
興
に
特
化
し
た
高
速
道
路
料
金
施
策
の
実
施
に
よ
り
観
光

流
動
を
誘
発

・
広
域
的
な
観
光
周
遊
ル
ー
ト
を
意
識
し
た
サ
イ
ン
や
休
憩
施
設
等

を
充
実

○
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
道
路
利
活
用
の
実
現

・
三
密
対
策
も
踏
ま
え
た
道
路
占
用
基
準
の
緩
和
に
よ
り
道
路
空
間

を
有
効
活
用
（
Ｐ
3
5
参
照
）

・
環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る
道
路
利
活
用
の
促
進
に
向
け
た
取
組
を

実
施
（
Ｐ
1
9
参
照
）

・
IT
技
術
の
フ
ル
活
用
に
よ
り
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
異
常
を
早
期

発
見
・
早
期
処
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
効
率
化
・
高
度
化
等

・
道
路
空
間
の
利
用
に
関
す
る
行
政
手
続
き
（
特
殊
車
両
通
行
許

可
、
停
留
許
可
な
ど
）
を
効
率
化
・
即
時
処
理

【
道
路
を
賢
く
利
活
用
す
る
取
組
の
推
進
】

【
「
新
た
な
日
常
」
の
原
動
力
と
な
る

道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
】

６
「
新
た
な
日
常
」
の
実
現

・
高
速
道
路
利
用
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
革
す
る
E
T
C
専
用
化
等
に

よ
り
料
金
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
・
タ
ッ
チ
レ
ス
化
を
推
進
等

・
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
現
を
支
え
る
デ
ー
タ
標
準
化
を
推
進
、
デ
ー
タ

収
集
を
効
率
化
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
等
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道　　路　　関　　係　　予　　算

令和３年度（Ａ） 前年度（Ｂ）

1,581,387 1,581,387 1,579,450 1,579,450

1,057,425 1,057,425 1,067,473 1,067,473

406,325 406,325 394,490 394,490

117,637 117,637 117,487 117,487

791,264 455,558 794,503 454,983

374,307 205,986 391,861 215,150

400,040 230,090 385,725 222,298

16,917 11,278 16,917 11,278

- 8,204 - 6,257

2,455,975 10,573 2,541,940 12,720

4,828,626 2,047,518 4,915,893 2,047,153合 計

維 持 修 繕

諸 費 等

補 助 事 業

有 料 道 路 事 業 等

地域高規格道路、IC等アクセス道路その他

除 雪

補 助 率 差 額

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業 補 助

直 轄 事 業

改 築 そ の 他

区　　　　　分
事業費 国費 事業費 国費

（参考資料）
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　　概　　算　　要　　求　　総　　括　　表

（単位：百万円）

倍率（Ａ）／（Ｂ）

1.00 1.00

0.99 0.99

1.03 1.03

1.00 1.00

1.00 1.00

0.96 0.96

1.04 1.04

1.00 1.00

- 1.31

0.97 0.83

0.98 1.00

備　　　　　考
事業費 国費

１．直轄事業の国費には、地方公共団体の直轄事業負担金
（2,970億円）を含む。

２．有料道路事業等の事業費については、各高速道路株式会社
の建設利息を含む。

３．有料道路事業等の計数には、高速道路連結部整備事業費補
助、特定連絡道路工事資金貸付金、連続立体交差事業資金
貸付金、電線敷設工事資金貸付金、自動運行補助施設設置
工事資金貸付金を含む。

４．本表のほか、防災・安全交付金（国費7,847億円[対前年度比
1.00]）、社会資本整備総合交付金（国費7,277億円[対前年度
比1.00]）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てることが
できる。

５．この他に、東日本大震災からの復旧・復興対策事業として社
会資本整備総合交付金（国費77億円[対前年度比0.06]）があ
り、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる。

６．本表のほか、行政部費（国費8億円）がある。

７．前年度の計数には、臨時・特別の措置は含まない。

８．なお、新型コロナウイルス感染症への対応など緊要な経費に
ついては、別途、所要の要望を行う。
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1
0
.0

8
.3
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8
.0
7
.8
7
.4
7
.5

9
.5

6
.4

5
.3

7
.0

6
.3
5
.8
5
.9

6
.8
6
.3
6
.9

7
.7

6
.2

05

1
0

1
5

H
9
H
1
0
H
1
1
H
1
2
H
1
3
H
1
4
H
1
5
H
1
6
H
1
7
H
1
8
H
1
9
H
2
0
H
2
1
H
2
2
H
2
3
H
2
4
H
2
5
H
2
6
H
2
7
H
2
8
H
2
9
H
3
0
R
1
R
2

（
兆
円
）

8
.8

減
額
補
正

（
執
行
停
止
分
）

（ 補 正 ） （ 当 初 ）

社
会
資
本
整
備
事
業
特
別

会
計
の
廃
止
に
伴
う
経
理
上

の
変
更
分
（
6,
16
7
億
円
）

※
実
質
的
な
国
費
の
増
加
を
も
た

ら
す
も
の
で
は
な
い
。

※
27
年
度
以
降
は
変
更
分
と
同
額

を
控
除
。

※
本
表
は
、
予
算
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

※
平
成

21
年
度
は
、
平
成

20
年
度
で
特
別
会
計
に
直
入
さ
れ
て
い
た
「
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
」
相
当
額
（
0.

7兆
円
）
が
一
般
会
計
計
上
に
切
り
替
わ
っ
た
た
め
、
見
か
け
上
は
前
年
度
よ
り
も
増
加
（
＋

5.
0％
）
し
て
い
る
が
、

こ
の
特
殊
要
因
を
除
け
ば

6.
4兆
円
（
▲

5.
2％
）
で
あ
る
。

※
平
成

23
年
度
及
び
平
成

24
年
度
に
つ
い
て
は
同
年
度
に
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
へ
移
行
し
た
額
を
含
ま
な
い
。

※
平
成

25
年
度
は
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
繰
入
れ
（
35

6億
円
）
及
び
国
有
林
野
特
別
会
計
の
一
般
会
計
化
に
伴
い
計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
直
轄
事
業
負
担
金
（
29
億
円
）
を
含
む
。
ま
た
、
こ
れ
ら
及
び
地
域
自
主
戦
略
交
付
金

の
廃
止
と
い
う
特
殊
要
因
を
考
慮
す
れ
ば
、
対
前
年
度

+1
82
億
円
（
+0

.3
％
）
で
あ
る
。

※
平
成

23
～
令
和

2年
度
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
や
全
国
的
な
防
災
・
減
災
等
の
た
め
の
公
共
事
業
関
係
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
額
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

H
23
一
次
補
正
：
1.

2兆
円
、

H
23
三
次
補
正
：
1.

3兆
円
、

H
24
当
初
：
0.

7兆
円
、

H
24
一
次
補
正
：
0.

01
兆
円
、

H
25
当
初
：
0.

8兆
円
、

H
25
一
次
補
正
：
0.

1兆
円
、

H
26
当
初
：
0.

9兆
円
、

H
26
補
正
：
0.

00
2兆
円
、

H
27
当
初
：
1.

0兆
円
、

H
28
当
初
：
0.

9兆
円
、

H
28
二
次
補
正
：
0.

06
兆
円
、

H
29
当
初
：
0.

7兆
円
、

H
30
当
初
：
0.

6兆
円
、

R
1当
初
：
0.

6兆
円
、

R
1補
正
：
0.

1兆
円
、

R
2当
初
：
0.

5兆
円
（
平
成

23
年
度

3次
補
正
ま
で
は
一
般
会
計
ベ
ー
ス
、
平
成

24
年
度
当
初

以
降
は
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
ベ
ー
ス
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
が
あ
る
。
）

※
平
成

26
年
度
に
つ
い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
事
業
特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
う
経
理
上
の
変
更
分
（
こ
れ
ま
で
同
特
別
会
計
に
計
上
さ
れ
て
い
た
地
方
公
共
団
体
の
直
轄
事
業
負
担
金
等
を
一
般
会
計
に
計
上
）
を
除
い
た
額
（
5.

4兆
円
）

と
、
前
年
度
（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
繰
入
れ
（
35

6億
円
）
を
除
く
。
）
を
比
較
す
る
と
、
前
年
度
比

+1
,0

22
億
円
（
+1

.9
％
）
で
あ
る
。
な
お
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
水
準
で
あ
る
。

※
臨
時
・
特
別
の
措
置
等
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
直
轄
事
業
負
担
金
等
を
除
い
た
額
で
あ
る
。
（
地
方
公
共
団
体
の
直
轄
事
業
負
担
金
等
を
含
ん
だ
臨
時
・
特
別
の
措
置
は

R
1：

8,
50

3億
円
、

R
2：

7,
90

2億
円
で
あ
る
）

0
.6

臨
時
･特
別
の
措
置

0
.6
0
.6
0
.6
0
.6
0
.6
0
.6

6
.2

公
共
事
業
関
係
費
（
政
府
全
体
）
の
推
移
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〇
本
対
策
は
、
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
の
結
果
及
び
対
応
方
策
」
（
平
成
3
0
年
1
1
月
2
7
日
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
報
告
）

の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
た
め
池
等
に
関
す
る
既
往
点
検
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、

・
防
災
の
た
め
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維
持

・
国
民
経
済
・
生
活
を
支
え
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維
持

の
観
点
か
ら
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
に
お
け
る
4
5
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、
重
点
化
す
べ
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
2
0
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
当
た
る
も
の
で
、

特
に
緊
急
に
実
施
す
べ
き
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
に
つ
い
て
、
３
年
間
で
集
中
的
に
実
施
す
る
。

１
．
基
本
的
な
考
え
方

Ⅱ
．
国
民
経
済
・
生
活
を
支
え
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維
持

概
ね
3
.4
兆
円
程
度

（
１
）
電
力
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
確
保

お
お
む
ね
0
.3
兆
円
程
度

（
２
）
食
料
供
給
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
の
確
保

お
お
む
ね
1
.1
兆
円
程
度

（
３
）
陸
海
空
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保

お
お
む
ね
2
.0
兆
円
程
度

（
４
）
生
活
等
に
必
要
な
情
報
通
信
機
能
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

お
お
む
ね
0
.0
2
兆
円
程
度

３
．
本
対
策
の
期
間
と
達
成
目
標

２
．
取
り
組
む
対
策
の
内
容
・
事
業
規
模
の
目
途

〇
期
間
：
2
0
1
8
年
度
（
平
成
3
0
年
度
）
～
2
0
2
0
年
度
（
令
和
2
年
度
）
の
３
年
間

〇
達
成
目
標
：
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
特
に
緊
急
に
実
施
す
べ
き
対
策
を
、
完
了
（
概
成
）
又
は
大
幅
に
進
捗
さ
せ
る
。

Ⅰ
．
防
災
の
た
め
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維
持

概
ね
3
.6
兆
円
程
度

（
１
）
大
規
模
な
浸
水
、
土
砂
災
害
、
地
震
・
津
波
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
・
最
小
化

お
お
む
ね
2
.8
兆
円
程
度

（
２
）
救
助
・
救
急
、
医
療
活
動
等
の
災
害
対
応
力
の
確
保

お
お
む
ね
0
.5
兆
円
程
度

（
３
）
避
難
行
動
に
必
要
な
情
報
等
の
確
保

お
お
む
ね
0
.2
兆
円
程
度

〇
緊
急
対
策
1
6
0
項
目

〇
財
政
投
融
資
の
活
用
を
含
め
、
お
お
む
ね
７
兆
円
程
度
を
目
途
と
す
る
事
業
規
模
（
※
１
、
※
２
）
を
も
っ
て
実
施
。

(※
１
)
う
ち
、
財
政
投
融
資
を
活
用
し

た
事
業
規
模
と
し
て
お
お
む
ね

0
.6
兆
円
程
度
を
計
上
し
て
い
る

ほ
か
、
民
間
負
担
を
お
お
む
ね

0
.4
兆
円
程
度
と
想
定
し
て
い
る
。

平
成
3
0
年
度
第
一
次
補
正
予

算
等
に
お
い
て
措
置
済
み
の
事

業
規
模
0
.3
兆
円
を
含
む
。

(※
２
)
四
捨
五
入
の
関
係
で
合
計

が
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
の
概
要

Ⅱ
．
国
民
経
済
・
生
活
を
支
え
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維
持

お
お
む
ね
3
.5
兆
円
程
度

Ⅰ
．
防
災
の
た
め
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維
持

お
お
む
ね
3
.5
兆
円
程
度

※
内
閣
官
房
国
土
強
靱
化
推
進
室
発
表
資
料
を
一
部
編
集

決
定
：
平
成
3
0
年
1
2
月
1
4
日
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防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
（
道
路
関
係
）

土
砂
災
害
等
の
危
険
性
が
高
く
、
社
会
的

影
響
が
大
き
い
箇
所
約
2
,0
0
0
箇
所
に
つ

い
て
、
土
砂
災
害
等
に
対
応
し
た
道
路
法

面
・
盛
土
対
策
、
土
砂
災
害
等
を
回
避
す

る
改
良
や
道
路
拡
幅
な
ど
の
緊
急
対
策
を

概
ね
完
了
。

冠
水
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、

道
路
（
約
1
,2
0
0
箇
所
）
及
び
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
部
等
（
約
2
0
0
箇
所
）
の
排
水
能
力

向
上
の
た
め
排
水
施
設
の
補
修
等
の
緊
急

対
策
を
概
ね
完
了
。

越
波
・
津
波
の
危
険
性
の
あ
る
約
8
0
箇
所

に
つ
い
て
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
整
備
等
の
越

波
防
止
対
策
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
よ

る
越
波
・
津
波
に
係
る
緊
急
対
策
を
概
ね

完
了
。

耐
震
対
策
未
実
施
の
橋
梁
約
6
0
0
箇
所
※
1
、

道
の
駅
約
3
0
箇
所
※
2
に
つ
い
て
、
耐
震

補
強
に
係
る
緊
急
対
策
を
概
ね
完
了
。

救
急
活
動
や
人
流
・
物
流
等
に
大
き
く
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
踏
切
約
2
0
0

箇
所
に
つ
い
て
、
長
時
間
遮
断
時
に
優
先

的
に
開
放
す
る
踏
切
へ
の
指
定
等
や
踏
切

の
立
体
交
差
化
等
の
緊
急
対
策
を
実
施
。

う
ち
、
約
2
0
箇
所
に
お
い
て
期
間
内
に

立
体
交
差
化
を
完
了
。

停
電
に
よ
り
情
報
が
遮
断
さ
れ
管
理
上
支
障

が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
道
路
施
設
約
1
,6
0
0

箇
所
※
１
、
道
の
駅
約
8
0
箇
所
※
２
等
に
つ
い

て
、
無
停
電
設
備
（
発
動
発
電
機
、
蓄
電

池
）
の
整
備
等
の
緊
急
対
策
を
概
ね
完
了
。

道
路
上
で
の
車
両
滞
留
の
発
生
を
踏
ま

え
、
大
規
模
な
車
両
滞
留
リ
ス
ク
の
あ

る
約
7
0
0
箇
所
に
つ
い
て
待
避
場
所
等

の
ス
ポ
ッ
ト
対
策
や
除
雪
車
増
強
の
体

制
強
化
等
の
緊
急
対
策
を
概
ね
完
了
。

既
往
最
大
風
速
が
一
定
程
度
以
上
で
、

電
柱
倒
壊
の
危
険
性
の
高
い
市
街
地
の

緊
急
輸
送
道
路
の
区
間
（
約
1
万
ｋ
m
）

に
お
い
て
、
災
害
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
で
事
業
実
施
環
境
が
整
っ
た
区

間
約
1
,0
0
0
k
m
に
つ
い
て
、
無
電
柱
化

を
実
施
。

＜
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
＞

※
１
：
緊
急
輸
送
道
路
上
の
橋
梁
の
内
、
今
後
3
0
年
間
に

震
度
6
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
確
率
が
2
6
％
以
上

の
地
域
に
あ
り
、
事
業
実
施
環
境
が
整
っ
た
橋
梁

※
２
：
地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け
が
あ
り
、
耐
震
対
策

未
実
施
の
道
の
駅

＜
除
雪
機
械
の
増
強
＞

○
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
結
果
等
を
踏
ま
え
「
国
民
経
済
・
生
活
を
支
え
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維
持
」
の
観
点
か
ら
、

特
に
緊
急
に
実
施
す
べ
き
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
集
中
的
に
実
施
す
る
。

＜
連
続
立
体
交
差
事
業
＞

＜
単
独
立
体
交
差
事
業
＞

＜
無
停
電
装
置
＞

＜
自
家
発
電
装
置
＞

＜
排
水
施
設
＞

＜
排
水
ポ
ン
プ
＞

＜
法
面
法
枠
工
＞

＜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
＞

＜
消
波
・
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
＞

＜
橋
梁
の
耐
震
対
策
＞
＜
道
の
駅
の
耐
震
対
策
＞

＜
電
柱
倒
壊
に
よ
る
道
路
閉
塞
＞

落
石
発
生
箇
所

＜
危
険
箇
所
を
回
避
す
る

ミ
ニ
バ
イ
パ
ス
＞

＜
電
柱
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
＞

直
轄
国
道

補
助
国
道

都
道
府
県
道

市
町
村
道

緊
急
輸
送
道
路

：
市
街
地
（用
途
地
域
）

：
既
往
日
最
大
風
速
が

20
m

/s
未
満
の
エ
リ
ア
（自
治
体
）

：
住
居
地
域
（
住
居
系
用
途

地
域
）

凡
例

：
電
線
類
地
中
化
実
施
区
間

：
非
住
居
地
域
（非
住
居
系

用
途
地
域
）

：
既
往
日
最
大
風
速
が

20
m

/s
以
上

28
m

/s
未
満
の
エ
リ
ア

（
自
治
体
）

：
既
往
日
最
大
風
速
が

40
m

/s
未
満
の
エ
リ
ア
（自
治
体
）

：
既
往
日
最
大
風
速
が

28
m

/s
以
上

40
m

/s
未
満
の
エ
リ
ア

（
自
治
体
）

停
電
・
節
電

※
１
：
事
前
通
行
規
制
区
間
内
等
に
あ
る
道
路
施
設
で

無
停
電
設
備
が
未
設
置
な
箇
所
等

※
２
：
地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け
が
あ
り
、
無
停
電
設
備

が
未
整
備
な
道
の
駅

耐
震

越
波
・
津
波

冠
水

法
面
・
盛
土

踏
切

豪
雪

無
電
柱
化

（
注
）
道
の
駅
及
び
踏
切
以
外
の
『
箇
所
』
の
計
上
方
法
に
つ
い
て
は
、
路
線
別
に
都
道
府
県
毎
の
区
間
を
1
箇
所
と
し
て
い
ま
す
。
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社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
及
び
防
災
・
安
全
交
付
金
の
要
望
額
・
配
分
額
等
の
推
移

12
,3
69
 

1
3,
29
5 

16
,0
81
 

16
,7
45
 

14
,9
79
 

14
,1
34
 

12
,8
11
 

11
,2
23
 

8,
98
9 

9,
07
2
 

8
,9
95
 

8,
96
3 

8,
91
1 

8,
86
6 

8,
66
6 

7,
57
9 

12
,4
77
 

1
5,
44
9 

17
,4
12
 

19
,6
80
 

19
,7
68
 

19
,0
18
 

19
,3
28
 

14
.6
96

1
0,
32
4 

10
,7
27
 

10
,8
51
 

10
,8
99
 

10
,9
55
 

11
,0
28
 

13
,0
43
 

10
,2
74
 

24
,8
47
 

28
,7
44
 

33
,4
93
 

36
,4
25
 

34
,7
46
 

3
3
,
1
5
2
 

3
2
,
1
3
8
 

2
5
,
9
1
9
 

19
,3
13
 

19
,7
99
 
19
,8
46
 

19
,8
62
 

19
,8
66
 

1
9
,
8
9
5
 

2
1
,
7
0
9
 

1
7
,
8
5
3
 

72
.7
%

68
.2
%

55
.9
%

53
.5
%

59
.5
%

62
.7
%

67
.6
%

67
.5
%

82
.7
%

69
.4
%

62
.3
%

55
.4
%

55
.4
%

58
.0
%

67
.5
%

69
.9
%

77
.7
%

6
8.
9%

59
.3
%

54
.5
%

57
.2
%

60
.0
%

67
.5
%

68
.9
% 0.
0%

10
.0
%

20
.0
%

30
.0
%

40
.0
%

50
.0
%

60
.0
%

70
.0
%

80
.0
%

90
.0
%

0

5,
00
0

10
,0
00

15
,0
00

20
,0
00

25
,0
00

30
,0
00

35
,0
00

40
,0
00

45
,0
00

H2
5要
望
H2
5配
分
H2
6要
望
H2
6配
分
H2
7要
望
H2
7配
分
H2
8要
望
H2
8
配
分
H2
9要
望
H2
9配
分
H3
0要
望
H
3
0配
分
R
1要
望
R
1配
分
R
2要
望
R
2配
分

（
単
位
：
億
円
）

要
望
措
置
率

合
計
(全
体
)

防
安

社
総

社
総
(全
体
)

防
安
(全
体
)

※
R
1
,
R
2の
計
数
は
臨
時
・
特
別
の
措
置
を
含
む
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個
別
補
助
制
度
の
概
要
<令
和
２
年
度
創
設
>（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
制
度
）

■
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
制
度

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
橋
梁
、
トン
ネ
ル
等
が
対
象

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
し
た
道
路
施
設
の
老
朽
化
が
急
激
に
進
ん
で
お
り
、

例
え
ば
橋
梁
で
は
、
建
設
後
5
0
年
経
過
す
る
橋
梁
の
割
合
が
、
令
和
元
年
度
末

時
点
で
3
0
％
で
あ
り
、
1
0
年
後
に
は
5
5
％
に
急
増
す
る
。

平
成
2
6
年
度
か
ら
平
成
3
0
年
度
ま
で
の
一
巡
目
の
点
検
に
お
い
て
、
次
回
点

検
ま
で
に
措
置
を
講
ず
べ
き
橋
梁
は
、
全
体
の
約
1
割
（
約
7
万
橋
）
存
在
す
る
。

こ
の
う
ち
、
点
検
結
果
を
踏
ま
え
て
令
和
元
年
度
ま
で
に
修
繕
に
着
手
し
た
橋

梁
は
、
地
方
公
共
団
体
管
理
で
3
4
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
措
置
が
遅
れ
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
早
急
に
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
地
方

に
対
し
て
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

橋
梁
の
例

長
寿
命
化
修
繕
計
画

地
方
公
共
団
体
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
（個
別
施
設
計
画
）を
策
定
・公
表

橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
道
路
附
属
物
等
の
個
別
施
設
毎
に
記
載
さ
れ
た
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
事
業
を
支
援

○
○
市

橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画

【個
別
施
設
計
画
】

記
載
内
容

・施
設
名
・延
長

・判
定
区
分

・点
検
・修
繕
実
施
年
度

・修
繕
内
容
・対
策
費
用
等

○
○
市

ト
ン
ネ
ル

長
寿
命
化
修
繕
計
画

【個
別
施
設
計
画
】

記
載
内
容

・施
設
名
・延
長

・判
定
区
分

・点
検
・修
繕
実
施
年
度

・修
繕
内
容
・対
策
費
用
等

○
○
市

道
路
附
属
物
等

長
寿
命
化
修
繕
計
画

【個
別
施
設
計
画
】

記
載
内
容

・施
設
名
・延
長

・判
定
区
分

・点
検
・修
繕
実
施
年
度

・修
繕
内
容
・対
策
費
用
等

○
道
路
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
る
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル

等
の
修
繕
、
更
新
、
撤
去
等
）
に
対
し
、
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
支
援

損
傷
状
況
（鉄
筋
露
出
）

（国
庫
債
務
負
担
行
為
を
可
能
と
し
、
効
率
的
な
施
工
（発
注
）
の
実
施
と
工
事
の
平
準
化
を
図
る
。
）

修
繕
の
様
子
（
断
面
修
復
）

トン
ネ
ル
の
例

損
傷
状
況
（う
き
・
漏
水
）

修
繕
の
様
子
（剥
落
対
策
）
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交
通
安
全
対
策
補
助
制
度
（
地
区
内
連
携
）

都
府
県
境
道
路
整
備
補
助
制
度

無
電
柱
化
推
進
計
画
事
業
補
助
制
度

○
都
府
県
境
を
跨
ぐ
構
造
物
の
整
備
を
伴
う
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
計
画
的

か
つ
集
中
的
に
支
援

緊
急
輸
送
道
路
等
の
防
災
性
の
向
上

個
別
補
助
制
度
の
概
要
<令
和
２
年
度
創
設
>（
無
電
柱
化
、
土
砂
災
害
対
策
、
交
通
安
全
対
策
、
都
府
県
境
道
路
）

土
砂
災
害
対
策
道
路
事
業
補
助
制
度

○
重
要
物
流
道
路
等
に
お
い
て
、
砂
防
事
業
と
連
携
し
実
施
す
る
土
砂
災
害
対
策

事
業
に
対
し
、
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
支
援

○
「
無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
国
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
「
無
電

柱
化
推
進
計
画
」
に
定
め
た
目
標
の
確
実
な
達
成
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
定
め
る
推
進
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
支
援

○
一
定
の
区
域
に
お
い
て
関
係
行
政
機
関
等
や
関
係
住
民
の
代
表
者
等
と
の
間

で
の
合
意
に
基
づ
き
、
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
の
あ
る

交
通
安
全
対
策
を
支
援
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≪
適
確
な
地
震
対
策
≫

≪
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
基
づ
く
事
業
（
防
災
・
減
災
）
≫

（
道
路
事
業
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
及
び
防
災
・
安
全
交
付
金
の
重
点
配
分
の
概
要
）

○
防
災
・
減
災
に
資
す
る
事
業
の
う
ち
、
早
期
の
効
果
発
現
が
見
込
め
る
事
業

【
法
面
対
策
】

○
高
速
道
路
・
直
轄
国
道
を
ま
た
ぐ
跨
道
橋
の

耐
震
化
（
令
和
３
年
度
ま
で
）

○
地
震
時
等
に
著
し
く
危
険
な
密
集
市
街
地

に
お
け
る
道
路
整
備
(令
和
２
年
度
ま
で
)

＜
法
面
法
枠
工
＞

【
冠
水
対
策
】

＜
冠
水
被
害
＞

○
踏
切
道
の
拡
幅
等
の
踏
切
に
お
け
る
事
故
対
策

⇒
踏
切
道
改
良
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

≪
子
供
の
移
動
経
路
等
の
生
活
空
間
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
≫

○
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
交
通
安
全
対
策

○
鉄
道
と
の
結
節
点
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

○
地
方
版
自
転
車
活
用
推
進
計
画
に
基
づ
く
自
転
車
通
行
空
間
整
備

○
未
就
学
児
が
日
常
的
に
集
団
で
移
動
す
る
経
路
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

⇒
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
お
け
る
自
転
車
通
行
空
間
整
備
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

【
落
石
・
雪
崩
対
策
】

＜
シ
ェ
ッ
ド
の
整
備
＞

≪
道
の
駅
の
機
能
強
化
≫

○
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
、

重
点
「
道
の
駅
」
の
機
能
強
化

○
子
育
て
応
援
の
機
能
強
化

○
広
域
的
な
防
災
拠
点
と
な
る

道
の
駅
（
※
）
の
機
能
強
化

非
常
用
発
電
機

(
※
)広
域
的
な
防
災
拠
点
と
な
る
道
の
駅
を
2
0
20
年
度
よ
り
「
防
災
道
の
駅
」
と
し
て
認
定
予
定

駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路

駅
の
整
備
と
供
用
時
期
を
連
携
し
た

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

工
業
団
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路

工
業
団
地
と
供
用
時
期
を
連
携
し
た

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

○
駅
の
整
備
や
工
業
団
地
の
造
成
な
ど
民
間
投
資
と
供
用
時
期
を
連
携
し
、

人
流
・
物
流
の
効
率
化
や
成
長
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業

≪
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
≫

≪
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
基
づ
く
事
業
（
交
通
・
物
流
）
≫

○
重
要
物
流
道
路
の
脆
弱
区
間
の
代
替
路
や
災
害
時
拠
点
(備
蓄
基
地
・
総
合
病
院
等
)

へ
の
補
完
路
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
し
た
道
路
の
整
備
事
業

○
災
害
時
に
も
地
域
の
輸
送
等
を
支
え
る
道
路
の
整
備
の
う
ち
、
早
期
の
効
果
発
現
が

見
込
め
る
事
業

代
替
路

災
害
時
の

代
替
機
能
強
化

I
C

補
完
路

主
要
拠
点

（
空
港
・
港
湾
等
）

脆
弱
区
間

（
事
前
通
行
規
制
区
間
等
）

災
害
時
拠
点

（
防
災
基
地
・
病
院
等
）

重
要
物
流
道
路
の
代
替
路
や
補
完
路
の
道
路
整
備

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

防
災
・
安
全
交
付
金

２
４
時
間
利
用
可
能
な

ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー

（
授
乳
コ
ー
ナ
ー
、
お
む
つ
交
換
ス
ペ
ー
ス
）

＜
対
策
メ
ニ
ュ
ー
＞

・
狭
さ
く
、
ハ
ン
プ
等
の
設
置

抜
け
道
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
道
路

＜
対
策
メ
ニ
ュ
ー
＞

・
歩
道
拡
幅
・
無
電
柱
化

・
踏
切
道
の
拡
幅
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

歩
道
幅
員
が
狭
く
、
段
差
が
あ
る
道
路

＜
対
策
メ
ニ
ュ
ー
＞

・
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備

自
転
車
と
錯
綜
す
る
道
路

⇒
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
生
活
道
路
対
策
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

※
関
係
機
関
等
と
の
合
意
に
基
づ
く
計
画
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
個
別
補
助
制
度
に
よ
り
支
援
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歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
イ
メ
ー
ジ
）

○
大
型
車
に
よ
る
物
流
需
要
の
増
大
に
伴
い
、
特
殊
車
両
※
の
通
行
許
可
手
続
の
長
期
化
な
ど
事
業
者
負
担
が
増
大
し
、
生
産
性
が
低
下

※
 車
両
の
重
量
等
が
一
定
限
度
を
超
過
す
る
車
両

○
主
要
駅
周
辺
に
バ
ス
停
留
所
等
が
分
散
し
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
支
障

○
バ
イ
パ
ス
の
整
備
等
に
よ
り
自
動
車
交
通
量
が
減
少
す
る
道
路
が
生
じ
る
一
方
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
進
展
等
に
よ
り
歩
行
者
交
通
量
が
増
加
す
る
道
路
も
生
じ
て
お

り
、
歩
行
者
を
中
心
と
し
た
道
路
空
間
の
構
築
が
必
要

○
2
0
2
0
年
を
目
途
と
し
た
レ
ベ
ル
３
以
上
の
自
動
運
転
の
実
用
化
に
向
け
、
車
両
だ
け
で
な
く
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

道
路
か
ら
も
積
極
的
に
支
援
す
る
必
要

○
災
害
発
生
時
に
お
け
る
道
路
の
迅
速
な
災
害
復
旧
等
が
必
要

背
景
・
必
要
性

安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
と

道
路
の
効
果
的
な
利
用
を
推
進
す
る
必
要

【
目
標
・
効
果
】
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
と
道
路
の
効
果
的
な
利
用
の
推
進

①
：
特
殊
車
両
の
通
行
に
係
る
手
続
の
期
間
約
3
0
日
か
ら
20
21
年
度
末
ま
で
に
約
10
日
（登
録
車
両
は
即
日
）
に
短
縮
②
：
特
定
車
両
停
留
施
設
に
お
け
る
高
速
バ
ス
年
間
利
用
者
数
2
0
3
0
年
度
に
概
ね
5,
0
00
万
人

③
：
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
累
計
指
定
区
間
2
0
2
5
年
度
末
ま
で
に
概
ね
50
区
間

④
：
地
域
限
定
型
の
無
人
自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
累
計
展
開
地
域
2
0
3
0
年
末
ま
で
に
1
00
箇
所
以
上

○
交
通
混
雑
の
緩
和
や
物
流
の
円
滑
化
の
た
め
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の
事
業
者
専
用
の
停
留
施
設
を

道
路
附
属
物
と
し
て
位
置
付
け
（
特
定
車
両
停
留
施
設
）

◆
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
共
施
設
等
運
営
権
）
制
度
の
活
用
を
可
能
と
す
る

・
運
営
権
者
（
民
間
事
業
者
）
は
、
利
用
料
金
を
収
受
す
る
こ
と
が
可
能
・
協
議
の
成
立
を
も
っ
て
占
用
許
可
と
み
な
す

2
．
民
間
と
連
携
し
た
新
た
な
交
通
結
節
点
づ
く
り
の
推
進

【
道
路
法
、
道
路
特
措
法
】

特
定
車
両
停
留
施
設
（
イ
メ
ー
ジ
）

○
賑
わ
い
の
あ
る
道
路
空
間
を
構
築
す
る
た
め
の
道
路
の
指
定
制
度
を
創
設
（
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
）

◆
指
定
道
路
で
は
、
歩
行
者
が
安
心
・
快
適
に
通
行
・
滞
留
で
き
る
空
間
を
整
備
（
新
た
な
道
路
構
造
基
準
を
適
用
）

◆
指
定
道
路
の
特
別
な
区
域
内
で
は
、
・
購
買
施
設
や
広
告
塔
等
の
占
用
の
基
準
を
緩
和
・
公
募
占
用
制
度
に
よ
り
最
長
2
0
年
の
占
用
が
可
能

◆
無
電
柱
化
に
対
す
る
国
と
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
無
利
子
貸
付
け

3
．
地
域
を
豊
か
に
す
る
歩
行
者
中
心
の
道
路
空
間
の
構
築

【
道
路
法
、
財
特
法
】

ウ
ェ
ブ
上
に
表
示
さ
れ
る
複
数
の
通
行
可
能
経
路
（
イ
メ
ー
ジ
）

○
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
り
、
登
録
を
受
け
た
特
殊
車
両
※
が
即
時
に
通
行
で
き
る
制
度
を
創
設
※
車
両
の
重
量
等
が
一
定
限
度
を
超
過
す
る
車
両

◆
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
特
殊
車
両
を
国
土
交
通
大
臣
に
登
録
◆
事
業
者
は
、
発
着
地
・
貨
物
重
量
を
入
力
し
て
ウ
ェ
ブ
上
で
通
行
可
能
経
路
を
確
認

◆
国
土
交
通
大
臣
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

2.
0を
通
じ
て
実
際
に
通
行
し
た
経
路
等
を
把
握

◆
国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
等
の
事
務
を
一
定
の
要
件
を
満
た
す
法
人
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

1
．
物
流
生
産
性
の
向
上
の
た
め
の
特
殊
車
両
の
新
た
な
通
行
制
度
の
創
設

○
国
土
交
通
大
臣
が
地
方
管
理
道
路
の
道
路
啓
開
・
災
害
復
旧
を
代
行
で
き
る
制
度
を
拡
充

5
．
国
に
よ
る
地
方
管
理
道
路
の
災
害
復
旧
等
を
代
行
で
き
る
制
度
の
拡
充

【
道
路
法
】

自
動
運
行
補
助
施
設
（
イ
メ
ー
ジ
）

1
．
物
流
生
産
性
の
向
上
の
た
め
の
特
殊
車
両
の
新
た
な
通
行
制
度
の
創
設
【
道
路
法
、
道
路
特
措
法
】

（
過
積
載
等
の
法
令
違
反
も
依
然
と
し
て
散
見
）

法
律
の
概
要

○
自
動
運
転
車
の
運
行
を
補
助
す
る
施
設
（
磁
気
マ
ー
カ
ー
等
）
を
道
路
附
属
物
と
し
て
位
置
付
け
（
民
間
事
業
者
の
場
合
は
占
用
物
件
と
す
る
）

◆
磁
気
マ
ー
カ
ー
等
の
整
備
に
対
す
る
国
と
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
無
利
子
貸
付
け

4
．
自
動
運
転
を
補
助
す
る
施
設
の
道
路
空
間
へ
の
整
備

【
道
路
法
、
道
路
特
措
法
、
財
特
法
】

令
和
２
年
５
月
２
０
日
成
立

令
和
２
年
５
月
２
７
日
公
布

●
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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社会資本整備審議会 道路分科会 建議（平成29年8月22日）概要

1.経済成長に資する生産性向上
○ストック効果の高いインフラの整備

2.地方創生の実現・地域経済の再生
○「対流」の促進による地域経済の経済活動の活性化
○地方創生の主要拠点としての道の駅のより一層の活用

3.国民の安全・安心の確保
○災害時の損失を最小限とする対策の一層の強化
○予防保全に基づき、新技術導入や維持管理のあり方
の見直し

4.一億総活躍社会の実現
○豊かさを実感できる全員参加型社会の実現

5.イノベーションの社会実装
○より賢く整備し、使いこなし、サービスや産業を創出

3.道路の更なるオープン化
～多様な連携・協働を追求する～

○道路占用・空間のオープン化 ：
道路空間を使い倒し、地域の魅力向上、
交通モード間の接続強化を図るべき

○議論・検討のオープン化 : 
官民の新たな連携を促進すべき

○道路情報のオープン化 : 
産学官が共通の認識を持ち、連携して地
域課題に対処できる体制を構築すべき

○道路空間のスマート化 : 
構造物・附属物を集約・撤去しスマートな
道路空間とすることを検討すべき

1.道路・交通とイノベーション
～道から社会を変革する～

○技術革新が急速に進展するICTを最大限
活用すべき

○従来の利用形態等を前提としない、考え
方や仕組み、ルールの整理や社会受容
性の確保に取り組むべき

（自動運転/トラック隊列走行/低速モビリ
ティ/交通安全/円滑化/老朽化対策）

○今までにない使われ方や付加価値を創造
し、社会・経済の変革やパラダイムシフト
をリードしていくべき

Ⅲ 新たな道路政策の方向性

2.人とクルマのベストミックス
～高度な道路交通を実現する～

○骨格となるネットワークについて、自動車、
歩行者、自転車等を分離し、誰もが遠慮せず
快適・安全に走行・通行できるよう整備すべき

○地方部(中山間地域)の道路整備・強化が必要

○生活道路での｢混在｣の考え方を導入すべき

○人とクルマの動きを同時に把握するための
新たな調査体系の確立が不可欠

○2020年東京オリパラ大会を目標に、ロード
プライシングを含むTDM施策等による一体的
な最適化の運用を図る必要

Ⅰ 社会経済についての現状認識

1.人口減少・高齢化と暮らしへの影響
○地方における移動手段の確保、トラックドライバー不足の深刻化

2.日本経済の持続的な成長に向けた課題
○緩やかな回復基調ではあるが、潜在成長力の引き上げが必要

3.ICTの急速な進展
○技術革新の進展による生産性の向上や経済社会の発展等への寄与が期待

4.激甚化する自然災害、切迫する巨大地震
○巨大地震などの多様な災害が広域化・複雑化・長期化

5.老朽インフラの加速度的増加
○適時適切なメンテナンスとともに、施設の集約化も視野に施設の質的向上が肝要

6. 「観光先進国」に向けた挑戦
○質の高い観光地の形成など、世界に誇る魅力あふれる国づくりが必要

Ⅱ 目指す社会と道路政策

6.モーダルコネクト(交通モード間連携)の強化

○交通・物流拠点とネットワークのアクセス強化

○バスタプロジェクトの推進

○主要鉄道駅など広域交通拠点の利便性向上

○モード間の情報接続の強化とシェアリングとの
連携

7.地域における産学民官の新たな連携へ

○官民連携による都市空間の再編

○道路のストック効果を高めるための地域・民間との連携

○道の駅や高速道路の休憩施設等の活用促進

○すべての人にわかりやすい道案内の実現

○ICT・ビッグデータを利活用した地域道路経済戦略の
推進

Ⅳ道路施策の具体的提案

Ⅴ 施策の進め方についての提案

○多様な主体との連携 ○データの利活用 ○新技術の開発・活用 ○予算・財源 ○的確な評価

1.メンテナンスのセカンドステージへ

○予防保全を前提としたメンテナンスの計画的な実施 ○過積載撲滅に向けた取組の強化 ○適正な予算等の確保

○新技術の導入等による長寿命化・コスト縮減 ○集約化・撤去による管理施設数の削減 ○地方への国による技術支援の充実

2.総合的な交通安全対策の実施

○生活道路の交通安全対策

○自転車利用環境の整備

○踏切対策の推進

○高速道路の安全・安心に係る賢い取組

○ユニバーサルデザイン化の推進

3.災害に強い安全性・信頼性の高い道路へ

○大規模災害への対応

○集中豪雨や大雪への対策強化

○無電柱化の推進

○占用物件の適切な維持管理

4.円滑なモビリティの確保のために

○ICTやAI等をフル活用した交通マネジメント強化

○交通流を最適化する料金・課金施策の導入

○大規模商業施設等の対策の強化

○トラック・バスなど道路利用者との連携強化

5.戦略的な人と物の流れの確保

○平常時・災害時を問わない安定的な輸送の確保 ○高速道路の幹線物流プラットフォームの構築

○トラック輸送のイノベーションの促進 ○ラストマイルの人と物の流れの確保

8.ニーズに応じた道路
空間の利活用
○道路空間の利活用の
更なる高度化
○多様なニーズに対応
した道路空間の再構
築
○民間団体等との連携
による価値・魅力の
向上

9.「観光先進国」の
実現に向けて
○観光地への円滑なア
クセスの実現
○安全で快適な観光地
の形成
○旅行者にわかりやす
い道案内の推進

コネクト 連携
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2
0
4
0
年
、
道
路
の
景
色
が
変
わ
る
～
人
々
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
道
路
～

◆
意
義
・
目
的

道
路
政
策
を
通
じ
て
実
現
を
目
指
す
20
40
年
の
日
本
社
会
の
姿

と
政
策
の
方
向
性
を
提
案
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

●
移
動
の
効
率
性
、
安
全
性
、
環
境
負
荷
等
の
社
会
的
課
題

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
フ
ル
活
用
し
て
道
路
を
「
進
化
」
さ
せ
課
題
解
決

●
道
路
は
古
来
、
子
供
が
遊
び
、
井
戸
端
会
議
を
行
う
等
の
人
々
の
交
流
の
場

道
路
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
と
し
て
の
機
能
を
「
回
帰
」

●
「

SD
G

s」
や
「

So
ci

et
y5

.0
」
は
「
人
間
中
心
の
社
会
」
の
実
現
を
目
標

道
路
政
策
の
原
点
は
「
人
々
の
幸
せ
の
実
現
」

公
園
の
よ
う
な
道
路

店
舗
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
移
動

◆
基
本
的
な
考
え
方

①
通
勤
・
帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ

が
消
滅

•
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り

通
勤
等
の
義
務
的
な
移
動
が

激
減

•
居
住
地
か
ら
職
場
ま
で
の
距

離
の
制
約
が
消
滅
し
、
地
方

へ
の
移
住
・
居
住
が
増
加

②
公
園
の
よ
う
な
道
路
に

人
が
溢
れ
る

•
旅
行
、
散
策
な
ど
楽
し
む
移

動
や
滞
在
が
増
加

•
道
路
が
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
と

し
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮

③
人
・
モ
ノ
の
移
動
が

自
動
化
・
無
人
化

•
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
普
及

に
よ
り
マ
イ
カ
ー
所
有
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
過
去
の
も

の
に

•
eコ
マ
ー
ス
の
浸
透
に
よ
り
、

物
流
の
小
口
配
送
が
増
加

し
、
無
人
物
流
も
普
及

④
店
舗
(サ
ー
ビ
ス
)の
移
動

で
ま
ち
が
時
々
刻
々
と

変
化

•
飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
が
顧
客
の

求
め
に
応
じ
て
移
動
し
、
道
路

の
路
側
で
営
業

•
中
山
間
地
で
は
、
道
の
駅
と

移
動
小
型
店
舗
が
住
民
に
生
活

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

⑤
「
被
災
す
る
道
路
」
か
ら

「
救
援
す
る
道
路
」
に

•
災
害
モ
ー
ド
の
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
交
通
・
通
信
・
電
力

を
途
絶
す
る
こ
と
な
く
確
保

し
、
人
命
救
助
と
被
災
地
復
旧

を
支
援

マ
イ
カ
ー
を
持
た
な
く
て
も
便
利
に
安
心
し
て

移
動
で
き
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
し
い
生
活
様
式

人
口
減
少
社
会
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）

災
害
や
気
候
変
動

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

◆
道
路
の
景
色
が
変
わ
る
～
５
つ
の
将
来
像
～

＜
関
係
す
る
主
な
SD
G
s＞
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⑤
世
界
に
選
ば
れ
る
都
市
へ

卓
越
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
賑
わ
い
と
交
流
の
場
を
提
供
す

る
道
路
空
間
が
、
投
資
を
呼
び
込
む
国
際
都
市
と
し
て
の

魅
力
を
向
上

・
自
動
運
転
や
M
aa
Sに
対
応
し
た
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

・
時
間
帯
に
応
じ
て
用
途
が
変
化
す
る
路
肩

⑥
持
続
可
能
な
物
流
シ
ス
テ
ム

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
幹
線
輸
送
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ル

に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
配
送
等
に
よ
り
自
動
化
・
省
力
化
さ

れ
た
物
流
が
、
平
時
・
災
害
時
を
問
わ
ず
持
続
可
能
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
機
能

・
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

・
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
無
人
輸
送

⑦
世
界
の
観
光
客
を
魅
了

日
本
風
景
街
道
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
、
道
の

駅
等
が
国
内
外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
拠
点
と
な
り
、
多

言
語
道
案
内
な
ど
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
や
外
国
人
定
住
者
の
利
便
性
・
満
足
度
を
向
上

・
多
言
語
道
案
内
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

・
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

⑧
災
害
か
ら
人
と
暮
ら
し
を
守
る
道
路

激
甚
化
・
広
域
化
す
る
災
害
に
対
し
、
耐
災
害
性
を
備
え

た
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
被
災
地
へ
の
人
流
・
物
流

を
途
絶
す
る
こ
と
な
く
確
保
し
、
人
命
や
経
済
の
損
失
を

最
小
化

・
災
害
モ
ー
ド
の
高
速
道
路

・
道
の
駅
や
SA
/P
Aの
防
災
拠
点
化

⑨
道
路
交
通
の
低
炭
素
化

電
気
自
動
車
、
燃
料
電
池
自
動
車
、
公
共
交
通
や
自
転
車

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
低
炭
素
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

が
地
球
温
暖
化
の
進
行
を
抑
制

・
非
接
触
給
電
シ
ス
テ
ム

・
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

⑩
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
長
寿
命
化

新
技
術
の
導
入
に
よ
り
効
率
化
・
高
度
化
さ
れ
た
予
防

保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

持
続
的
に
機
能

・
AI
や
計
測
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
に
よ
る
点
検
・
診
断
の
自
動
化
・
省
力
化

・
除
雪
や
清
掃
な
ど
維
持
管
理
作
業
の
自
動
化

①
国
土
を
フ
ル
稼
働
し
、
国
土
の
恵
み
を
享
受

全
国
を
連
絡
す
る
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
高
度
な
交

通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
日
本
各
地
で
人
々
が
自
由
に

居
住
し
、
移
動
し
、
活
動

・
自
動
運
転
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
料
金
シ
ス
テ
ム

②
マ
イ
カ
ー
な
し
で
も
便
利
に
移
動

マ
イ
カ
ー
な
し
で
も
便
利
に
移
動
で
き
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
(M
aa
S)
が
す
べ
て
の
人
に
移
動
手
段
を
提
供

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ハ
ブ

・
道
の
駅
の
無
人
自
動
運
転
乗
合
サ
ー
ビ
ス

③
交
通
事
故
ゼ
ロ

人
と
車
両
が
空
間
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
も
、
安
全
で
快
適

に
移
動
や
滞
在
が
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
道

路
が
、
交
通
事
故
の
な
い
生
活
空
間
を
形
成

・
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
に
よ
る
生
活
道
路
へ
の
車
の
進
入
制
限

・
歩
行
者
と
車
が
共
存
す
る
道
路

④
行
き
た
く
な
る
、
居
た
く
な
る
道
路

ま
ち
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
、
行
き
た
く
な
る
、
居
た

く
な
る
美
し
い
道
路
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
賑
わ
い
に
溢
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
を
創
出

・
地
域
セ
ン
タ
ー
と
な
る
目
抜
き
通
り
や
道
の
駅

・
無
電
柱
化
、
沿
道
建
築
物
と
調
和
し
た
照
明
な
ど
道
路
デ
ザ
イ
ン
の
刷
新

◆
道
路
行
政
が
目
指
す
「
持
続
可
能
な
社
会
の
姿
」
と
「
政
策
の
方
向
性
」

＜
持
続
可
能
な
社
会
の
姿
＞

日
本
全
国
ど
こ
に
い
て
も
、
誰
も
が
自
由

に
移
動
、
交
流
、
社
会
参
加
で
き
る
社
会

１
世
界
と
人
・
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
交
う

こ
と
で
活
力
を
生
み
出
す
社
会

２
国
土
の
災
害
脆
弱
性
と
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
を

克
服
し
た
安
全
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

３
＜
政
策
の
方
向
性
＞

中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
の
駅

ロ
ボ
ッ
ト
配
送
に
よ
り
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送
を
自
動
化
・
省
力
化

BR
T(
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
)や
自
転
車
等
を
中
心
と
し
た

低
炭
素
な
交
通
シ
ス
テ
ム

※
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
5/
27
公
布

自
動
運
行
補
助
施
設

歩
行
者
利
便
増
進
道
路

特
定
車
両
停
留
施
設

特
車
の
新
た
な
通
行
許
可
制
度

災
害
復
旧
等
の
代
行
制
度

2
0
4
0
年
、
道
路
の
景
色
が
変
わ
る
～
人
々
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
道
路
～
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１
.日
本
全
国
ど
こ
に
い
て
も
、
誰
も
が
自
由

に
移
動
、
交
流
、
社
会
参
加
で
き
る
社
会

２
.世
界
と
人
・
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
交
う

こ
と
で
活
力
を
生
み
出
す
社
会

３
.国
土
の
災
害
脆
弱
性
と
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
を

克
服
し
た
安
全
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

「
2
0
4
0
年
、
道
路
の
景
色
が
変
わ
る
」
に
対
応
す
る
主
要
施
策

⑤
世
界
に
選
ば
れ
る
都
市
へ

•バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
国
展
開

•ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
首
都
高
速
の
地
下
化

へ
の
取
組

•料
金
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
・
タ
ッ
チ
レ
ス

化 •オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

中
の
首
都
高
の
流
動
確
保
の
た
め
の
料
金
施
策

等
の
実
施

•歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
普
及
促
進
（
再
掲
）

•道
路
分
野
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出

⑥
持
続
可
能
な
物
流
シ
ス
テ
ム

•ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
区
間
・
駐
車
予

約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

•高
速
道
路
に
お
け
る
隊
列
走
行
の
実
現

•ス
マ
ー
ト
IC
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
の
支
援

•民
間
施
設
直
結
IC
制
度
の
活
用
推
進

•休
憩
施
設
に
お
け
る
駐
車
マ
ス
不
足
へ
の
対
応

•特
殊
車
両
の
通
行
手
続
き
の
迅
速
化

⑦
世
界
の
観
光
客
を
魅
了

•広
域
的
な
観
光
周
遊
を
支
援
す
る
サ
イ
ン
や
休

憩
施
設
等
の
充
実

•高
速
道
路
の
周
遊
定
額
パ
ス
の
利
用
促
進

•サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

•日
本
風
景
街
道
の
推
進

•レ
ン
タ
カ
ー
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
事
故
対
策

•エ
リ
ア
観
光
渋
滞
対
策
の
推
進

⑧
災
害
か
ら
人
と
暮
ら
し
を
守
る
道
路

•大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

•ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
高
速
道
路
の
４
車

線
化
、
一
般
道
の
防
災
課
題
解
消
に
よ
る
ダ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
推
進

•デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
法
面
・
斜
面
対
策

•河
川
に
隣
接
す
る
道
路
構
造
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン •道
路
を
津
波
・
洪
水
か
ら
の
緊
急
避
難
場
所
と
し

て
活
用

•豪
雨
時
の
新
た
な
通
行
規
制
基
準

•「
通
れ
る
マ
ッ
プ
」
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な
提
供

•「
防
災
道
の
駅
」
の
認
定

⑨
道
路
交
通
の
低
炭
素
化

•次
世
代
自
動
車
普
及
促
進
の
取
組

•安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境
の
創
出

•小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
自
転
車
等
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

の
活
用
促
進
（
再
掲
）

⑩
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
長
寿
命
化

•予
防
保
全
に
よ
る
道
路
の
老
朽
化
対
策
へ
の
転
換

•道
路
施
設
等
の
集
約
・
撤
去
、
機
能
縮
小
の
支
援

•高
速
道
路
の
大
規
模
更
新

•道
路
管
理
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
に
資
す
る

IC
T技
術
等
の
活
用

•デ
ー
タ
の
収
集
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

①
国
土
を
フ
ル
稼
働
し
、
国
土
の
恵
み
を
享
受

•速
達
性
と
ア
ク
セ
ス
性
が
確
保
さ
れ
た
国
土
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

•三
大
都
市
圏
環
状
道
路
等
の
整
備

•「
新
広
域
道
路
交
通
計
画
」
の
策
定

•道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策

•I
CT
・
AI
を
活
用
し
た
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

•中
京
圏
の
新
た
な
料
金
体
系
の
導
入

②
マ
イ
カ
ー
な
し
で
も
便
利
に
移
動

•自
動
運
転
に
対
応
し
た
道
路
空
間
の
基
準
等
を

整
備

•中
山
間
地
域
に
お
け
る
道
の
駅
等
を
拠
点
と
し

た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

•小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
自
転
車
等
の
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
の
活
用
促
進

③
交
通
事
故
ゼ
ロ

•高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
の
対
策

•高
速
道
路
の
逆
走
対
策

•幹
線
道
路
と
生
活
道
路
の
機
能
分
化
に
よ
る
幹

線
道
路
へ
の
交
通
転
換
の
促
進

•生
活
道
路
に
お
け
る
速
度
低
下
や
侵
入
抑
制
等

の
面
的
対
策

•ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進

④
行
き
た
く
な
る
、
居
た
く
な
る
道
路

•歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
普
及
促
進

•雨
庭
等
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
推
進

•無
電
柱
化
の
推
進

•「
道
の
駅
」
の
観
光
拠
点
化
の
推
進

- 64 -



（３）施策の具体的な提案

①暫定2車線区間の対策

②逆走対策

③歩行者・自転車等の進入対策

④自動運転の実現に向けた取組
⑤交通安全施設の整備等

・速度低下等の区間で4車線化、付加車線設置
(生産性向上の観点も踏まえ圏央道などを早急に4車線化）
・最新データにより効果的な付加車線の設置や3車線運用などの工夫
・今後、当面整備する暫定2車線区間はワイヤロープを標準設置

・新東名でのトラック隊列走行を可能とする6車線運用

・新技術も活用した交通安全施設の整備
・落下物の早期発見・回収のための道路緊急ダイヤル（#9910）の普及活用

・誤進入者の行動特性を踏まえた対策

・2020年までに逆走事故ゼロを目標とした取組の加速
・運転支援に資する新技術の早期実用化
・路車連携による車両の自動制御など自動運転技術の活用検討

１．高速道路を取り巻く環境

２．高速道路の安全性、信頼性や使いやすさを向上する取組

（１）目指す方向性 （２）留意すべき視点

１）利用者の視点や行動の重視
２）他分野の施策との連携
３）最新技術の進展とその活用

１）世界でも事故率が低く、安全性の高い高速道路
２）あらゆる災害に対して強く、回復力の高い高速道路
３）全てのドライバーにとって使いやすく、快適で安心な高速道路

（１）高速道路ネットワークの進展に伴う更なる機能向上の要請 ・・・ 高速道路の８割が開通済
（２）高速道路における安全上の課題の顕在化 ・・・ 暫定2車線区間の飛び出し事故/逆走事故
（３）激甚化する災害時における高速道路ネットワークへの期待 ・・・ 熊本地震/北海道台風被害
（４）生産性向上に対する社会的要請 ・・・ 労働生産性向上/働き方の改善

1)利用
者の安
全確保

①防災・減災対策

②工事規制の影響の最小化

③雪氷対策

①休憩施設の使いやすさの改善

②高速バスの利便性向上

③高速トラック輸送の効率化支援
④訪日外国人旅行者への対応
⑤スマートＩＣ等による地域とのアクセス強化

・一般道路と連携したネットワークとしての防災対策を実施
・平常時・災害時を問わない安定輸送確保のための路線指定と機能強化等
・橋梁の耐震対策やSA・PAの防災機能強化の推進
・道路区域外からの災害対策の強化
・複数工事の集約化や工事時の車線運用の工夫
・暫定2車線区間の代替となる車線・経路の整備や拡幅等の計画的な推進
・準天頂衛星を活用した除雪車両の運転支援

・ユニバーサルデザイン化等によるSA・PAの施設充実
・道の駅やガソリンスタンド等への一時退出の全国展開

・2020年までに高速道路のナンバリング概成

・高速バス停の配置見直しなど機能向上
・インターチェンジ周辺での乗継ぎ拠点の整備
・SA・PAへのトレーラー分離・連結スペースの整備や路外施設活用

・スマートICや民間施設と直結するICなど柔軟に設置

３．施策の進め方について

（１）安全・安心計画（仮称）の策定

（２）負担のあり方（4車線化等）

（３）多様な連携・協働

・無料区間を含め、「安全・安心計画（仮称）」として中期的な整備方針をとりまとめ
・コスト縮減等の経営努力や現下の低金利状況等を活用しつつ、暫定2車線区間の4車線化や耐震対策などを早急に実施

有料
区間
・交通状況を勘案し、優先度を明確にした上で利用者負担で早期整備
・4車線化の優先度が低い区間はワイヤロープを基本としつつ、利用者や地方負担の活用など様々な方策の導入可能性を検討

・新直轄区間でのワイヤロープ設置等に係る制度を設け、整備
・4車線化は、周辺ネットワークや整備経緯を踏まえつつ、地域の意見を聴取した上で、利用者負担（有料事業）による整備を導入

・維持管理・更新に係る負担のあり方 ・利用者重視の料金体系の推進
・交通流を最適化する料金・課金施策の導入 ・完全ETC化及びETC2.0の普及促進・活用・オープン化等

４．今後の検討課題

無料
区間

国や地方公共団体、高速道路会社が連携/物流事業者とも協調して業務改善等の方向性と連動した
施策を推進

3)快適
な利用
環境の
実現

2)強靱で
信頼性の
高いネッ
トワーク
の構築

社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会
高速道路の安全性、信頼性や使いやすさを向上する取組 基本方針（平成29年12月22日）

概 要
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高速道路における安全・安心基本計画（令和元年９月１０日策定） 概要
「高速道路の安全性、信頼性や使いやすさを向上する取組基本方針」（H29.12.22 国土幹線道路部会）

１．はじめに

２．計画の基本的な事項

（１）計画の対象
高規格幹線道路（国・高速道路会社管理
区間）及びその他の高速道路会社管理道路

＜目的＞
基本方針（H29.12.22）において提案された各施策の中期的な整備方針等を示
し、計画的かつ着実な推進を図る

（２）留意すべき視点

（２）計画の構成

（３）計画の期間

（４）計画の進め方

概ね10年程度を基本とし、各施策毎に設定

毎年の事業計画に反映

４．計画を実現するための財源確保に向けて

（１）計画の背景・目的

（２）自動運転等のイノベーションによる高速道路の進化

（５）.利用者ニーズを踏まえた使いやすさの向上

４）会社の自主性の
尊重

１）利用者の視点や
行動の重視

２）他分野の施策との
連携

３）最新技術の進展と
その活用○ネットワークをつなぐという高速道路の水平的展開は概ね完了。

○今後は、形成された高速道路ネットワークを、安全性、信頼性、使いやすさ
を向上する観点から、更なる機能強化を図っていく段階。

○高速道路ネットワークの進展に

伴う更なる機能向上の要請

・高速道路の約85%が開通済

・高速道路の約4割が暫定2車線

○高速道路における安全上の

課題の顕在化

・逆走事故や誤進入

・高齢者ドライバーによる事故

○激甚化する災害時における

高速道路ネットワークへの期待

・気象災害の激甚化

・大規模地震への懸念

○生産性向上に対する社会的要請

・労働生産性向上

・働き方の改善

※無料区間については当面ミッシングリンクの解消に努めるとともに、４
車線化ついては周辺ネットワークの整備状況等を踏まえつつ地域の意見も
聴取した上で利用者負担による整備を検討。

（１） 暫定２車線区間の解消

高速道路における
安全・安心基本計画

高速道路における
安全・安心実施計画

現場の知見に
基づく意見

サービス水準に
関する調整

※国と会社との適切な
パートナーシップの下
施策を推進

１）計画的な４車線化の推進

３．高速道路の安全性、信頼性や使いやすさを向上する具体施策

１）自動運転に対応した道路空間の基準等の整
備
２）高速トラック輸送の効率化

（３）世界一安全な高速道路の実現

１）事故多発地点での集中的な対策

２）逆走対策

（４）ネットワークの信頼性の飛躍的向上

１）災害時の通行止め時間の最小化

２）工事規制の影響の最小化

３）雪氷対策

・高速道路政策を担う
国が策定（今回）
・具体施策の基本的
方針、目標等を記載

・施策の実施主体が
別途策定
・具体施策の事業展開、
整備手法等を記載

１）休憩施設の使いやすさの改善

２）高速バスの利便性向上

３）訪日外国人旅行者への対応

４）スマートIC等による地域とのアクセス強化

５）現地の交通状況に応じた交通運用

本計画を早期にかつ着実に実現するためには、財源の確保が必要であり、社会・経済に与える影響や国・地方の財政状
況、地方自治体、利用者等の意見等を踏まえ、検討を進める。
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１
．
取
り
組
み
姿
勢

我
が
国
本
来
の
美
し
さ
を
取
り
戻
し
、
安
全
で
災
害
に
も
し
な
や
か
に
対
応

で
き
る
「
脱
・
電
柱
社
会
」
を
目
指
す

２
．
進
め
方

１
）
適
切
な
役
割
分
担
に
よ
る
無
電
柱
化
の
推
進

・
道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
掘
り
返
し
の
抑
制
が
特
に
必
要
な
区
間
に
お
い
て
、

電
線
共
同
溝
等
を
整
備

・
電
線
管
理
者
は
、
様
々
な
手
法
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
ら
も
無
電
柱
化
を
推
進

２
）
国
民
の
理
解
・
関
心
の
増
進
、
地
域
住
民
の
意
向
の
反
映

・
無
電
柱
化
の
重
要
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
つ
つ
、
無
電
柱
化

を
推
進

３
）
無
電
柱
化
の
対
象
道
路

①
防
災
：
緊
急
輸
送
道
路
、
避
難
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
、
避
難
路
等

②
安
全
・
円
滑
な
交
通
確
保
：
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
な
道
路
、
通
学
路
等

③
景
観
形
成
・
観
光
振
興
：
世
界
遺
産
周
辺
、
重
伝
建
地
区
等

④
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
：
セ
ン
タ
ー
・
コ
ア
・
エ
リ
ア
内
の
道
路

４
）
無
電
柱
化
の
手
法

・
電
線
共
同
溝
、
自
治
体
管
路
、
要
請
者
負
担
、
単
独
地
中
化
、
軒
下
・
裏
配
線

決
定
：
平
成
3
0
年
4
月
6
日

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

２
０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
３
年
間

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
期
間

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
期
間

無
電
柱
化
法
を
受
け
た
初
の
法
定
計
画
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
踏
ま
え
、
無
電
柱
化

の
目
的
に
応
じ
た
無
電
柱
化
率
※
の
目
標
を
設
定

①
防
災

・
都
市
部
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
内
の
第
１
次
緊
急
輸
送
道
路
３
４
％
→
４
２
％

②
安
全
・
円
滑
な
交
通
確
保

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
必
要
な
特
定
道
路

１
５
％
→
５
１
％

③
景
観
形
成
・
観
光
振
興

・
世
界
文
化
遺
産
周
辺
の
地
区
を
代
表
す
る
道
路
３
７
％
→
７
９
％

・
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
代
表
す
る
道
路
２
６
％
→
７
４
％

・
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
地
区
等
を
代
表
す
る
道
路
５
６
％
→
７
０
％

④
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

・
セ
ン
タ
ー
・
コ
ア
・
エ
リ
ア
内
の
幹
線
道
路

９
２
％
→
完
了

以
上
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
約
１
，
４
０
０
k
m
の
無
電
柱
化
が
必
要

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
目
標

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
目
標

[無
電
柱
化
率
※
]

[電
線
共
同
溝
整
備
率
]

※
無
電
柱
化
率
：
工
事
着
手
率

１
．
多
様
な
整
備
手
法
の
活
用
、
コ
ス
ト
縮
減
の
促
進

・
軒
下
・
裏
配
線
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
、
P
F
I手
法
等
の
活
用

・
浅
層
埋
設
方
式
及
び
小
型
ボ
ッ
ク
ス
活
用
埋
設
方
式
の
普
及
促
進

・
直
接
埋
設
方
式
の
技
術
開
発
を
進
め
、
早
急
な
実
用
化
及
び
普
及
等

２
．
財
政
的
措
置

・
緊
急
輸
送
道
路
等
に
お
い
て
、
防
災
・
安
全
交
付
金
に
よ
る
重
点
的
な
支
援

・
単
独
地
中
化
を
促
進
す
る
た
め
の
財
政
的
支
援
措
置
等

３
．
占
用
制
度
の
的
確
な
運
用

・
安
全
・
円
滑
な
交
通
確
保
の
観
点
か
ら
新
設
電
柱
の
占
用
制
限
措
置
を
検
討
し
、
措
置
・
既
設
電
柱
の
占
用
制
限
に
つ
い
て
検
討
し
、
措
置

・
既
設
電
柱
の
撤
去
等
を
行
う
た
め
の
運
用
方
針
の
策
定
、
道
路
法
令
の
改
正
を
検
討
・
外
部
不
経
済
を
反
映
し
た
占
用
料
の
見
直
し
を
検
討
等

４
．
関
係
者
間
の
連
携
の
強
化

・
地
元
関
係
者
や
道
路
管
理
者
、
電
線
管
理
者
に
よ
る
協
議
会
等
の
設
置

・
公
有
地
、
公
開
空
地
等
の
民
地
を
活
用
し
た
地
上
機
器
の
設
置
の
推
進
等

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
し
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
し
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策

１
．
広
報
・
啓
発
活
動

２
．
地
方
公
共
団
体
へ
の
技
術
的
支
援

・
「
無
電
柱
化
の
日
」
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等

・
条
例
の
制
定
や
、
都
道
府
県
（
市
町
村
）
無
電
柱
化
推
進
計
画
の
策
定
を
支
援

施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
か
つ
迅
速
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
か
つ
迅
速
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
概
要
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自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
概
要

目
標
１
自
転
車
交
通
の
役
割
拡
大
に
よ
る
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成

目
標
３
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
よ
る
観
光
立
国
の
実
現

目
標
２
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等
に
よ
る
活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会
の
実
現

目
標
４
自
転
車
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
の
実
現

１
．
総
論

（
１
）
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
位
置
付
け

自
転
車
活
用
推
進
法
に
基
づ
き
策
定
す
る
、

我
が
国
の
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画

２
．
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
目
標
及
び
実
施
す
べ
き
施
策

（
２
）
計
画
期
間

長
期
的
な
展
望
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

2
0
2
0
年
度
ま
で

（
３
）
自
転
車
を
巡
る
現
状
及
び
課
題

１
．
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
歩
行
者
、
自
転
車
及
び
自
動
車
が
適
切
に
分
離
さ
れ
た
自
転
車
通
行
空
間

の
計
画
的
な
整
備
を
促
進
。

２
．
路
外
駐
車
場
や
荷
さ
ば
き
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
、
自
転
車
通
行
空
間
上
の

違
法
駐
車
取
締
り
の
推
進
等
に
よ
り
、
自
転
車
通
行
空
間
の
確
保
を
促
進
。

３
．
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
と
公
共
交
通
機
関
と
の
接
続
強
化
や
、
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の

設
置
促
進
等
に
よ
り
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
普
及
を
促
進
。

４
．
地
方
公
共
団
体
と
鉄
道
事
業
者
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
地
域
の

駐
輪
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
駐
輪
場
の
整
備
を
推
進
。

５
．
社
会
実
験
等
を
踏
ま
え
て
、
駐
輪
場
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
運
営
、
放
置
自
転

車
対
策
等
の
効
率
化
に
向
け
て
自
転
車
の
Io
T
化
を
促
進
。

６
．
歩
行
者
・
自
転
車
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
、
生
活
道
路
に
お
け
る
通
過

交
通
の
抑
制
や
無
電
柱
化
と
合
わ
せ
た
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
に
つ
い
て
の

総
合
的
な
取
組
を
実
施
。

７
．
自
転
車
競
技
の
普
及
・
振
興
に
向
け
、
国
際
規
格
に
合
致
し
た
自
転
車
競
技
施

設
の
整
備
等
を
促
進
。

８
．
公
道
や
公
園
等
の
活
用
に
よ
り
、
安
全
に
自
転
車
に
乗
れ
る
環
境
の
創
出
を
促

進
し
、
幅
広
い
年
齢
層
に
お
け
る
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進
。

９
．
国
民
の
健
康
に
関
す
る
理
解
力
を
底
上
げ
し
、
自
転
車
を
利
用
し
た
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
広
報
啓
発
を
推
進
。

1
0
．
企
業
等
へ
の
呼
び
か
け
等
に
よ
り
、
自
転
車
通
勤
等
を
促
進
。

1
1
．
関
係
者
が
連
携
し
て
、
自
転
車
に
関
す
る
国
際
会
議
や
国
際
的
な
サ
イ

ク
リ
ン
グ
大
会
等
の
誘
致
を
推
進
。

1
2
．
官
民
が
連
携
し
た
走
行
環
境
の
整
備
や
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
拡
大

等
に
よ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
等
に
よ
り
、
世
界
に

誇
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
を
創
出
し
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
。

1
3
．
自
転
車
が
備
え
る
べ
き
安
全
性
に
関
す
る
品
質
基
準
に
つ
い
て
、
国
民

に
分
か
り
や
す
く
示
し
、
高
い
安
全
性
を
備
え
た
自
転
車
の
普
及
を
促
進
。

1
4
．
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
寄
与
す
る
人
材
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を
促

進
し
、
よ
り
安
全
な
自
転
車
の
点
検
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
広
報
啓
発

等
の
取
組
を
促
進
。

1
5
．
国
民
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
資
す
る
広
報
啓
発
活
動
の
推
進
や
、

自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
指
導
・
取
締
り
の
重
点
的
な
実
施
に
よ
り
、

自
転
車
の
安
全
な
利
用
を
促
進
。

1
6
．
自
転
車
を
含
む
交
通
安
全
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
交

通
安
全
教
室
の
開
催
等
を
推
進
。

1
7
．
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
歩
行
者
、
自
転
車
及
び
自
動
車
が
適
切
に
分
離
さ
れ
た
自
転

車
通
行
空
間
の
計
画
的
な
整
備
を
促
進
。
（
再
掲
）

1
8
．
危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
等
、
災
害
時
に
お
け
る
自
転
車
の
活
用
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心
を
向
上
。

決
定
：
平
成
3
0
年
6
月
8
日
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日
本
の
道
路
の
現
況

○
高
速
自
動
車
国
道
と
直
轄
国
道
は
、
延
長
割
合
が
低
い
が
、

交
通
量
の
約
３
割
、
貨
物
車
交
通
量
の
約
5
割
を
分
担

○
都
市
間
連
絡
速
度
は
依
然
と
し
て
低
い
。

［
都
市
間
連
絡
速
度
の
国
際
比
較
］

○
日
本
の
高
速
道
路
は
車
線
数
が
少
な
い
。

［
高
速
道
路
の
車
線
数
別
延
長
の
構
成
比
］

高
速
道
路
の
対
象
）
日
本
：
高
規
格
幹
線
道
路

韓
国
：
E
xp
re
ss
w
ay

ア
メ
リ
カ
：
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
（
In
te
rs
ta
te
）

ド
イ
ツ
：
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
（
A
u
to
ba
h
n）

フ
ラ
ン
ス
：
オ
ー
ト
ル
ー
ト
（
A
u
to
ro
u
te
）

出
典
※
１
）
日
本
：
国
土
交
通
省
資
料
（
平
成
2
7
年
）

韓
国
※
２
：
国
土
海
洋
部
統
計
年
報
(2
0
1
7)

ア
メ
リ
カ
：
H
ig
h
w
ay
 P
e
rf
o
rm
an
c
e
 M
o
n
it
o
ri
n
g 
S
ys
te
m
 2
0
1
5
（
F
H
W
A
）

ド
イ
ツ
：
S
tr
aß
e
n
ve
rk
e
hr
sz
äh
lu
n
ge
n
2
0
1
5
（
B
S
sT
）

フ
ラ
ン
ス
：
V
o
ie
s
pa
r 
c
h
au
ss
é
e
su
r 
le
 r
é
se
au
ro
u
ti
e
r
n
at
io
n
a(
2
0
1
7
)

※
１
各
国
、
最
新
年
度
の
調
査
デ
ー
タ
を
使
用

※
２
［
参
考
］
韓
国
（
3
車
線
以
下
）
：
4
4％
(平
成
7
年
)

日
本
ド
イ
ツ
フ
ラ
ン
ス
イ
ギ
リ
ス

平
均

連
絡
速
度

km
/h

km
/h

km
/h

km
/h

都
市
間
連
絡
速
度
：
都
市
間
の
最
短
道
路
距
離
を
最
短
所
要
時
間
で
除
し
た
も
の

対
象
都
市

：
拠
点
都
市
（
都
道
府
県
所
在
地
等
）
及
び
一
定
の
距
離
離
れ
た

人
口
5万
人
以
上
の
都
市
、
主
要
港
湾

所
要
時
間

：
所
要
時
間
経
路
探
索
シ
ス
テ
ム
（
G
oo
gl
e
 M
ap
s等
）
に
よ
る

9
5
9
6
8
0

6
2

高
速
自
動
車
国
道
：
令
和
2
年
4
月
1
日
時
点
、
そ
の
他
：
平
成
3
0年
4
月
1日
時
点

注
）
各
々
の
延
長
は
1
0
0
km
単
位
と
な
る
よ
う
に
四
捨
五
入
し
た
た
め
合
計
と
合
致
し
な
い

0.
7%6%3%

38
%

73
%72
%

75
%74
%

56
%

26
%22
%

13
%17
%

6%

1%1%

12
%6%

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

韓
国

ア
メ
リ
カ

日
本

3車
線
以
下
4-
5車
線
6-
7車
線
8車
線
以
上

幹 線 道 路 生 活 道 路高
速
道
路

高
速
自
動
車
国
道
（
約
0
.7
%
)

直
轄
国
道
（
約
1
.9
%
)

補
助
国
道
（
約
2
.6
%
)

約
9
,0
0
0
km

都
道
府
県
道
（
約
1
0
.6
%
)

約
1
2
9
,7
0
0
km

（
約
8
4
.1
%
)

約
3
2
,0
0
0
km

合
計
約
1
,2
2
4
,8
00
km
(1
0
0
%
)

約
2
3
,7
0
0
km

約
1
,0
3
0
,4
0
0k
m

市
町
村
道

［
日
本
の
道
路
種
別
と
延
長
割
合
］

1%

12
%

30
%

2%

18
%

24
%

3%

13
%

15
%

95
%

57
%

31
%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

延
長

走
行
台
キ
ロ

（
全
車
）

走
行
台
キ
ロ

（
大
型
車
）

高
速
自
動
車
国
道
国
道
（直
轄
）
国
道
（
補
助
）
都
道
府
県
道
等

※
走
行
台
キ
ロ
は
、
「
平
成
2
7
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
」「
自
動
車
燃
料
消
費
量
統
計
年
報
平
成
2
7
年
度
分
」
に
よ
る
。

［
道
路
別
延
長
及
び
物
流
等
の
シ
ェ
ア
］
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事
業
の
流
れ

○
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
状
況

<
注
>

1
.高
速
自
動
車
国
道
の
〈
〉
内
は
、
高
速
自
動
車

国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
で

あ
る
。
（
外
書
き
で
あ
り
、
高
規
格
幹
線
道
路
の

総
計
に
含
ま
れ
て
い
る
。
）

2
.一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
の
開
通
予
定
延
長

に
は
、
一
般
国
道
の
バ
イ
パ
ス
等
を
活
用
す
る
区

間
が
含
ま
れ
る
。

3
.総
延
長
は
、
高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
は
、

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
第
3
条
及
び
高

速
自
動
車
国
道
法
第
3
条
、
本
州
四
国
連
絡
道
路

及
び
一
般
国
道
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の

指
定
に
基
づ
く
延
長
を
示
す
。

4
.高
規
格
幹
線
道
路
の
【
】
内
は
、
暫
定
2
車

線
整
備
区
間
の
延
長
を
示
す
。

総
延
長
令
和
２
年
度
末
開
通
予
定
延
長

（
）進
捗
率

令
和
３
年
度
末
開
通
予
定
延
長

（
）進
捗
率

高
規
格
幹
線
道
路
約
1
4
,0
0
0
km
1
2
,0
8
5
km

【
4
,4
2
7
km
】
(8
6
%
)
1
2
,1
5
1
km

【
4
,4
2
0
km
】
(8
7
%
)

高
速
自
動
車
国
道
1
1
,5
2
0
km
<
1
,0
5
1
km
>
(8
8
%
)
<
1
,0
5
8
km
>
(8
9
%
)

9
,1
1
0
km
(7
9
%
)
9
,1
5
3
km
(7
9
%
)

一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
約
2
,4
8
0
km
1
,9
2
4
km
(7
8
%
)
1
,9
4
0
km
(7
8
%
)

(本
州
四
国
連
絡
道
路
を
含
む
)

道 路 交 通 調 査

道 路 及 び 交 通 現 況 の 把 握

概 略 ル ー ト ・ 構 造 の 比 較 検 討

概 略 計 画 の 決 定

工 事

管 理

事 業 着 手

詳 細 設 計

用 地 買 収 （ 収 用 ）

供 用 開 始

用 地 幅 杭 設 置

新
規
事
業

採
択
時
評
価

事
後
評
価

事
業
認
定

現 地 測 量

再
評
価

課 題 の 整 理 ・ 目 標 の 設 定

環
境
影
響
評
価

（
配
慮
書
）

環
境
影
響
評
価

都
市
計
画

計
画
段
階
評
価
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道
路
施
設
の
点
検
・
修
繕
等
措
置
の
状
況

○
橋
梁
管
理
に
携
わ
る
土
木
技
術
者
数

【
地
方
公
共
団
体
の
状
況
】

※
市
は
特
別
区
を
含
む
※
有
効
回
答
数
：
1
,7
2
1
※
2
0
2
0
年
6
月
末
時
点

【
道
路
施
設
の
点
検
状
況
（
２
巡
目
）
】

○
2
0
1
9
年
度
の
点
検
実
施
状
況
（
全
道
路
管
理
者
合
計
）

自
治
体
数

土
木
技
術
者
数

0
人

1
人
～

市
7
9
5

4
9
( 
6
%
)

7
4
6
(9
4
%
)

町
7
4
3

1
7
1
(2
3
%
)

5
7
2
(7
7
%
)

村
1
8
3

1
0
5
(5
7
%
)

7
8
(4
3
%
)

市
町
村

1
,7
2
1

3
2
5
(1
9
%
)
1
,3
9
6
(8
1
%
)

○
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
橋
梁
※
の
修
繕
等
措
置
の
状
況
（
2
0
1
9
年
度
末
時
点
）

（
全
施
設
の
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
の
合
計
：
1
2
,6
2
8
施
設
）

40
%

3%

37
%

51
%

6
6%

5
1%

9%

30
%

12
%

0.
1%

0
.3
%

0
.0
3%

0
%

20
%

4
0%

60
%

80
%

10
0
%

橋
梁

(1
21
,5
47
)

ト
ン
ネ
ル

(1
,7
48
)

道
路
附
属
物
等

(7
,
17
2)

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

2
0
1
9
年
度

(4
8
,3
1
9
)

(6
2
,0
2
7
)

(1
1
,1
0
9
)
(9
2
)

(5
8
)

(1
,1
5
3
)

(5
3
2
)

(5
)

(2
,6
2
6
)

(3
,6
5
6
)

(8
8
8
)
(2
)

4
1
%

6
1
%

2
9
%

4
0
%

5
4
%

3
2
%

6
3
%

5
5
%

5
%

7
%

9
% 5
%

0
.
0
2
%

0
.
1
%

0
.
0
2
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

全
管
理
者

(
4
4
,
5
1
2
)

国
土
交
通
省

(
3
,
4
3
4
)

高
速
道
路
会
社

(
2
,
1
9
6
)

地
方
公
共
団
体
計

(
3
8
,
8
8
2
)

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

1
巡
目
点
検
（
2
0
1
4
～
2
0
1
8
年
度
）
の
実
施
状
況

※
（
）
内
は
、
1
巡
目
点
検
（
2
0
1
4
年
度
）
の
結
果
が
判
定
区
分
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
と
な
っ
た
橋

梁
の
う
ち
、
修
繕
等
の
措
置
を
講
じ
な
い
ま
ま
2
0
1
9
年
度
に
点
検
を
実
施
し
た
橋
梁
の
合
計
。

※
１
巡
目
点
検
(2
0
1
4
～
2
0
1
8
年
度
)

管
理
者

国
土
交
通
省
3
,4
2
7
2
,3
5
9

(6
9
%
)
1
, 
0
7
1

(3
1
%
)
1
, 
0
6
8

(3
1
%
)

高
速
道
路
会
社
2
,5
3
8
1
,2
0
2

(4
7
%
)
7
0
5
(2
8
%
)
1
,3
3
6

(5
3
%
)

地
方
公
共
団
体
6
2
,8
7
3
2
1
,3
7
6

(3
4
%
)
1
2
,8
6
9

(2
0
%
)
4
1
,4
9
7

(6
6
%
)

合
計
6
8
,8
3
8
2
4
,9
3
7

(3
6
%
)
1
4
,6
4
5

(2
1
%
)
4
3
,9
0
1

(6
4
%
)

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

完
了
済

着
手
済

措
置
着
手
率
（
B
/A
）
、
措
置
完
了
率
(C
/A
)

未
着
手
施
設
数

措
置
に
着
手
済

の
施
設
数
（
Ｂ
）

措
置
が

必
要
な

施
設
数

（
Ａ
）

う
ち
完
了

（
C
）

点
検
年
度

：
2
0
1
9
年
度
末
時
点
で
次
回
点
検
ま
で
の
修
繕
等
措
置
の
実
施
を
考
慮
し
た
場
合
に
想
定

さ
れ
る
ペ
ー
ス

〇
橋
梁
の
点
検
結
果
（
判
定
区
分
）
の
遷
移
状
況

96
%

93
%

81
%

49
%

34
%

10
0%

74
%

56
%

40
%

10
%

52
%

45
%

35
%

23
%

18
%

68
%

47
%

21
%

12
%

12
%

81
%

55
%

24
%

15
%

4%

40
%

30
%

20
%

10
%

7%

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

○
2
0
1
9
年
度
の
点
検
結
果
（
全
道
路
管
理
者
合
計
）
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E
3
A

E
3
A

E
3
A

水
俣
Ｉ
Ｃ

日
奈
久
IC

E
3
A
南
九
州
自
動
車
道

（
日
奈
久
IC
～
水
俣
IC
）

7
月
4
日
3
時
0
0
分
上
下
線
通
行
止

7
月
4
日
1
3
時
3
0
分
通
行
止
め
解
除

道
路
被
災
（
通
行
止
め
）

道
路
被
災
（
復
旧
済
み
）

通
行
止
め
区
間
（
高
速
道
路
・
直
轄
国
道
）

通
行
止
め
解
除
区
間
（
高
速
道
路
・
直
轄
国
道
）

※
7
月
6
日
時
点

上
下
線
交
通
確
保
(1
0
時
間
3
0
分
後
)

至
八
代
IC

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
お
け
る
高
速
道
路
の
交
通
機
能
確
保

E3
A

（
鎌
瀬
橋
流
失
）

（
相
良
橋
流
失
） （
西
瀬
橋
流
失
）

（
麓
橋
流
失
）

（
天
狗
橋
流
失
）

（
沖
鶴
橋
流
失
）

（
松
本
橋
流
失
）

（
大
瀬
橋
流
失
）

（
神
瀬
橋
流
失
）

（
丸
岩
橋
流
失
）

（
永
椎
橋
流
失
）

（
糸
原
橋
流
失
）

【
４
車
線
区
間
の
早
期
交
通
開
放
】

【
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
交
通
機
能
確
保
】

溝
辺
鹿
児
島
空
港
Ｉ
Ｃ

E1
0

え
び
の
Ｊ
Ｃ
Ｔ

（
坂
本
橋
流
失
）（
深
水
橋
流
失
）

横
川
Ｉ
Ｃ

：
高
速
自
動
車
国
道
（
４
車
線
）

E3

E3

人
吉
Ｉ
Ｃ

九
州
自
動
車
道
肥
後
ト
ン
ネ
ル
内
（
上
り
）

片
側
２
車
線
４
車
線
の
区
間
で
あ
る
た
め
、
冠
水
の
無
い
車

線
を
活
用
し
て
、
約
1
1
時
間
後
で
緊
急
車
両
の
通
行
確
保
、

約
1
8
時
間
で
上
下
線
の
交
通
確
保

国
道
３
号
佐
敷
ト
ン
ネ
ル
起
点
坑
口
付
近

並
行
す
る
南
九
州
西
回
り自
動
車
道
（
E3
A）
に
よ
り

約
10
時
間
半
で
八
代
か
ら水
俣
間
の
交
通
確
保

2
0
m

1
2
0
m

至
：
熊
本
市

至
：
鹿
児
島
市

3

※
国
道
3
号
は
7
月
4
日
～
7
月
1
8
日
ま
で
通
行
止
め
（
1
4
日
間
）

<
九
州
自
動
車
道
>

○
九
州
自
動
車
道
で
は
、
土
砂
崩
れ
な
ど

に
よ
り
大
規
模
な
通
行
止
め
が
発
生
し

た
が
、
４
車
線
区
間
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
被
害
の
な
い
車
線
を
活
用
し
、
早

期
に
交
通
開
放

<
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
>

○
八
代
～
水
俣
間
で
は
、
急
峻
な
山
地
を
通
過
す
る

国
道
３
号
が
大
規
模
斜
面
崩
落
に
よ
り
通
行
止
め

と
な
っ
た
が
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
と
ダ
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

高
速
道
路
を
活
用
す
る
こ
と
で
交
通
機
能
を
確
保
。

八
代
Ｊ
Ｃ
Ｔ

E
3
九
州
自
動
車
道
（
八
代
JC
T
～
人
吉
IC
）

7
月
4
日
4
時
5
2
分
上
下
線
通
行
止
め

7
月
4
日
1
5
時
3
0
分
下
り
線
通
行
止
め
解
除

（
上
り
線
は
緊
急
車
両
の
通
行
確
保
）

7
月
4
日
2
2
時
3
0
分
上
り
線
通
行
止
め
解
除

緊
急
車
両
通
行
確
保
(1
0
時
間
3
8
分
後
)

上
下
線
交
通
確
保
(1
7
時
間
3
8
分
後
)

下
り
線
交
通
確
保
(8
時
間
5
分
後
)

上
下
線
交
通
確
保
(1
9
時
間
8
分
後
)

E
3
九
州
自
動
車
道

（
横
川
IC
～
溝
辺
鹿
児
島
空
港
IC
）

7
月
3
日
2
2
時
4
7
分
上
下
線
通
行
止
め

7
月
4
日
6
時
5
2
分
下
り
線
通
行
止
め
解
除

7
月
4
日
1
7
時
5
5
分
上
下
線
通
行
止
め
解
除

九
州
自
動
車
道
（
横
川
IC
～
溝
辺
鹿
児
島
空
港
IC
）

４
車
線
の
区
間
で
あ
る
た
め
、
約
８
時
間
で
下
り
線
の

交
通
確
保
、
約
1
9
時
間
で
上
下
線
の
交
通
確
保

延
長
約
3
0
m
、
約
4
0
0
m
3
流
出

ひ
ご

よ
こ
か
わ

み
ぞ
べ
か
ご
し
ま
く
う
こ
う

さ
し
き
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道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
よ
る
整
備
効
果

＜
鹿
児
島
県
内
「ブ
リ」
取
扱
量
＞

［
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
る
地
域
活
性
化
］

○
今
後
、南
九
州
西
回
り自
動
車
道
の
更
な
る
整
備
に
伴
う、
中
部
地
方
へ
の

販
路
拡
大
に
よ
り、
地
域
活
性
化
を
期
待

○
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、
東
町
漁
港
と
の
ア
ク
セ
ス

性
が
向
上
し
、
中
国
地
方
へ
の
出
荷
量
が
増
加

東
町
漁
協

あ
ず
ま
ち
ょ
う

現
在
の
鮮
魚
輸
送
範
囲
最
北
端

(石
川
県
金
沢
市
場
)

広
島
県
岡
山
県

東
町

漁
協

約
48
分
短
縮

＜
ブ
ラ
ン
ド
養
殖
ブ
リ
の
輸
送
範
囲
（
翌
日
売
り
）
＞

鹿
児
島
県
内

ブ
リ
取
扱
量

(1
4,

20
2t

)

東
町
漁
協

78
%

そ
の
他

10
%

鹿
屋
市

市
場

4%

鹿
児
島
市

中
央
市
場

8%

資
料
：
鹿
児
島
県
水
産
物
卸
売
市
場
年
報
(H
30
)

（
鹿
児
島
県
内
約
８
割
）

〈長
島
町
に
お
け
る
「養
殖
ブ
リ」
収
穫
量
〉

資
料
：
海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査

〈中
国
地
方
へ
の
ブ
リ出
荷
量
〉

資
料
：
東
町
漁
協
ヒア
リン
グ
結
果
(R
2.
4)

全
体
の
収
穫
量
が
減
少
す
る
中

中
国
地
方
へ
の
出
荷
量
が
増
加

約
１
．
２
倍

（
約
14
0t
増
加
）

出
水
～
阿
久
根
間

開
通

芦
北
～
津
奈
木
間

開
通

(ト
ン
）

(ト
ン
）

将
来
の
鮮
魚
輸
送
範
囲

（
中
部
圏
全
域
）

【東
町
漁
協
～
八
代
IC
】

整
備
前
：
約
13
1分

整
備
後
：
約
83
分

27
.3

30
.2

0204060

H1
2年

H3
0年

［
東
海
環
状
自
動
車
道
沿
線
の
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
］

○
東
海
環
状
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ
る
、
全
国
へ
の
経
済
波
及
効
果

は
、
5
0
年
間
で
約
2
7
兆
円
と
試
算

○
平
成
1
2
年
か
ら
の
東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、
沿
線
地
域
の

企
業
立
地
が
進
展
し
、
雇
用
者
数
は
増
加

出
典
：
工
業
統
計

四
日
市
港

名
古
屋
港

関
広
見

IC

豊
田
東

JC
T

山
県
IC

速
度
低
下
箇
所
に

付
加
車
線
設
置

R
4
年
度
か
ら

順
次
開
通
見
込
み

供
用
中

新
四
日
市
J
C
T

E
1

E
1
A

C
3

C
2

E
1

C
3

E
2
3

E
4
1

E
1
9

愛
知
県

三
重
県

岐
阜
県

美
濃
加
茂
IC

中
部
圏
1
4
.3
兆
円

製
造
品
出
荷
額
1
4
.0
兆
円

観
光
消
費
額
0
.3
兆
円

中
部
圏
外
全
国
1
2
.6
兆
円

＜
全
線
開
通
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
＞

出
典
：
三
菱
UF
Jリ
サ
ー
チ
＆
コン
サ
ル
テ
ィン
グ
(株
)政
策
研
究
レ
ポ
ー
トよ
り引
用

愛
知
県

滋
賀
県

岐
阜
県

三
重
県

＜
沿
線
地
域
に
お
け
る
雇
用
者
数
＞

土
岐
JC
T

工
業
団
地
（
H
12
迄
完
成
：4
1箇
所
）

工
業
団
地
（
H
13
以
降
完
成
：3
0箇
所
）

※
R
1
年
1
2
月
時
点
の
自
治
体
調
査
結
果

※
H
1
2
は
東
回
り
全
線
工
事
着
工
年

養
老
IC

供
用
中

大
野
神
戸
IC

R
6
年
度
開
通
見
込
み

供
用
中

大
安
IC

R
6
年
度

開
通
見
込
み

北
勢
IC
（
仮
称
）

供
用
中

R
8
年
度

開
通
見
込
み

西
回
り

東
回
り

約
2
.9
万
人
増

(万
人
)
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中
京
圏
の
高
速
道
路
を
賢
く
使
う
た
め
の
料
金
体
系
（
名
二
環
の
開
通
に
合
わ
せ
て
導
入
）

（
２
）
起
終
点
を
基
本
と
し
た
継
ぎ
目
の
な
い
料
金
の
実
現

（
１
）
料
金
体
系
の
整
理
・
統
一
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

均
一
料
金
区
間

対 距 離 化
名
古
屋
高
速

（
32

.3
km
）

＜
尾
北
線
内
：

37
0円
＞

＜
名
古
屋
線
内
：

78
0円
＞

名
古
屋
第
二
環
状

（
名
古
屋
南
Ｊ
～
飛
島
Ｊ
）

（
54

.5
km
）

＜
30

km
未
満
：

51
0円
＞

＜
30

km
以
上
～

45
km
未
満
：

62
0円
＞

＜
45

km
以
上
：

73
0円
＞

＜
料
金
水
準
＞

東 名 高 速 道 路

中 央 自 動 車 道

東 名 阪 自 動 車 道

東 海 北 陸 自 動 車 道

名 神 高 速 道 路

伊 勢 湾 岸 自 動 車 道

伊 勢 湾 岸 道 路

（ 豊 田 東 Ｊ ～ 四 日 市 Ｊ ）

円
/k

m

40
.1

[2
9.

52
]注

2)

[1
08

.1
]

東 海 環 状 自 動 車 道

（
参
考
）

整
理
・
統
一

伊 勢 湾 岸 自 動 車 道

（ 豊 田 東 Ｊ ～ 東 海 Ｊ ）

（ 飛 島 Ｊ ～ 四 日 市 Ｊ ）

高
速
自
動
車
国
道

（
大
都
市
近
郊
区
間
）

[2
4.

6]注
2)

普
通
車

全
線
利
用

伊 勢 湾 岸 道 路

（ 東 海 Ｊ ～ 飛 島 Ｊ ）

注
2)

名 古 屋 第 二 環

状

[現
行
料
金

]

名 古 屋 高 速

36
.6
注

1)

注
1）
中
央
自
動
車
道
（
小
牧
東
ＩＣ
）
～
東
海
北
陸
自
動
車
道
（
岐
阜
各
務
原
ＩＣ
）

注
2）
消
費
税
及
び
タ
ー
ミ
ナ
ル
チ
ャ
ー
ジ
を
除
い
た
場
合
の
料
金
水
準

［
A
ル
ー
ト
の
料
金
＞
B
ル
ー
ト
の
料
金
］
［
A
ル
ー
ト
の
料
金
＝
B
ル
ー
ト
の
料
金
］

都
心
部

Ａ
ル
ー
ト
の

料
金

都
心
部

＜
Ｂ
ル
ー
ト
の

料
金
＜
Ｃ
ル
ー
ト
の

料
金

Ａ
ル
ー
ト
の

料
金
＝
Ｂ
ル
ー
ト
の

料
金
＝
Ｃ
ル
ー
ト
の

料
金

名
古
屋
高
速

錦
橋
出
口

名
古
屋
高
速

錦
橋
出
口

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ
豊
田
南

豊
田
南

④
都
心
部
へ
の
流
入
に
関
し
て
、
交
通
分
散
の
観
点
か
ら
、
経
路
に
よ
ら
ず
、
起
終
点
間

の
最
短
距
離
を
基
本
に
料
金
を
決
定
す
る
。

③
交
通
需
要
の
偏
在
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
都
心
部
周
辺
の
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
東
海
環
状
自
動

車
道
お
よ
び
名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道
の
利
用
が
料
金
の
面
に
お
い
て
不
利
に
な
ら
な
い
よ

う
、
経
路
に
よ
ら
ず
、
起
終
点
間
の
最
短
距
離
を
基
本
に
料
金
を
決
定
す
る
。

※
東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備
の
加
速
化
、
一
宮
JC
T
付
近
及
び
東
名
三
好
付
近
に
お
け
る
渋

滞
解
消
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
に
必
要
な
財
源
確
保
を
考
慮

①
東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備
の

加
速
化
、
一
宮
JC
T
付
近
及
び
東

名
三
好
付
近
に
お
け
る
渋
滞
解

消
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡

充
に
必
要
な
財
源
確
保
も
考
慮

し
、
料
金
水
準
を
現
行
の
高
速

自
動
車
国
道
の
大
都
市
近
郊
区

間
を
基
本
と
す
る
対
距
離
制
を

導
入
し
、
車
種
区
分
を
５
車
種

区
分
に
統
一
す
る
。

②
名
古
屋
高
速
に
つ
い
て
は
、
都

心
ア
ク
セ
ス
関
連
事
業
や
名
岐

道
路
の
整
備
に
必
要
な
財
源
確

保
に
あ
た
り
、
事
業
主
体
の
責

任
を
明
確
に
し
た
上
で
税
負
担

も
活
用
し
つ
つ
、
現
行
の
償
還

期
間
を
延
長
す
る
。
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自
動
車
運
送
業
者
の
労
働
生
産
性
向
上
等
の
た
め
の
高
速
道
路
料
金
割
引
の
臨
時
措
置

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

平 日 土 日 祝 日

6
時
9
時

1
7
時
2
0
時
0
時
4
時
6
時
9
時

1
7
時
2
0
時
0
時
4
時

6
時

2
0
時
0
時
4
時

6
時

2
0
時

6
時

2
0
時

6
時

2
0
時
0
時
4
時

6
時

2
0
時
0
時
4
時

6
時

2
0
時
0
時
4
時

最
大
５
割
引

（
反
復
利
用
の
み
）

３
割
引

最
大
５
割
引

（
反
復
利
用
の
み
）

３
割
引

３
割
引

３
割
引

３
割
引

３
割
引

３
割
引

３
割
引

0
時
4
時

（
最
大
割
引
率
4
0
%
）

（
最
大
割
引
率
9
.1
%
）

マ
イ
レ
ー
ジ
割
引

大
口
・
多
頻
度
割
引

（
E
T
C
2
.0
を
利
用
す
る
自
動
車
運
送
業
者
の
最
大
割
引
率
を
令
和
3
年
3
月
末
ま
で
5
0
%
に
拡
充
）

利 用 頻 度

割 引時 間 帯 割 引

夜
間

昼
間

観
光
振
興

物
流
対
策

環
境
対
策

生
活
対
策

凡
例

○
平
常
時
、
災
害
時
問
わ
ず
物
流
機
能
を
担
う
運
送
業
者
に
対
し
、
E
T
C
2
.0
の
普
及
を
促
進
し
つ
つ
、
物
流
コ
ス
ト
を

低
減
し
、
経
営
体
質
の
強
化
に
よ
り
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
最
大
割
引
率
を
４
０
％
か
ら

５
０
％
に
拡
充
す
る
措
置
の
延
長
（
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
）
を
実
施
。

普
通
車
以
下

中
型
車
以
上

普
通
車
以
下

中
型
車
以
上

＜
地
方
部
＞

＜
大
都
市
部
＞

：
R
1
年
度
補
正
予
算
（
国
費
）
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財
政
投
融
資
を
活
用
し
て
、
生
産
性
の
向
上
の
た
め
の
新
名
神
高
速
道
路
の
６
車
線
化
整
備
の
加
速
を
行
う
。

超
長
期
（
3
0
年
等
）

・
固
定
等
の
財
政
融
資

０
．
５
５
兆
円
の
追
加
等

（
財
投
活
用
に
よ
る
整
備
予
定
箇
所
）

○
新
名
神
(大
津
～
城
陽
、
八
幡
京
田
辺
～
高
槻
)の
６
車
線
化

成
長
力
を
強
化
す
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
等
の
高
速
道
路
の
整
備
（
令
和
元
年
度
補
正
～
）

＜
事
業
(例
)＞

日
本
の
物
流
の
大
動
脈
で
あ
る
新
名
神
の
６
車
線
化
を
加
速
し
、
三
大
都
市
圏
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

（
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
実
施
）

（
財
投
活
用
に
よ
る
効
果
）

機
構
：
０
．
４
兆
円
程
度
の

金
利
負
担
の
軽
減

※
暫
定
４
車
線
区
間
に
つ
い
て
は
、
高
速
道
路
会
社
に
お
い
て
必
要
な
調
査
を
実
施

暫
定
4車
線

（
片
側
2車
線
）

54
km

暫
定
4車
線

（
片
側
2車
線
）

14
5k
m

う
ち
、
片
側
3
車
線
運
用
80
k
m※

構
造
対
応
済
6
5k
m

暫
定
4車
線

（
片
側
2車
線
）

60
km

う
ち
、
片
側
3
車
線
運
用

8
k
m
※

暫
定
4車
線

（
片
側
2車
線
）

40
km

暫
定
4車
線

（
片
側
2車
線
）

39
km

暫
定
4車
線

（
片
側
2車
線
）

32
km

完
成
6車
線

（
片
側
3車
線
）

51
km

上
り
線

下
り
線

1
20
km
/h
試
行
運
用

実
施
中
（
20
19
.
3～
）

2
02
0年
度

開
通
予
定

2
02
0年
3月
7日

開
通

2
01
9年
3月
1
7日

開
通

兵
庫
県

京
都
府

滋
賀
県

大
阪
府

愛
知
県

三
重
県

静
岡
県

神
奈
川
県

神 戸 Ｊ Ｃ Ｔ

城 陽 Ｊ Ｃ Ｔ ・ Ｉ Ｃ

大 津 Ｊ Ｃ Ｔ

亀 山 西 Ｊ Ｃ Ｔ

新 四 日 市

Ｊ Ｃ Ｔ

四 日 市 Ｊ Ｃ Ｔ

豊 田 Ｊ Ｃ Ｔ

浜 松 い な さ Ｊ Ｃ Ｔ

森 掛 川 Ｉ Ｃ

新 静 岡 Ｉ Ｃ

御 殿 場 Ｊ Ｃ Ｔ

伊 勢 原 Ｊ Ｃ Ｔ

厚 木 南 Ｉ Ｃ

海
老
名
南
Ｊ
Ｃ
Ｔ

海
老
名
Ｊ
Ｃ
Ｔ

清 水 Ｊ Ｃ Ｔ

三 ヶ 日

Ｊ Ｃ Ｔ

甲 賀 土 山 Ｉ Ｃ

豊 田 東 Ｊ Ｃ Ｔ

名
古
屋
Ｉ
Ｃ

新 富 士 Ｉ Ｃ
新 清 水 Ｊ Ｃ Ｔ

八 日 市 Ｉ Ｃ

一 宮 Ｊ Ｃ Ｔ

小 牧 Ｊ Ｃ Ｔ

米 原 Ｊ Ｃ Ｔ

静 岡 Ｉ Ｃ
吹 田 Ｊ Ｃ Ｔ

大 津 Ｉ Ｃ

暫
定
4車
線

（
片
側
2車
線
）

41
km

う
ち
、
片
側
3
車
線
運
用
6k
m※

構
造
物
対
応
済
29
km

隊
列
走
行
公
道
実
証
中
（
20
20
.
5～
2
02
1
.2
）

2
02
3年
度

開
通
予
定
2
02
1年
度

開
通
予
定

※
６
車
線
化
工
事
に
伴
い
一
部
区
間
で
80
km
/h

2
01
9年
3月
1
7日

開
通

暫
定
４
車
線

事
業
中

暫
定
４
車
線

事
業
中
暫
定
４
車
線

事
業
中

※
延
長
は
上
下
線
平
均

2
02
3年
度

開
通
予
定

暫
定
４
車
線

事
業
中

2
02
3年
度

開
通
予
定

暫
定
４
車
線

事
業
中

H
3
0.
8～
６
車
線
化
事
業
許
可

2
0
20
年
度
内
完
成

H
3
1.
3～
６
車
線
化
事
業
許
可

2
0
22
年
度
か
ら

順
次
開
通
見
込
み

伊 勢 原 大 山 Ｉ Ｃ

八 幡 京 田 辺

Ｊ Ｃ Ｔ ・ Ｉ Ｃ

高 槻 Ｊ Ｃ Ｔ ・ Ｉ Ｃ

2
01
8年
1月
2
8日

開
通

亀 山 Ｊ Ｃ Ｔ

：
運
用
車
線

：
構
造
物
４
車
線
対
応
区
間

：
構
造
物
６
車
線
対
応
区
間
（
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
等
に
よ
る
仕
切
り
）

※
土
工
切
残
し
部
含
む

令
和
元
年
度
よ
り

６
車
線
化
を
実
施
※

※
大
津
～
城
陽
、
八
幡
京
田
辺
～
高
槻
(計
35
km
)
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物
流
効
率
化
と
民
間
投
資
の
誘
発
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
た

め
の
圏
央
道
の
整
備 首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
約
３
０
０
ｋ
ｍ

2
0
2
4
(R
6
)年
度

開
通
見
込
み

（
用
地
取
得
等
が
順
調
な
場
合
）

H
3
0
財
投
活
用

2
0
2
2
(R
4
)年
度
か
ら
順
次
開
通
見
込
み

（
2
0
2
4
(R
6
)年
度
全
線
開
通
見
込
み
）

H
3
0
財
投
活
用

2
0
2
0
(R
2
)年
3
月
22
日

開
通

太
平
洋

2車
線
4車
線
6車
線

開
通
済

事
業
中

調
査
中

凡
　
　
例

○
○
○
○
○
○

【
整
備
加
速
】

財
政
投
融
資
を
活
用
し
て
、
①
暫
定
２
車
線
区
間
の
機
能
強
化
に
よ
る
安
全
性
・
信
頼
性
等
の
向
上
、
②
大
都

市
圏
環
状
道
路
の
整
備
加
速
に
よ
る
生
産
性
向
上
等
を
行
う
。

超
長
期
（
３
0
年
等
）

・
固
定
等
の
財
政
融
資

１
．
１
２
兆
円
の
追
加
等

機
構
：
０
．
８
６
兆
円

会
社
：
０
．
２
６
兆
円

計
０
．
９
兆
円
程
度
の
事
業
を
実
施

（
財
投
活
用
に
よ
る
整
備
予
定
箇
所
）

○
暫
定
２
車
線
区
間
に
お
け
る
４
車
線
化
等
の
実
施

○
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備
促
進
（
圏
央
道
（
釜
利
谷
JC
T
～
藤
沢
IC
間
）
等
)

○
更
新
事
業
の
実
施

成
長
力
を
強
化
す
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
等
の
高
速
道
路
の
整
備
（
令
和
２
年
度
～
）

＜
事
業
(例
)＞

安
全
性
・
信
頼
性
等
の
向
上
の
た
め
の
暫
定
２
車
線
区
間
に

お
け
る
４
車
線
化
に
よ
る
機
能
強
化

（
財
投
活
用
に
よ
る
効
果
）

機
構
：
０
．
６
兆
円
程
度
の

金
利
負
担
の
軽
減

会
社
：
建
設
等
に
伴
う

コ
ス
ト
の
低
減

暫
定
２
車
線
区
間
（
有
料
）
の
う
ち
、

対
面
通
行
区
間
［
約
1
,6
0
0
km
］

暫
定
２
車
線
区
間
の
優
先
整
備
区
間

［
約
8
8
0
km
］
か
ら
選
定

：
優
先
整
備
区
間
約
8
8
0
km

＜
開
通
時
期
＞

事
業
中
⇒
横
浜
湘
南
道
路
：
2
0
24
（R
6
）年
度
開
通
見
込
み

高
速
横
浜
環
状
南
線
：
20
2
5（
R
7）
年
度
開
通
見
込
み

横
浜
青
葉
J
C
T

横
浜
港
北
J
C
T

R
２
財
投
活
用
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「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
概
要

『
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速
す
る
拠
点
』へ

＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
活
力
あ
る

地
域
デ
ザ
イ
ン
に
も
貢
献

第
３
ス
テ
ー
ジ
（
2
0
2
0
～
2
0
2
5
年
）

第
１
ス
テ
ー
ジ
（
1
9
9
3
年
～
）

『
通
過
す
る
道
路
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
』

第
２
ス
テ
ー
ジ
（
2
0
1
3
年
～
）

『
道
の
駅
自
体
が
目
的
地
』
全
国
法
人

の
始
動

Ⅱ
．
「2
02
5年
」に
目
指
す
３
つ
の
姿

１
．
道
の
駅
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
へ

２
．
新
「
防
災
道
の
駅
」が

全
国
の
安
心
拠
点
に

３
．
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
活
躍
す
る

舞
台
と
な
る
地
域
セ
ン
タ
ー
に

＜
主
な
取
組
み
＞

海
外
プ
ロモ
ー
シ
ョン
の
強
化

外
国
人
観
光
案
内
所
の
認
定
取
得
や
キ
ャッ

シ
ュレ
ス
の
導
入

風
景
街
道
等
と連
携
した

観
光
周
遊
ル
ー
トの
設
定

観
光
M
aa
S（
ア
プリ
で

交
通
と観
光
施
設
を案
内
）

＜
主
な
取
組
み
＞

広
域
的
な
防
災
拠
点
とな
る「
防
災
道
の
駅
」認

定
制
度
の
導
入
と重
点
支
援

地
域
防
災
力
の
強
化

の
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

や
防
災
訓
練
等
の
実
施

＜
主
な
取
組
み
＞

子
育
て
応
援
施
設
の
併
設

自
動
運
転
サ
ー
ビス
の
ター
ミナ
ル

大
学
等
との
連
携
に
よる

イン
ター
ンシ
ップ
や
実
習

(商
品
開
発
等
)

新
た
な
道
の
駅
ネ
ット
ワ
ー
ク

Ⅰ
．
新
た
な
コン
セ
プ
ト

多
様
な
主
体

との
連
携

道
の
駅
同
士

の
連
携
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島
根
県
飯
石
郡
飯
南
町

（
道
の
駅
赤
来
高
原
）

い
い
し
ぐ
ん
い
い
な
ん
ち
ょ
う

熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町

（
道
の
駅
芦
北
で
こ
ぽ
ん
）

あ
し
き
た
ぐ
ん
あ
し
き
た
ま
ち

滋
賀
県
東
近
江
市
蓼
畑
町

（
道
の
駅
奥
永
源
寺
渓
流
の
里
）

ひ
が
し
お
う
み
し
た
て
は
た
ち
ょ
う

栃
木
県
栃
木
市
西
方
町

（
道
の
駅
に
し
か
た
）

と
ち
ぎ
し
に
し
か
た
ま
ち

北
海
道
広
尾
郡
大
樹
町

（
道
の
駅
コ
ス
モ
ー
ル
大
樹
）

山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町

（
道
の
駅
た
か
は
た
）

ひ
が
し
お
き
た
ま
ぐ
ん
た
か
は
た
ま
ち

茨
城
県
常
陸
太
田
市

（
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
及
び

高
倉
交
流
セ
ン
タ
ー
）

ひ
た
ち
お
お
た
し

富
山
県
南
砺
市

（
道
の
駅
た
い
ら
）

な
ん
と
し

長
野
県
伊
那
市

（
道
の
駅
南
ア
ル
プ
ス
む
ら
長
谷
）

い
な
し

岡
山
県
新
見
市

（
道
の
駅
鯉
が
窪
）

に
い
み
し 徳
島
県
三
好
市

（
道
の
駅
に
し
い
や
・
か
ず
ら
橋
夢
舞
台
）

み
よ
し
し

福
岡
県
み
や
ま
市

（
み
や
ま
市
役
所
山
川
支
所
）

新
潟
県
長
岡
市

（
や
ま
こ
し
復
興
交
流
館
お
ら
た
る
）

な
が
お
か
し

岐
阜
県
郡
上
市

（
道
の
駅
明
宝
）

ぐ
じ
ょ
う
し

愛
知
県
豊
田
市

（
道
の
駅
ど
ん
ぐ
り
の
里
い
な
ぶ
）

と
よ
た
し

滋
賀
県
大
津
市

（
道
の
駅
妹
子
の
郷
）

お
お
つ
し

山
口
県
宇
部
市

（
楠
こ
も
れ
び
の
郷
）

う
べ
し

【
長
期
の
実
証
実
験
】

実
施
期
間
：
Ｈ
３
０

.１
１

/２
～
１
２

/２
１

使
用
車
両
：
ヤ
マ
ハ

【
長
期
の
実
証
実
験
】

実
施
期
間
：
Ｈ
３
０

.１
１

/５
～
１
１

/２
９

使
用
車
両
：
先
進
モ
ビ
リ
テ
ィ

【
長
期
の
実
証
実
験
】

実
施
期
間
：
Ｈ
３
０

.１
２

/９
～
Ｈ
３
１

.２
/８

使
用
車
両
：
ヤ
マ
ハ

【
長
期
の
実
証
実
験
】

実
施
期
間
：
Ｈ
３
１

.１
/２
７
～
３

/１
５

使
用
車
両
：
ヤ
マ
ハ

【
長
期
の
実
証
実
験
】

実
施
期
間
：
Ｒ
１

.６
/２
３
～
Ｒ
１

.７
/２
１

使
用
車
両
：
ヤ
マ
ハ

【
長
期
の
実
証
実
験
】

実
施
期
間
：
Ｒ
１

.５
/２
１
～
Ｒ
１

.６
/２
１

使
用
車
両
：
先
進
モ
ビ
リ
テ
ィ

Ｈ
３
０
年
度
～
：
８
箇
所

Ｈ
２
９
～
３
０
年
度
：
１
８
箇
所

（
短
期
の
実
証
実
験
）

（
長
期
の
実
証
実
験
）

（
本
格
導
入
）

Ｒ
元
年
度
～
：
１
箇
所

【
長
期
の
実
証
実
験
】

実
施
期
間
：
Ｒ
１

.１
１

/１
５
～
１
２

/２
０

使
用
車
両
：
ヤ
マ
ハ

11

秋
田
県
北
秋
田
郡
上
小
阿
仁
村

（
道
の
駅
か
み
こ
あ
に
）

き
た
あ
き
た
ぐ
ん
か
み
こ
あ
に
む
ら

【
本
格
導
入
】
R
１
．
1
1
/
3
0
～

ひ
ろ
お
ぐ
ん
た
い
き
ち
ょ
う

【
長
期
の
実
証
実
験
】

実
施
期
間
：
Ｒ
２

.９
/１
～
１
０

/１
０

使
用
車
両
：
ヤ
マ
ハ

長
崎
県
対
馬
市

つ
し
ま
し

高
知
県
四
万
十
市

し
ま
ん
と
し

石
川
県
小
松
市

大
阪
府
四
條
畷
市

埼
玉
県
和
光
市

茨
城
県
潮
来
市

し
じ
ょ
う
な
わ
て
し

こ
ま
つ
し

わ
こ
う
し

い
た
こ
し

奈
良
県

い
こ
ま
ぐ
ん
さ
ん
ご
う
ち
ょ
う

生
駒
郡
三
郷
町

内
閣
府
と
連
携
し
た
自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
導
入
支
援

（
市
町
村
に
よ
る
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実

装
を
見
据
え
た
計
画
策
定
等
の
支
援
）

Ｒ
２
年
度
～
：
７
箇
所

道
の
駅
等
を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転

サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験

道
の
駅
等
を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
証
・
実
装
に
向
け
た
取
組
状
況
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＜
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
は
＞

○
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
通
行
可
能
な
車
両
を
E
T
C
を

搭
載
し
た
車
両
に
限
定
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

［
S
A
・
P
A
接
続
型
］
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ま
た
は
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
接
続

［
本
線
直
結
型
］
高
速
道
路
本
線
に
接
続

○
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
た
め
、
料
金
徴
収
施
設
を
集
約
す
る
必
要
が
な
く
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
整
備
が
可
能

○
料
金
徴
収
に
か
か
る
人
件
費
も
節
約
可
能

高
速
道
路
機
構
負
担
（
国
が
1
/2
補
助
）

地
方
自
治
体
負
担

事
業
区
分
境

■
負
担
区
分

高
速
道
路
本
線

料
金
徴
収
施
設

既 設 の 一 般 道 路

※
直
結
路
は
、
整
備
後
に
民
間
施
設
管
理
者
か
ら

地
方
公
共
団
体
に
無
償
譲
渡
し
、
地
方
公
共

団
体
が
維
持
管
理

■
負
担
区
分

大
規
模
商
業
施
設
、
工
業
団
地
、
物
流
施
設
等

【
対
象
施
設
】

主
と
し
て
民
間
施
設
に
発
着
す
る
交
通

（
一
般
交
通
も
利
用
可
能
）

E
T
C
車
限
定
ハ
ー
フ
IC
・
1
/4
IC
も
可

【
対
象
交
通
】

【
運
用
形
態
】

高
速
道
路
と
近
傍
の
民
間
施
設
を
直
結
す
る
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
の
発
意
と
負
担
に
よ

る
整
備
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
高
速
道
路
を
活
用
し

た
企
業
活
動
を
支
援
し
、
経
済
の
活
性
化
を
図
る

【
目
的
】

【
支
援
制
度
】
民
間
事
業
者
の
IC
整
備
費
用
の
一
部
を
無
利
子
貸
付

民
間
事
業
者
が
IC
整
備
に
係
る
土
地
を
取
得
し
た

場
合
の
登
録
免
許
税
の
非
課
税
措
置
※

（
※
令
和
4
年
3
月
末
ま
で
実
施
）

＜
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
は
＞

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

高
速
道
路
本
線

一
般
道
路

民
間
施
設

直
結
路

【
ア
ク
セ
ス
道
路
】
料
金
所
直
結
路

【
ラ
ン
プ
】

接
続
路

直
結
路

ア
ク
セ
ス
道
路
・
ラ
ン
プ

料
金
所

接
続
路

民
間
施
設
管
理
者

高
速
道
路
会
社

地
方
公
共
団
体

開
通
1
3
6
箇
所

事
業
中
4
7
箇
所

準
備
段
階
調
査
1
4
箇
所

（
令
和
2
年
3
月
時
点
）

開
通
1
箇
所

事
業
中
1
箇
所

（
令
和
2
年
3
月
時
点
）
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首
都
圏
環
状
道
路
の
整
備

戸
塚
IC

釜
利
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ

栄
IC
・
J
C
T

相
模
湾

東
京
湾

太
平
洋

松
尾
横
芝
IC

館
山
道

東
関

北東

道
関

越
道

道
央
中

東
名
高

道
路

三
京 浜

横横

道

東
京
外
か
く
環

道 路

京
東

湾
ｱ
ｸ ｱ
ﾗ ｲ
ﾝ

成
田
空
港

横
浜
湘
南
道
路

央
環

高
谷
J
C
T

常
磐
道

伊
勢
原
J
C
T

状

大
栄
J
C
T

中

藤
沢
IC

三
郷
J
C
T

速

大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ

東
名
Ｊ
Ｃ
Ｔ

新
東
名

圏

央

道

※
1

茅
ヶ
崎
J
C
T

大
井 Ｊ
Ｃ
Ｔ

大
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ

第

岸

※
1

状

八
王
子
J
C
T

J
C
T
つ
く
ば

業 中

東
京
湾

2
車
線
4
車
線
6
車
線

開
通
済

事
業
中

調
査
中

凡
　
　
例

○
○
○
○
○
○

事

久
喜
白
岡
J
C
T

2
0
2
4
(R
6
)年
度

開
通
見
込
み

2
0
2
2
(R
4
)年
度
か
ら
順
次
開
通
見
込
み

（
2
0
2
4
(R
6
)年
度
全
線
開
通
見
込
み
）

※
1

※
1
※
2

注
2
：
久
喜
白
岡
J
C
T
～
木
更
津
東
IC
間
は
、
暫
定
2
車
線

注
3
：
事
業
中
区
間
の
IC
、
J
C
T
名
称
に
は
仮
称
を
含
む

注
1
：
※
1
財
投
活
用
に
よ
る
整
備
加
速
箇
所

※
2
用
地
取
得
等
が
順
調
な
場
合

鶴
ヶ
島
J
C
T

海
老
名
南

J
C
T海
老
名
J
C
T

川
口
J
C
T

小
菅
J
C
T

江
北
J
C
T

西
新
宿
J
C
T

葛
西
J
C
T

木
更
津
J
C
T

木
更
津
南
J
C
T

川
崎
浮
島

J
C
T

大
黒
J
C
T

千
葉
東
J
C
T

東
金
J
C
T

宮
野
木
J
C
T

成
田
J
C
T

木
更
津
東
IC

三
郷
南
IC

東
道

高
速
横
浜
環
状
南
線

伊
勢
原
大
山
IC

羽
田
空
港

2
0
2
4
(R
6
)年
度

開
通
見
込
み

2
0
2
5
(R
7
)年
度

開
通
見
込
み
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（ ）令和２年度末時点の首都近郊道路図

首  都  近  郊  道  路 図

注.　IC JCT名称には仮称を含む

0 5 10㎞

、

釜利谷JCT横浜環状南線

神奈川7号横浜北西線

京葉JCT

小松川
JCT

東名JCT

中央
JCT

大泉JCT

荏原

玉川

東雲

本牧JCT

晴海

JCT

　

埼玉県

東京都

神奈川県

千葉県

さいたま見沼

自
動
車
道

三郷JCT

6号
三
郷
線

東京外かく環状道路

5 号池袋線

美女木
JCT

板橋JCT

JCT

JCT

熊野町

西新宿

JCT
大橋

状
線

湾
岸
線

奈川
3号狩場 線

神

7号 線小松川

9号
深

線
川

中
央
環
状
線

入谷

1
号
上

堀切JCT

目
黒
線

芝浦
JCT

用賀

中
央
環
状

戸越

3号

線
谷

渋

生麦
JCT

神奈川1号
横羽線

富士見

三ッ沢

金港
JCT

大黒JCT

湾岸線

石川町
JCT

並木

狩場

横
浜
新
道

横
浜
横
須
賀
道
路

神

線

奈川6号

湾
岸
線

島
JCT

昭和島
JCT

東海JCT

大井JCT

小菅JCT

江北JCT

箱崎JCT

両国JCT

葛西
JCT

辰巳
JCT

有明
JCT

1
号
羽
田
線

東
京
湾
ア
クア

ライン

10号晴
海
線 湾

岸
線

高谷
JCT

東関

道
水
戸線

車
自東
動

谷河内
京葉道路

4号新 宿線

埼

11

大師
JCT 川

崎

幸浦

神奈川2号三ツ沢線

5

環
央

中

玉新 心線都

野
線

中
央
環
状
線

2号

線北

磐
常

川崎浮

横浜青葉IC・JCT

神奈川7号横浜北線

横浜
港北JCT

JCT川口

三郷南

東雲

本牧JCT

晴海

JCT

　

埼玉県

東京都

神奈川県

千葉県

さいたま見沼

川口JCT

自
動
車
道

三郷JCT

6号
三
郷
線

東京外かく環状道路

5 号池袋線

美女木
JCT

板橋JCT

JCT

JCT

熊野町

西新宿

JCT
大橋

状
線

湾
岸
線

奈川
3号狩場 線

神

7号 線小松川

9号
深

線
川

中
央
環
状
線

入谷

船橋

1
号
上

堀切JCT

目
黒
線

芝浦
JCT

高井戸

和光北

用賀

中
央
環
状
線

戸越

3号

線
谷

渋

第
三
京
浜
道
路

第
一
東
海
自
動
車
道
(東

名
）

生麦
JCT

神奈川1号
横羽線

富士見

三ッ沢

藤塚

金港
JCT

大黒JCT

湾岸線

石川町
JCT

並木

狩場

横
浜
新
道

横
浜
横
須
賀
道
路

神

線

奈川6号

湾
岸
線

島
JCT

昭和島
JCT

東海JCT

大井JCT

小菅JCT

江北JCT

箱崎JCT

両国JCT

葛西
JCT

辰巳
JCT

有明
JCT

1
号
羽
田
線

東
京
湾
ア
クア

ライン

湾
岸
線

高谷
JCT

東関

道
水
戸線

車
自東
動

京葉道路

中央自動車道富士 4号新 宿線

埼

11

大師
JCT 川

崎

幸浦

神奈川2号三ツ沢線

吉田線

5

環
央

中

玉新 心線都

野
線

中
央
環
状
線

2号

磐
常

川崎浮

横浜
港北JCT

横浜青葉IC・JCT

神奈川7号横浜北線

東
埼
玉
道
路

Ｎ

凡　例

事 業 中

供 用 中

6車線 4車線 2車線

10号晴
海
線
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阪 神 近 郊 道 路 図

Ｎ

凡　例

事 業 中

供 用 中

6車線 4車線 2車線

令和２年度末時点の阪神近郊道路図（ ）

注. IC、JCT名称には仮称を含む

0 5 10㎞

調 査 中

兵 庫 県兵 庫 県

大 阪 府大 阪 府

京 都 府京 都 府

山陽自動車道山陽自動車道

湾岸湾岸
(垂水)線(垂水)線

本
州
四
国
連
絡
道
路

本
州
四
国
連
絡
道
路

六甲アイランド北六甲アイランド北

第二京
阪道路

大和川線大和川線

13号東大阪線13号東大阪線

近畿自動車道紀勢線

近畿自動車道紀勢線

中
央
自
動車

道西
宮線
(名神
)

南阪奈道路
南阪奈道路

14号松原線

14号松原線号
堺
線
号
堺
線

線

近畿自動車道名古屋神戸戸線(新名神)

六
甲
北
道
路

1111

号
池
田

守
口
線

守
口
線

3号神戸線
3号神戸線

1515

7号
北神戸

線

7号
北神戸

線

16号大阪港線16号大阪港線

近畿自動車道名古屋大阪線

近畿自動車道名古屋大阪線

中国縦貫自動車道中国縦貫自動車道

堺泉北道路堺泉北道路

西宮山口西宮山口
JCTJCT

柳谷JCT柳谷JCT

布施畑布施畑
JCTJCT永井谷永井谷

JCTJCT

伊川谷伊川谷
JCTJCT

月見山月見山

池田木部池田木部

東大阪東大阪
JCTJCT

松原JCT松原JCT

堺

りんくうりんくう
JCTJCT

西宮西宮

助松JCT助松JCT

箕谷箕谷

有馬口有馬口
JCTJCT

天保山JCT天保山JCT
北港JCT北港JCT

湊川JCT湊川JCT

名谷名谷
JCTJCT

垂水JCT垂水JCT

3131 安治川安治川

高津高津

豊崎豊崎
森小路森小路

水走水走

三宝三宝
JCTJCT

池田池田

豊中豊中
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル

新
神
戸
ト
ン
ネ
ル

第二神明道路第二神明道路

海老江海老江
JCTJCT

関西国際
関西国際空港連絡橋
空港連絡橋

山科山科鴨川東鴨川東
上鳥羽上鳥羽

第二阪奈道路第二阪奈道路

4号号湾岸

住吉浜住吉浜
5号湾岸線
5号湾岸線

関西空港

関西空港
自動車道

自動車道

白川白川
JCTJCT号

手
神戸神戸山

線

17号17号西大阪線

西大阪線

1212
号

線

（西名阪）
（西名阪）

2号2号
淀川

左岸
線

淀川
左岸

線

3232
号

駒栄駒栄

西伸部西伸部
大阪湾岸道路大阪湾岸道路

八幡JCT八幡JCT

高槻JCT高槻JCT
神戸JCT神戸JCT

三木JCT三木JCT

美原JCT美原JCT

泉佐野JCT泉佐野JCT

兵 庫 県

大 阪 府

京 都 府

山陽自動車道

湾岸
(垂水)線

本
州
四
国
連
絡
道
路

六甲アイランド北

第二京
阪道路

大和川線

13号東大阪線

近畿自動車道紀勢線

中
央
自
動車

道西
宮線
(名神
)

南阪奈道路

14号松原線号
堺
線

線

近畿自動車道名古屋神戸線(新名神)

六
甲
北
道
路

11

号
池
田

守
口
線

3号神戸線

15

7号
北神戸

線

16号大阪港線

近畿自動車道名古屋大阪線

中国縦貫自動車道

堺泉北道路

西宮山口
JCT

柳谷JCT

布施畑
JCT永井谷

JCT

伊川谷
JCT

月見山

池田木部

守口JCT

吹田JCT吹田JCT吹田JCT

中国池田中国池田中国池田

門真JCT門真JCT門真JCT

東大阪
JCT

松原JCT

堺

りんくう
JCT

西宮

助松JCT
堺JCT

箕谷
JCT

有馬口
JCT

天保山JCT
北港JCT

湊川JCT

名谷
JCT

垂水JCT

31 安治川

高津

豊崎
森小路

水走

三宝
JCT

池田

豊中
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル

第二神明道路

海老江
JCT

関西国際空港連絡橋

山科鴨川東
上鳥羽
京都南

第二阪奈道路

久御山JCT

4号湾岸

住吉浜
5号湾岸線

関西空港
自動車道

白川
JCT号

手
神戸山

線

17号西大阪線

12
号

線

（西名阪）

柏原

大東鶴見

6号

2号
淀川

左岸
線

32
号

駒栄

西伸部
大阪湾岸道路

延伸部延伸部延伸部左岸線左岸線左岸線
淀川淀川淀川

八幡京田辺JCT・IC

高槻JCT
神戸JCT

三木JCT

美原JCT

泉佐野JCT

石ヶ谷
JCT

大山崎JCT大山崎JCT大山崎JCT
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米原

亀山

亀山西

関

四日市

美濃関

養老

一宮

小牧

土岐

豊田東

上社

高針名古屋西

豊田

亀山

関広見

名古屋

伊勢

飛島飛島

大垣西

自近 畿
動 車 道

名 古 屋
岸

戸
線

（ 伊 勢 湾
）道

神

伊

勢

近

畿

動

線

車

道

自

自

自

動

動

車

車

道

道

東

東

海

海

環 状

北

陸

自 動 車 道
（

勢

二

岸 ）

第

伊
東

湾

海

道

第
一
東
海
自

動
車

道

東 名

中
央 自動車道西宮

線
（名神）

）

近
畿

自動

車
道名 ）

屋
阪線

（

大

中

央
自
動

車
道

西
宮線(中央 道 ）

自 動 車 道二第 東 海

（ 東 ）新 名

自近 畿
動 車 道

名 古 屋
岸

戸
線

（ 伊 勢 湾
）道

神

岐 阜 県

三 重 県

愛 知 県

滋 賀 県

名
古

屋
第 二 環 状自 動 車

道

新四日市新四日市 東
海
東
海

名
古
屋
南

名
古
屋
南

養老養老

近
畿
自
動
車
道

近
畿
自
動
車
道

名
古
屋
神
戸
線（
新
名
神
）

名
古
屋
神
戸
線（
新
名
神
）

亀山

亀山西

関

新四日市

四日市

美濃関

養老

一宮

小牧

土岐

豊田東

上社

高針名古屋西

豊田

亀山

名古屋

飛島

大野神戸

山県

自近 畿 動車道

名古屋
岸

戸
線

（伊勢湾
）道

神

伊

勢

近

畿

動

線

車

道

自

自

自

動

動

車

車

道

道

東

東

海

海

環 状

北

陸

自 動 車 道
（

勢

二

岸 ）

第

伊
東

湾

海

道

第
一
東
海
自

動
車

道

東 名

中
央自動車道西宮

線
（名神）

近
畿
自

動
車
道名古 ）

屋
阪線

（東名阪

大

中

央
自
動
車
道
西宮線(中央道）

自 動 車 道二第 東 海

（ 東 ）新 名

自近 畿 動車道

名古屋
岸

戸
線

（伊勢湾
）道

神

岐 阜 県

三 重 県

愛 知 県

滋 賀 県

名
古

屋
第二環 状自動車道

名
古
屋
南

東
海

養老

近
畿
自
動
車
道

名
古
屋
神
戸
線（
新
名
神
）

大安

凡　例

事 業 中

供 用 中

6車線 4車線 2車線

令和２年度末時点の中部圏高規格幹線道路図
注. IC、JCT名称には仮称を含む （ ）

圏高規格幹線道路図中部

N

0 10 2

  

0㎞ 
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国土交通省道路局のホームページをご覧下さい！

http://www.mlit.go.jp/road/

http://www.mlit.go.jp/road/110.htm

○道の相談室

○道路緊急ダイヤル

「道の相談室」では、道路に関する相談を受け付けています。

道路に関する緊急通報（落下物や路面の汚れ・穴ぼこなどの

通報）を「道路緊急ダイヤル」（＃９９１０）で受け付けて

います。携帯電話からの通報も無料です！

道路局 検索

（この冊子は、再生紙を使用しています。）


